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表
紙

水
沢
の
も
み
じ
谷

（
三
重
県
四
日
市
市
）

　

四
日
市
市
水
沢
地
区
の
も
み
じ
谷
は
、
江
戸
時
代
の

菰
野
藩
主
・
土
方
候
が
領
内
巡
視
を
兼
ね
て
好
ん
で
遊

山
し
、
景
勝
地
と
し
て
保
護
に
努
め
た
こ
と
が
そ
の
始

ま
り
と
さ
れ
て
お
り
、
１
８
０
９
年
（
文
化
６
年
）、

九
代
藩
主
の
土
方
義よ

し
た
ね苗

に
よ
り
「
楓も

み
じ
だ
に渓」

と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。

　

風
光
明
媚
な
も
み
じ
谷
で
は
、
春
の
山
桜
、
初
夏
の

鮮
や
か
な
新
緑
、
秋
の
紅
葉
と
、
季
節
ご
と
に
様
々
な

美
し
い
表
情
を
見
せ
、
特
に
辺
り
一
面
を
紅
く
染
め
上

げ
る
秋
の
紅
葉
は
目
を
見
張
る
美
し
さ
で
す
。
多
く
の

高
名
な
文
人
墨
客
が
そ
の
美
し
さ
を
作
品
に
表
現
し
て

お
り
、
百
人
一
首
で
よ
く
知
ら
れ
る
猿
丸
太
夫
の
「
奥

山
に
も
み
じ
踏
み
わ
け
鳴
く
鹿
の　

声
聞
く
と
き
ぞ
秋

は
か
な
し
き
」
も
こ
の
も
み
じ
谷
を
詠
ん
だ
も
の
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
11
月
23
日
～
30
日
開
催
の
水
沢
も
み
じ
祭
り
の

期
間
に
は
、
日
没
か
ら
午
後
９
時
ま
で
紅
葉
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
、
現
在
で
も
多
く
の
人
が
そ
の
美
し

さ
を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先
＝
四
日
市
市
広
報
広
聴
課

（
０
５
９
‐
３
５
４
‐
８
２
４
４
）

（
写
真
提
供
＝
四
日
市
市
広
報
広
聴
課
）

もみじ谷の一角にある猿丸太夫の歌碑
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さ
い
た
ま
市
は
、
平
成
13
年
５
月
に
旧
浦
和
・
大
宮
・
与
野
の

３
市
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
平
成
15
年
４
月
１
日
に
は
全
国
で
13

番
目
の
指
定
都
市
と
な
っ
た
市
で
あ
り
、
平
成
17
年
４
月
１
日
の

旧
岩
槻
市
と
の
合
併
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
い
た
ま
市
は
、
鉄
道
や
高
速
道
路
な
ど
の
広
域
的
な
交
通
網

が
充
実
し
て
お
り
、
交
通
の
利
便
性
が
非
常
に
高
い
都
市
で
す
。

例
え
ば
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
東
北
、
上
越
な
ど
新
幹
線
５
路
線
を

は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
各
線
や
私
鉄
線
が
結
節
す
る
東
日
本
の
交
通
の
要

衝
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
末
の
上
野
東
京
ラ
イ
ン
の
開
通
や
北

陸
新
幹
線
開
業
な
ど
に
よ
り
、東
日
本
の
玄
関
口
と
し
て
利
便
性
・

重
要
性
が
更
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
陸
都
市
で
あ
り
、

地
盤
が
比
較
的
強
い
と
言
わ
れ
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

に
強
い
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

そ
し
て
、
さ
い
た
ま
市
に
は
、
前
記
の
地
理
的
な
優
位
性
の
他

に
「
ス
ポ
ー
ツ
」
等
の
良
さ
や
強
み
が
あ
り
、
私
は
、
サ
ッ
カ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」
が
、
更
に
発
展
さ
せ
る
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
２
０
１
５
ツ
ー
ル
・
ド
・

フ
ラ
ン
ス
さ
い
た
ま
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」「
第
１
回
さ
い
た
ま
国
際

マ
ラ
ソ
ン
」
の
開
催
な
ど
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち　

さ
い
た
ま
」

を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
、

都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」
は
そ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
様
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
市
民
の

健
康
増
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
い
っ
た
課
題
の
解
決
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、

歩
く
こ
と
を
基
本
に
、
体
を
動
か
す
、
体
を
動
か
し
て
し
ま
う
ま

ち
づ
く
り
を
志
向
す
る
「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
さ
い
た
ま
」
な

ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
さ
い
た
ま
市
の
強
み
に
よ
っ
て
、多
く
の
皆
様
に「
さ

い
た
ま
市
に
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」
と
い
う
魅
力
を
感
じ

て
い
た
だ
け
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
先
般

発
表
し
た
本
年
度
の
市
民
意
識
調
査
の
中
間
報
告
に
お
い
て
は
、

住
み
や
す
い
人
が
82
・
９
％
、
住
み
続
け
た
い
人
が
84
・
３
％
と
、

と
も
に
平
成
19
年
度
の
調
査
開
始
以
来
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
重
要
な
こ
と
は
、
こ
こ
か
ら
更
に
歩
み
を

進
め
、さ
い
た
ま
市
を
多
く
の
方
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け
る
都
市
、

「
選
ば
れ
る
都
市
」
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
ま
で
に
「
市

民
満
足
度
」（「
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
る
市
民
の
割
合
）
を
90
％

以
上
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
「
さ
い
た
ま
市
Ｃ
Ｓ
90
運
動
」

に
、全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

各
所
属
が
実
施
す
る
市
民
満
足
度
向
上
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
職
場
内
に
掲
示
し
、
広
く
市
民
の
皆
様
に
宣
言
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
更
な
る
市
民
満
足
度
向
上
に
向
け
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市
役
所
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、市
民
満
足
度
向
上
の
た
め
、

「
総
合
振
興
計
画
」「
し
あ
わ
せ
倍
増
プ
ラ
ン
２
０
１
３
」「
さ
い

た
ま
市
成
長
戦
略
」、
こ
れ
ら
を
下
支
え
す
る
「
行
財
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
」
等
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
い
た
ま
市
の
人
口
は
今
年
1 0
月
１
日
現
在
で
１
２
６
万

８
０
０
０
人
を
超
え
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推

計
値
以
上
に
増
え
て
い
る
状
態
で
す
が
、
今
後
は
急
速
な
高
齢
化

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
い
た
ま
市
に
お
い

て
も
、
独
自
の
強
み
を
活
か
し
た
「
さ
い
た
ま
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
東
日
本
の
玄
関
口
に
位
置

す
る
指
定
都
市
と
し
て
、
本
市
な
ら
で
は
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
我
が
国
全
体
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

清水勇人さいたま市長

強みを活かして、「選ばれる都市」へ

essay



おむすび権米衛社員の田植研修

● 山形県川西町 （p12-13）

「旅のサポート養成講座」…ユニバーサルデザイン部会で
実施。障がいのある方の旅のお手伝いができる方を養成
● 北海道弟子屈町 （p８- ９）

深山和紙の伝承

● 山形県白鷹町 （p10-11）

鎮守の杜寺子屋の朝学の様子

● 長野県飯田市 （p14-15）

農業体験イベントの様子。農作業や山菜とり、雪かきな
ど季節に合わせたイベントを行う
● 新潟県十日町市 （p16-17）

農家民宿体験で農家の人の話を聞く修学旅行の子供たち

● 石川県能登町 （p18-19）

自立する集落



コウノトリの巣塔の設置工事住民が行うミニデイサービス「森のミニデイ」の様子

映画制作活動

● 兵庫県朝来市 （p20-21）● 鳥取県智頭町 （p22-23）

● 愛媛県西予市 （p26-27）

有限会社ブルーリバーのメンバー

● 広島県三次市 （p24-25）

「大宮産業」株主総会の様子

● 高知県四万十市 （p28-29）

棚田祭りキャンドル

● 宮崎県日南市 （p30-31）



　

集
落
の
現
状
と
自
立
へ
の
課
題

　
（
１
）
集
落
の
定
義
と
現
状

　

集
落
と
は
、
総
務
省
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
一
定
の
土

地
に
数
戸
以
上
の
社
会
的
ま
と
ま
り
が
形
成
さ
れ
た
、
住

民
生
活
の
基
本
的
な
地
域
単
位
で
あ
り
、
市
町
村
行
政
に

お
い
て
扱
う
行
政
区
の
基
本
単
位
」
と
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
集
落
の
存
在
や
そ
の
課
題
、
可
能
性
が
最
も
重
要

な
位
置
を
占
め
る
地
域
は
、
過
疎
地
域
で
あ
る
。
ま
ず
、

２
０
１
０
年
に
総
務
省
が
行
っ
た
「
過
疎
地
域
等
に
お
け

る
集
落
の
状
況
に
関
す
る
現
況
把
握
調
査
」
に
よ
り
、
そ

の
全
国
的
な
現
状
を
共
有
し
て
み
よ
う
。

　

表
１
は
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
集
落
状
況
を
比
較
し
た

も
の
で
あ
る
。
集
落
の
数
や
そ
の
平
均
規
模
そ
し
て
高
齢

化
集
落
の
割
合
に
は
、
地
域
別
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、

今
後
の
集
落
対
策
の
地
域
別
展
開
に
配
慮
が
必
要
で
あ

る
。
特
に
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
集
落
の
小

規
模
化
と
高
齢
化
が
目
立
つ
。
ま
た
、
全
体
と
し
て
は
、

集
落
の
平
均
人
口
は
２
０
０
人
を
下
回
っ
て
お
り
、
高
齢

化
率
が
50
％
以
上
の
集
落
も
15
・
５
％
を
占
め
て
い
る
。

　
（
２
）
集
落
の
危
機
と
対
応

　

こ
こ
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
集
落
を
支
え
て
き
た
世
代

は
、「
昭
和
ひ
と
け
た
世
代
」
で
あ
っ
た
。
２
０
１
５
年

に
は
、
全
員
80
歳
以
上
と
な
り
、
引
退
局
面
が
始
ま
っ
て

い
る
。
２
０
１
０
年
代
後
半
は
、
こ
う
し
た
主
力
世
代
の

引
退
を
受
け
て
、
待
っ
た
な
し
で
次
世
代
定
住
を
実
現
し

て
い
く
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
平
均
で

２
０
０
人
を
割
る
小
規
模
化
し
た
集
落
単
位
で
は
、
新
た

な
定
住
を
支
え
て
い
く
生
活
や
産
業
の
仕
組
み
を
整
え
る

こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
今
後
は
、
個
々
の
集
落
の
が

ん
ば
り
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
集
落
同
士
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
、
商
業
や
教
育
、
福
祉
、
医
療
、
交
通
と
い
っ
た

生
活
機
能
の
維
持
・
強
化
を
図
り
、
集
落
個
別
で
は
難
し

い
産
業
の
新
た
な
担
い
手
づ
く
り
に
連
携
し
て
取
り
組
む

仕
組
み
が
必
要
と
な
る
。
２
０
１
４
年
に
総
務
省
の
「
過

疎
問
題
懇
話
会
」
か
ら
提
言
さ
れ
た
「
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
圏
」
構
想
も
、
同
様
の
問
題
意
識
に
よ
る
も
の
と
考
え

4地域づくり 2015・11 月号

藤
山
　
浩

地
域
人
口
と
所
得
の
１
％
取
り
戻
し
戦
略

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー  

研
究
統
括
監

―
定
住
と
循
環
を
支
え
る
社
会
シ
ス
テ
ム
作
り
を
―

筆者プロフィール

    藤山　浩氏
     （ふじやま・こう）

　1959 年島根県生まれ。一橋大学経済
学部卒業後、民間コンサルタント等を経
て、1998 年島根県中山間地域研究セン
ターに着任。博士（マネジメント）。現在、
島根県中山間地域研究センター研究統括
監、島根県立大学連携大学院教授（兼職）。
このほか、内閣府まち・ひと・しごと創
生本部「中山間地域ワーキング」有識者
委員など国・県委員多数。
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る
。

　
（
３
）
集
落
を
つ
な
ぎ
、

新
た
な「
地
元
」を
創
り
直
す

　

全
国
と
比
べ
て
「
過
疎
化
」
が
先
行
し
集
落
の
平
均
規

模
も
小
さ
い
中
国
地
方
で
は
、
２
０
０
０
年
代
に
入
り
広

域
の
市
町
村
合
併
が
相
次
い
だ
こ
と
も
背
景
に
、
概
ね
昭

和
の
旧
村
単
位
に
広
が
る
小
学
校
区
・
公
民
館
区
等
を
単

位
と
し
て
、
10
〜
20
程
度
の
集
落
を
つ
な
い
だ
地
域
運
営

組
織
が
次
々
と
設
立
さ
れ
て
い
る
。
中
国
地
方
知
事
会
に

よ
る
共
同
研
究
に
よ
れ
ば
、
中
国
圏
内
の
中
山
間
地
域
を

含
む
92
自
治
体
の
う
ち
、
82
市
町
村
に
８
３
４
も
の
地
域

運
営
組
織
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
あ
っ

た
７
３
５
の
地
域
運
営
組
織
に
は
、
平
均
し
て
１
２
０
７

人
・
４
８
３
世
帯
・
12
・
９
集
落
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

い
た
ず
ら
に
形
式
上
の
「
自
立
」
に
こ
だ
わ
り
集
落
単

位
の
「
孤
軍
奮
闘
」
を
求
め
る
こ
と
は
、
小
規
模
・
高
齢

化
し
た
集
落
を
か
え
っ
て
絶
望
へ
と
追
い
や
る
。む
し
ろ
、

個
々
の
「
卵
」
を
柔
ら
か
く
包
む
「
卵
パ
ッ
ク
」
の
よ
う

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
作
り
、
集
落
単
位
で
は
困
難
な

攻
め
の
次
世
代
定
住
を
実
現
す
る
土
俵
に
す
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

以
下
、そ
う
し
た
集
落
を
つ
な
い
だ
新
た
な「
地
元
」（
＝

集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
）
が
、
自
立
と
循
環
を
取
り
戻
す

人
口
・
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
・
定
住
・
交
流
の
戦
略
に

つ
い
て
、
順
番
に
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

人
口
と
経
済
に
お
け
る
１
％
取
戻
し
戦
略

　
（
１
）
地
域
人
口
の
安
定
化
こ
そ
自
立
の
基
本

　

過
疎
地
域
の
多
く
で
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
若
年

層
を
中
心
と
し
た
人
口
流
出
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま
推
移
す

れ
ば
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
止
め
ど
な
く
続
き
、
将
来

的
に
は
地
域
社
会
自
体
の
存
立
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ

る
。
集
落
地
域
の
自
立
は
、
何
よ
り
も
地
域
人
口
の
長
期

的
安
定
な
く
し
て
は
、
成
り
立
た
な
い
。
過
去
か
ら
の
人

口
流
出
継
続
に
よ
り
老
年
層
に
偏
っ
た
人
口
構
成
と
な
っ

た
地
域
に
お
い
て
は
、
単
に
出
生
率
を
向
上
さ
せ
、
社
会

増
減
全
体
を
均
衡
化
す
る
だ
け
で
は
、
人
口
減
少
は
止
ま

ら
な
い
。
過
去
の
流
出
分
も
含
め
て
、
世
代
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
、
積
極
的
な
定
住
増
加
に
よ
る
人
口
の
取

り
戻
し
戦
略
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

集
落
を
つ
な
い
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
単
位
に
お
い
て
、

こ
の
ま
ま
現
状
で
推
移
し
た
場
合
の
厳
し
い
未
来
像
を
確

か
め
た
上
で
、
で
は
ど
の
く
ら
い
毎
年
定
住
を
増
や
せ
ば

よ
い
の
か
と
い
う
具
体
的
な
目
標
を
住
民
同
士
で
共
有
し

て
い
か
な
け
れ
ば
、
本
気
の
取
り
組
み
は
始
ま
ら
な
い
。

（
２
）
地
域
人
口
の
毎
年
１
％
取
り
戻
し
で

安
定
化
達
成

　

筆
者
を
中
心
に
開
発
し
た
、
小
地
域
に
も
活
用
で
き
る

人
口
予
測
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
現
状
推
移
に
基
づ
く
予
測

だ
け
で
な
く
、
具
体
的
に
３
世
代
に
わ
た
り
何
組
ず
つ
定

住
を
増
や
せ
ば
地
域
人
口
が
安
定
す
る
か
と
い
う
「
処
方

箋
」
を
算
出
で
き
る
。
し
か
も
、
必
要
デ
ー
タ
は
、
５
年

前
と
現
在
の
男
女
５
歳
刻
み
人
口
だ
け
で
あ
り
、
ど
こ
で

も
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
集
計
可
能
で
あ
る
。

　

島
根
県
で
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
市
町
村
、
県
、

研
究
機
関
が
協
議
し
、
定
住
促
進
等
の
総
合
的
な
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
基
本
単
位
と
し
て
、
全
県
中
山
間
地

域
２
２
７
の
公
民
館
区
・
小
学
校
区
等
を
設
定
し
て
い

る
。
こ
の
基
本
単
位
は
、「
郷
」
と
名
付
け
ら
れ
て
お

り
、
平
均
規
模
は
５
０
４
世
帯
・
１
３
７
０
人
、
平
均
の

集
落
数
は
14
・
７
集
落
、
高
齢
化
率
は
38
・
４
％
、
小

学
生
人
数
は
66
人
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
２
０
１
０
〜
２
０
１
５
年
の
人
口
動
態
を
踏

ま
え
全
県
２
２
７
エ
リ
ア
に
つ
い
て
必
要
定
住
増
加
組

数
・
人
数
を
積
み
上
げ
て
い
く
と
、
各
世
代
４
１
７
組
・

合
計
１
２
５
１
組
、
２
９
１
９
人
と
な
る
。
こ
れ
は
、

地方
ブロック名

集落人口
（人）

集落数
平均人口
（人）

平均世帯数
（戸）

高齢化率 50％
以 上 集 落 割 合

（％）

北海道 1,417,482 3,957 358.2 167.9 11.7 

東　北 3,028,321 14,072 215.2 72.7 7.3 

首都圏 472,952 2,508 188.6 71.2 12.4 

北　陸 233,452 1,748 133.6 46.5 18.5 

中　部 684,879 4,008 170.9 63.6 21.8 

近　畿 665,472 3,154 211.0 84.6 17.8 

中　国 1,417,172 12,694 111.6 44.4 21.0 

四　国 883,163 7,216 122.4 51.9 24.3 

九　州 2,968,027 15,308 193.9 79.6 13.7 
沖　縄 116,795 289 404.1 184.3 4.8 
合　計 11,887,715 64,954 183.0 72.0 15.5 

表１　全国集落状況一覧表
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２
０
１
５
年
地
域
人
口
総
計
29
万
８
３
９
７
人
の
ち
ょ
う

ど
１
％
に
当
た
る
。つ
ま
り
、毎
年
地
域
人
口
の
平
均
１
％

分
を
定
住
増
に
よ
り
取
り
戻
せ
ば
、
地
域
は
消
滅
せ
ず
、

守
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

こ
の
事
実
は
、
例
え
ば
７
０
０
人
の
地
域
で
高
齢
化
率

や
人
口
流
出
の
状
況
が
平
均
的
な
も
の
と
す
る
と
、毎
年
、

20
代
前
半
男
女
１
組（
２
人
）、30
代
子
連
れ
夫
婦（
３
人
）、

60
代
前
半
夫
婦
（
２
人
）
の
合
計
３
世
帯
７
人
の
定
住
増

加
を
実
現
す
れ
ば
、
そ
の
地
域
は
人
口
安
定
化
を
達
成
で

き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
地
域
に
平
均
１
０
０

人
か
ら
な
る
７
つ
の
集
落
が
あ
れ
ば
、
各
集
落
は
７
年
間

に
３
世
帯
７
人
の
ペ
ー
ス
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
Ｕ
＆
Ｉ

タ
ー
ン
世
帯
を
増
や
し
て
い
け
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
逆

に
、
特
定
の
集
落
だ
け
が
ん
ば
っ
て
も
、
他
の
集
落
が
つ

い
て
い
か
な
け
れ
ば
、
地
域
全
体
の
人
口
減
少
は
続
き
、

学
校
や
商
店
が
消
え
て
い
く
傾
向
に
歯
止
め
は
か
か
ら
な

い
。
や
は
り
、
集
落
が
連
携
し
た
地
元
全
体
の
人
口
戦
略

が
不
可
欠
な
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
人
口
の
１
％
取
り
戻
し
戦
略
は
、
全
国
の

山
間
地
域
に
当
て
は
め
て
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
、「
国

土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」資
料
に
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

決
し
て
島
根
県
中
山
間
地
域
だ
け
の
「
特
殊
解
」
で
は
な

い
。

　
（
３
）
注
目
し
た
い「
田
舎
の
田
舎
」へ
の
次
世
代
定
住

　

全
国
的
に
も
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
先
行
し
て
い
た

島
根
県
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
全
国
並
み
に
必

要
な
定
住
増
加
組
数
が
追
い
つ
い
て
き
た
背
景
と
し
て
、

２
０
１
０
年
以
降
、
山
間
部
や
離
島
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る

「
田
舎
の
田
舎
」
で
次
世
代
定
住
が
増
え
て
き
た
事
実
が

あ
る
。

　

例
え
ば
、
図
１
は
、
現
在
30
〜
39
歳
の
女
性
数
の
こ
の

５
年
間
に
お
け
る
増
減
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
間

部
や
離
島
を
中
心
に
、
４
割
を
超
え
る
（
40
・
１
％
）
小

学
校
区
・
公
民
館
区
に
お
い
て
、
増
え
て
お
り
、
維
持
し

た
エ
リ
ア
も
加
え
る
と
過
半
と
な
る
。
30
代
男
性
の
動
き

も
同
様
で
あ
り
（
増
加
は
85
エ
リ
ア
）、
４
歳
以
下
の
子

供
人
口
も
76
エ
リ
ア
で
増
加
し
て
い
る
。
人
・
自
然
・
伝

統
の
つ
な
が
り
が
息
づ
く
「
田
舎
の
田
舎
」
へ
の
田
園
回

帰
の
傾
向
が
注
目
さ
れ
る
。

　
（
４
）
経
済
〜
所
得
の
１
％
取
り
戻
し
戦
略

　

地
域
全
体
人
口
の
１
％
の
定
住
増
加
に
必
要
な
経
済
的

基
盤
は
、
地
域
住
民
全
体
の
所
得
の
１
％
増
加
と
な
る
。

　

従
来
の
産
業
振
興
策
は
、
工
場
誘
致
や
特
産
品
開
発
あ

る
い
は
観
光
等
で
外
貨
を
稼
ぐ
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
た
。
実
際
に
は
、
中
山
間
地
域
の
市
町
村
の
多
く
で
、

住
民
所
得
と
ほ
ぼ
等
し
い
金
額
を
地
域
外
か
ら
購
入
し
て

い
る
と
い
う
極
め
て
外
部
依
存
が
進
ん
だ
状
況
が
あ
る
。

例
え
ば
、
地
域
別
の
産
業
連
関
分
析
（
２
０
０
３
年
時
）

に
よ
れ
ば
、
中
山
間
地
域
が
大
半
を
占
め
る
人
口
７
万
人

の
島
根
県
益
田
圏
域
に
お
い
て
、
住
民
の
総
年
間
所
得
額

１
５
５
６
億
円
に
匹
敵
す
る
１
４
２
０
億
円
の
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
が
域
外
か
ら
調
達
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
外
部
依
存

性
の
高
さ
は
、
外
か
ら
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
る
所
得
が

潜
在
的
に
大
き
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
域
外
か

ら
購
入
し
て
い
る
金
額
の
１
％
を
毎
年
取
り
戻
す
こ
と
に

よ
り
、
新
規
の
定
住
増
を
支
え
る
所
得
１
％
増
加
の
可
能

性
が
見
え
て
く
る
わ
け
だ
。
例
え
ば
、
島
根
県
中
山
間
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
有
田
昭
一
郎
・
主
席
研
究
員
は
、
詳

細
な
家
計
調
査
を
基
に
食
料
品
・
家
庭
燃
料
に
つ
い
て
地

産
地
消
を
進
め
た
場
合
の
経
済
効
果
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
る
。
１
６
２
０
人
・
７
０
５
世
帯
の
村
に
お
い

て
、
世
帯
類
型
ご
と
の
主
要
食
料
品
・
家
庭
燃
料
の
消
費

額
を
基
に
、
地
元
調
達
率
を
５
割
ま
で
高
め
た
場
合
の
需

要
全
体
額
は
、
１
億
８
３
９
４
万
円
に
上
る
。
実
際
の
主

要
食
料
品
・
家
庭
燃
料
に
関
わ
る
地
元
調
達
率
は
、
多
く

の
地
域
で
１
割
未
満
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら

は
大
き
な
所
得
取
り
戻
し
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
域
内
循
環
強
化
に
よ
る
所
得
取
り
戻
し
戦

略
も
、
集
落
単
位
で
は
な
く
、
一
次
生
活
圏
レ
ベ
ル
で
の

ま
と
ま
っ
た
取
り
組
み
が
、定
住
に
つ
な
が
る
「
１
人
役
」

の
仕
事
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
。

定
住
と
循
環
を
支
え
る
新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム

　
（
１
）
複
合
的
な
組
織
・
人
材
・
拠
点

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
づ
く
り

6地域づくり 2015・11 月号

図１　現在30〜39歳女性世代増減数
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定
住
と
循
環
を
支
え
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
進
化
と
し
て

は
、
一
次
生
活
圏
程
度
に
お
い
て
、
分
野
と
集
落
を
横

断
し
た
複
合
的
な
結
節
機
能
を
担
う
組
織
・
人
材
・
拠

点
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
「
４
点
セ
ッ
ト
」
で
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
基
本
戦
略
と
な
る
。
前
述
し
た
島
根
県
中
山
間

地
域
に
お
け
る
「
郷
」
の
基
本
圏
の
平
均
人
口
１
３
７
０

人
と
２
０
１
０
年
に
お
け
る
全
国
の
中
山
間
地
域
人
口

１
４
７
０
万
人
（
国
勢
調
査
）
に
よ
り
計
算
す
る
と
、
中

山
間
地
域
に
お
け
る
対
象
エ
リ
ア
数
は
約
１
万
程
度
と
想

定
さ
れ
る
。

　

第
一
に
は
、
中
国
地
方
で
先
行
し
て
い
る
よ
う
に
、
地

域
全
体
の
運
営
に
関
わ
る
合
意
形
成
と
計
画
づ
く
り
そ
し

て
実
践
を
担
う
自
治
組
織
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
二
に
は
、
分
野
ご
と
・
集
落
ご
と
に
細
切
れ
に
さ
れ

て
い
る
多
種
多
様
な
需
要
や
資
源
を
ま
と
め
、
新
た
な
持

続
性
・
収
益
性
を
生
み
出
す
横
断
的
な
事
業
組
織
の
設
立
・

展
開
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
島
根
県
邑
南
町
出
羽
地

区
で
は
、
自
治
組
織
設
立
・
将
来
計
画
づ
く
り
を
受
け
て
、

地
域
ぐ
る
み
の
事
業
組
織
「
合
同
会
社
出
羽
」

が
２
年
前
に
設
立
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
か

ら
始
ま
り
農
業
支
援
、
空
き
家
活
用
ま
で
幅
広

い
事
業
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、全
国
的
に
「
求

人
広
告
」
を
出
す
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。

　

第
三
に
は
、
こ
う
し
た
複
合
的
な
自
治
・
事

業
組
織
を
担
う
新
た
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
で

あ
る
。
単
独
分
野
や
集
落
ご
と
の
個
別
最
適
で

は
な
く
、
分
野
を
横
断
し
た
全
体
最
適
を
設
計
・

運
営
で
き
る
「
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
的
人
材

の
育
成
・
配
置
が
焦
点
と
な
る
。
ま
た
、
近
年

急
激
に
数
を
増
し
て
い
る
集
落
支
援
員
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
い
っ
た
地
域
サ
ポ
ー
ト
人
材

も
、
こ
の
よ
う
な
地
域
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
明
確
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
設
定
さ
れ
て
こ
そ
、
地
域
現
場
で
役

立
て
る
。

　

第
四
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
組
織
・

人
材
が
結
集
し
、
地
元
の
定
住
と
循
環
を
支
え

る
拠
点
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
設
す
る
こ
と
で

あ
る
。
今
回
の
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

そ
し
て
国
の
「
総
合
戦
略
」
に
も
盛
り
込
ま
れ

た
「
小
さ
な
拠
点
」
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
分
野
を
横
断

し
た
複
合
的
な
拠
点
と
し
て
、
集
落
地
域
の
暮
ら
し
と
定

住
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
期
待
し
た
い
（
図
２
）。
当

然
な
が
ら
、
こ
の
「
小
さ
な
拠
点
」
を
核
と
し
て
地
域
内

外
に
広
が
る
交
通
や
物
流
そ
し
て
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
、「
合
わ
せ
技
」
の
複
合
型
と
な
る
。

　
（
２
）
集
落
の
つ
な
が
り
の
中
へ
定
住

　

こ
の
よ
う
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
進
化
に
よ
り
定
住
条
件

の
構
築
が
進
む
も
の
と
期
待
さ
れ
る
が
、
実
際
の
定
住
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
や
は
り
集
落
単
位
の
丁
寧
な
受
け

入
れ
方
が
望
ま
れ
る
。
数
年
に
一
組
程
度
の
ペ
ー
ス
で
十

分
な
の
だ
か
ら
、
住
民
自
ら
、
事
前
に
集
落
の
つ
な
が
り

を
案
内
・
説
明
し
て
か
ら
居
住
な
ら
び
に
受
け
入
れ
意
志

を
固
め
て
も
ら
う
よ
う
な
方
式
を
実
行
し
て
ほ
し
い
。
一

生
同
じ
集
落
に
暮
ら
す
仲
間
と
な
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
の

と
こ
ろ
は
集
落
単
位
で
踏
ん
張
っ
て
ほ
し
い
。

　
（
３
）
進
め
た
い
都
市
と
田
舎
の
パ
ー
ト
ナ
ー
エ
リ
ア

　

田
舎
の
集
落
や
地
元
が
自
立
と
循
環
を
取
り
戻
す
こ
と

は
、
急
速
に
高
齢
化
し
つ
つ
あ
る
団
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を

抱
え
る
都
市
部
住
民
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な

り
得
る
。
水
や
食
料
、
燃
料
な
ど
の
自
給
率
０
％
の
暮
ら

し
で
は
、
災
害
時
も
含
め
て
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
る

か
ら
だ
。田
舎
が
し
っ
か
り
立
ち
直
り
、い
ざ
と
い
う
時
も

含
め
て
都
市
と
田
舎
が
お
互
い
に
共
生
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

エ
リ
ア
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
望
み
た
い
。

　　
〈
参
考
文
献
〉

　

藤
山　

浩
「
田
園
回
帰
１
％
戦
略
〜
地
元
に
人

と
仕
事
を
取
り
戻
す
」（
２
０
１
５
年
、
農
文
協
）

図２　「小さな拠点」



◆◆  

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た

◆  

弟
子
屈
町

　

弟
子
屈
町
は
北
海
道
東
部
に
位
置
し
て
い
る
、
観
光
と

農
業
が
基
幹
産
業
の
町
で
す
。
人
口
約
７
９
０
０
人
と
小

さ
い
町
で
す
が
、
世
界
級
の
透
明
度
を
誇
る
摩
周
湖
、
世

界
最
大
規
模
を
誇
る
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
屈
斜
路
湖
、
今

も
な
お
火
山
活
動
を
続
け
る
硫
黄
山
、豊
富
な
温
泉
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
観
光
資
源
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
観
光
産

業
の
指
標
と
な
る

「
宿
泊
数
」
は
、ピ
ー

ク
時
で
あ
る
平
成
３

年
の
73
万
４
０
０
０

人
以
降
減
少
を
続

け
、
平
成
20
年
に
は

35
万
６
０
０
０
人
と

半
分
以
下
に
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
旅
行
形
態
に
弟
子

屈
町
が
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
以
前
は
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
団
体
で
い

ろ
い
ろ
な
景
勝
地
を
周
遊
す
る
形
態
の
旅
行
が
主
流
で
し

た
が
、
今
は
個
人
で
地
域
の
自
然
や
文
化
、
地
元
民
と
の

交
流
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
形
態
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
観
光
事
業
者
や
我
々
行
政
も
そ
の
よ
う

な
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆◆  

て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
の
設
立

◆
　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
土
交
通
省
認
定
の
観
光
カ

リ
ス
マ
で
あ
る
山
田
桂
一
郎
さ
ん
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
山
田
さ
ん
は
様
々
な
デ
ー
タ
を
提
示

し
な
が
ら
、「
こ
の
ま
ま
景
勝
地
に
の
み
頼
っ
て
い
て
は
、

お
客
様
は
来
な
い
」「
人
口
は
減
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
宿

泊
数
は
増
え
な
い
。
だ
か
ら
連
泊
さ
せ
て
地
域
に
お
金
を

消
費
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
ら
な
け
れ
ば
」
等
の
お
話

を
し
ま
し
た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
観
光
事
業
者
の
方
々
が

是
非
山
田
さ
ん
と
地
域
再
生
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
町
の
経
済
団
体
や
行
政
な
ど
が
集
ま
り
協
議
し
、

観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
や
観
光
協
会
、
商
工
会
ら
と
山
田
さ
ん
で

何
度
も
意
見
交
換
を
続
け
た
結
果
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
る
に
は
、
新
し
い
枠
組
み
を
作
る
こ

と
が
必
要
と
の
結
論
に
達
し
、
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進

協
議
会
を
設
立
。
ま
た
、
協
議
会
で
は
実
際
に
経
済
活
動

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
協
議
会
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
先
と
し
て
旅
行
会
社
「（
株
）
ツ
ー
リ
ズ
ム
て
し
か
が
」

を
設
立
し
、
観
光
を
総
合
産
業
化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◆◆  「
地
域
力
」
を
発
揮
さ
せ
る
仕
組
み
を

◆
　

て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
は
「
誰
も
が
自
慢
し

誰
も
が
誇
れ
る
ま
ち
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
観
光
を
基
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
団
体
で
す
。
今
ま
で
の
観

光
に
関
す
る
組
織
は
観
光
関
係
者
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
協
議
会
は
会
社
員
や
主
婦
、
子
供
な
ど

一
般
住
民
も
参
加
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
頼

み
に
な
ら
ず
に
、住
民
が
主
体
と
な
っ
て
「
自
ら
決
断
し
、

自
ら
動
く
」
と
い
う
こ
と
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
は
様
々
な
地

域
資
源
を
観
光
素
材
と
し
て
再
発
見
・
商
品
化
し
提
供
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
事
業
者
だ

け
で
は
な
く
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
連
携
が
必
要
で
す
が
、
弟

子
屈
町
を
ひ
と
つ
の
地
域
と
し
て
捉
え
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
「
地
域
力
」
を
発
揮
さ
せ
る
仕
組
み
は
今
ま
で
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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光
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協
議
会
は
町
を
は
じ
め
、
観
光
協
会
、
Ｊ
Ａ
、
振
興
公

社
、
郷
土
研
究
会
な
ど
を
構
成
団
体
と
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
部
会
、
人
財
育
成
部
会
、
温
泉
街
部
会
、
女
性

部
会
、
情
報
部
会
、
食
・
文
化
部
会
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
部
会
、
ア
ー
ト
＆
ア
ド
部
会
の
８
つ
の
部
会
が
主

体
と
な
り
分
野
ご
と
に
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

８
つ
の
部
会
が
活
動

◆
　

協
議
会
の
進
め
方
は
、
年
１
回
の
総
会
、
役
員
会
、
専

門
部
会
長
会
議
の
ほ
か
、
各
専
門
部
会
を
随
時
開
催
し
、

月
に
１
度
、
各
専
門
部
会
の
代
表
が
あ
つ
ま
り
情
報
交
換

や
連
携
を
お
こ
な
う
合
同
専
門
部
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
約
50
回
の
会
議
、
そ
し
て
そ
の
他
に
各
部

会
で
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

◎
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
部

会
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
策
定
、ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
習
会
な
ど
。

　

◎
人
財
育
成
部
会

　

弟
子
屈
町
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く
部
会
。
て
し

か
が
自
然
ジ
ュ
ニ
ア
ガ
イ
ド
、
名
人
達
人
リ
ス
ト
作
成
な

ど
。

　

◎
温
泉
街
部
会

　

温
泉
街
の
活
性
化
を
考
え
る
部
会
。
温
泉
川
清
掃
や
植

樹
活
動
、
座
談
会
の
実
施
な
ど
。

　

◎
女
性
部
会

　

女
性
の
感
性
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
部

会
。
て
し
か
が
き
ら
り
ス
ポ
ッ
ト
、
て
し
か
が
い
い
と
こ

ま
っ
ぷ
の
作
成
、
街
コ
ン
の
開
催
な
ど
。

　

◎
情
報
部
会

　

弟
子
屈
町
の
観
光
情
報
の
発
信
を
行
う
部
会
。
観
光

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
営
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報

発
信
な
ど
。

　

◎
食
・
文
化
部
会

　

地
場
産
品
の
活
用
促
進
や
町
内
自
給
率
の
向
上
を
目
指

す
部
会
。
地
場
産
品
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
、地
場
産
品
を
使
っ
た
料
理
講
習
会
の
開
催
な
ど
。

　

◎
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
会

　

主
に
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
の
方
の
旅
を
考
え
る

部
会
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
作
成
、
視
覚
障
が
い
者

向
け
ツ
ア
ー
や
サ
ポ
ー
ト
の
実
施
な
ど
。

　

◎
ア
ー
ト
＆
ア
ド
部
会

　

ア
ー
ト
（
芸
術
）
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
を
し
て
い
く
部

会
。
て
し
か
が
ア
ー
ト
ば
ら
ば
ら
事
業
、
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス

ト
の
開
催
な
ど
。

◆◆  「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の

◆  

ま
ち
を
目
指
し
て

　

協
議
会
の
設
立
か
ら
７
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、
何
か
が

劇
的
に
良
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

長
く
続
け
て
い
れ
ば
も
ち
ろ
ん
人
の
動
き
や
地
域
の
流
れ

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。し
か
し
、月
に
１
回
は
必
ず
集
ま
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
人
が
組
織
の
壁
を
超
え
て
議
論
す

る
場
は
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
こ
う
い
っ
た
取
り

組
み
は
継
続
し
た
息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
に
は
、

住
民
主
導
の
行
政
参
加
が
理
想
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
地

域
全
体
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
、
循
環
型
で
持
続
性
の

あ
る
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の
ま
ち
を
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
子
供
か

ら
大
人
ま
で
、
協
議
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
誰
も
が

自
慢
し
、
誰
も
が
誇
れ
る
ま
ち
」
を
実
践
し
、
弟
子
屈
に

訪
れ
る
お
客
様
の
消
費
を
増
や
す
べ
く
町
民
全
体
が
お
も

て
な
し
を
す
る
こ
と
、
ま
た
子
供
た
ち
が
将
来
、
地
元
に

戻
っ
て
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
販
売

窓
口
で
あ
る
（
株
）
ツ
ー
リ
ズ
ム
て
し
か
が
を
地
域
で
支

え
、盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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的に、学問的研究、現場で活躍する方などを講師に
迎え、３日間にわたりセミナー形式で開催



◆◆  

中
山
間
地
域
の
農
村
集
落
・
深
山

◆
　

山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
深
山
（
み
や
ま
）
地
区
は
、

県
都
・
山
形
市
か
ら
西
へ
車
で
約
１
時
間
、
山
形
新
幹
線

赤
湯
駅
か
ら
は
山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
乗
り
換
え

て
約
１
時
間
と
い
う
位
置
に
あ
り
、
約
80
戸
、
２
６
０
人

が
暮
ら
す
中
山
間
地
域
の
農
村
集
落
で
す
。
室
町
時
代
に

建
立
さ
れ
た
国
指
定
重
要
文
化
財
深
山
観
音
堂
や
、
県
指

定
無
形
文
化
財
の
深
山
和
紙
、
そ
し
て
地
蔵
堂
、
石
仏
、

草
木
塔
な
ど
の
歴
史
や
伝
統
資
源
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
深
山
地
区
に
お
け
る
、
豊
か
な
自
然
や
景
観
、

農
や
食
、
伝
統
や
手
業
な
ど
、
日
常
の
暮
ら
し
に
磨
き
を

か
け
、地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
取
り
組
む
、

地
域
づ
く
り
の
経
過
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆◆  

宿
泊
体
験
施
設
「
の
ど
か
村
」
の
開
設

◆
　

年
号
が
平
成
に
変
わ
っ
た
こ
ろ
、
深
山
地
区
で
も
他
の

中
山
間
地
域
と
同
様
、
急
速
に
進
む
若
者
の
流
出
と
少
子

高
齢
化
に
よ
り
、
後
継
者
問
題
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
な

ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
雪
深
い
こ

の
地
で
40
戸
も
の
農
家
が
冬
期
間
の
副
業
と
し
て
営
ん
で

き
た
伝
統
紙
漉
き
、「
深
山
和
紙
」
も
、
和
紙
の
需
要
減

少
と
手
間
の
割
に
収
入
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２

カ
所
に
ま
で
激
減
し
、
そ
の
技
法
を
守
る
後
継
者
の
育
成

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

住
民
の
心
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
前
に
、
何
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
取
り
組
ん
だ
の
が
、
地
区
全
戸
が
加
入

す
る
「
い
き
い
き
深
山
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
の
立
ち

上
げ
で
す
。
こ
の
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
地
区
の
向
か
う

べ
き
姿
を
話
し
合
い
、
平
成
８
年
に
最
初
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
場
で
は
、
環
境
の
保
全
と

地
域
内
に
お
け
る
生
業
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
そ
れ
か

ら
10
年
の
間
に
、
里
山
に
埋
も
れ
た
石
仏
の
調
査
復
元
を

行
う
一
方
、
古
民
家
を
移
築
し
た
宿
泊
体
験
施
設
「
の
ど

か
村
」
を
開
業
し
、
さ
ら
に
は
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
た
ブ

ド
ウ
団
地
は
地
区
の
ワ
ラ
ビ
園
と
し
て
再
生
さ
れ
ま
し

た
。

◆◆  

の
ど
か
な
風
景
づ
く
り

◆
　

活
動
開
始
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
平
成
19
年
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
の
経
験
と
反
省
を
基
に
、
女
性
と
若
者
を

主
体
と
し
た
深
山
講（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）を
開
催
。ま
た
、

今
後
10
年
間
の
行
動
計
画
を
含
め
た
、
新
た
な
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
共
通
の
話
題
と
な
っ

た
の
が
、
深
山
ら
し
い
「
の
ど
か
な
風
景
づ
く
り
」
で
し

た
。
10
年
前
の
原
点
に
返
り
、
深
山
が
心
ひ
と
つ
に
な
れ

る
取
り
組
み
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
深
山
の
樹
」「
深
山
の
花
」「
深
山
の
色
」
を
決
め
よ

う
と
い
う
提
案
を
採
用
し
、
深
山
観
音
堂
周
辺
の
古
い
樹

木
を
伐
採
し
、
モ
ミ
ジ
を
中
心
と
し
た
「
深
山
の
樹
」
を

植
え
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
の
協
力
に
よ
っ
て
、
３
年
の
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自
立
す
る
集
落

―
伝
統
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紙
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や
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落
の
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花
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で
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な
風
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づ
く
り
」や「
伝
統
工
芸
」で
地
域
づ
く
り

こうぞ練り（筆者）



間
に
大
半
の
建
物
の
屋
根
が
「
深
山
の
色
」
に
塗
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
蛍
光
灯
式
の
防
犯
灯
は
全
て
撤

去
さ
れ
、
代
わ
り
に
昔
な
が
ら
の
笠
付
き
の
裸
電
球
タ
イ

プ（
今
年
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
り
ま
し
た
。）に
し
た
こ
と
で
、

深
山
の
夜
は
一
面
暖
色
に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
業
や
価
値
観
の
違
っ
た
混
住
社
会
の
中
で
、
み
ん
な

が
納
得
し
て
決
め
た
こ
と
を
実
行
し
て
い
く
過
程
で
、
互

い
に
認
め
合
う
こ
と
や
連
帯
感
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
改
め

て
確
認
で
き
ま
し
た
。
の
ど
か
な
風
景
づ
く
り
の
取
り
組

み
と
成
果
は
、
今
や
住
民
の
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

し
ら
た
か
工
芸
体
験
ま
つ
り

◆

　

い
き
い
き
深
山
郷
の
核
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
古
民
家

を
移
築
し
た
宿
泊
体
験
施
設
「
の
ど
か
村
」
や
、
登
り
窯

を
備
え
た
「
深
山
焼
」、
そ
し
て
深
山
和
紙
セ
ン
タ
ー
が

集
ま
る
「
伝
統
工
芸
村
」
の
エ
リ
ア
で
す
。

　

毎
年
秋
に
な
る
と
、
こ
の
一
帯
で
地
区
あ
げ
て
の
「
し

ら
た
か
工
芸
体
験
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
内
外

か
ら
体
験
も
の
を
中
心
に
し
た
工
人
が
集
い
ま
す
。
こ
こ

に
、
の
ど
か
な
風
景
と
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
、
多
く
の
家

族
連
れ
が
訪
れ
て
き
ま
す
。
深
山
全
体
で
「
の
ど
か
な
風

景
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が
、
最
近
目
に
見

え
る
形
で
現
れ
て
い
ま
す
。
女
性
と
若
者
の
参
画
に
よ
っ

て
「
深
山
活
き
生
き
」
の
姿
が
見
え
始
め
、
よ
う
や
く
内

外
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
最
中
に
「
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
９
月
19
〜
20
日
の
２
日
間
で
、
約
６
０
０
０

人
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆◆  

深
山
活
き
生
き
行
き
た
く
な
る
郷

◆
　

な
か
な
か
解
決
で
き
な
か
っ
た
深
山
和
紙
の
後
継
者
問

題
は
、
今
か
ら
17
年
前
に
私
の
妻
を
後
継
者
と
し
た
こ
と

で
、
今
後
数
年
間
の
危
機
は
回
避
し
ま
し
た
。
こ
の
時
か

ら
私
は
、
深
山
の
地
域
づ
く
り
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
紙
漉
き
の
材
料
と
な
る
楮
（
こ

う
ぞ
）
の
栽
培
か
ら
加
工
ま
で
、
伝
統
技
法
を
担
う
た
め

の
地
域
一
丸
と
な
っ
た
支
援
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
に
関
わ
る
全
て
の
住
民
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
伝
統
技
術
継
承
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

深
山
住
民
に
よ
る
地
域
全
体
と
し
て
の
地
道
な
活
動

は
、
こ
こ
か
ら
一
旦
出
て
い
く
子
供
た
ち
に
「
自
分
物
差

し
」
を
与
え
、
結
果
Ｕ
タ
ー
ン
（
回
帰
）
者
を
増
や
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
農
業
を
は
じ
め
、
後

継
者
が
複
数
生
ま
れ
、
子
供
の
数
も
わ
ず
か
な
が
ら
増
え

始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
深
山
地
区
の
取
り
組
み
方
針

が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

　
「
行
き
た
く
な
る
郷
」
の
本
当
の
意
味
は
、外
か
ら
「
覗

き
込
み
た
く
な
る
郷
」、
そ
れ
と
同
時
に
離
れ
て
い
て
も

「
気
に
な
る
郷
」、
そ
し
て
自
分
物
差
し
に
一
番
合
う
と
判

断
で
き
る
「
帰
り
た
く
な
る
郷
」
の
存
在
で
す
。
若
者
が

そ
う
思
え
る
「
誇
り
の
持
て
る
郷
づ
く
り
」
を
続
け
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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農家民宿「のどか村」

「いきいき深山郷づくり推進協議会」直営の売店



　

山
形
県
東
置
賜
郡
川
西
町
東
沢
地
区
（
旧
玉
庭
村
）
は
、

な
だ
ら
か
な
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
、
戸
数
１
８
０
、
人
口
約

６
５
０
人
が
住
む
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
面
積
は
22
・
55

平
方
㌔
、
内
農
地
は
14
・
５
％
で
田
は
３
・
04
平
方
㌔
と

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
５
年
に
自
治
省
（
当
時
）
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
活
性
化
推
進
事
業
」
の
指
定
（
３
カ
年
）
を
受
け
た
。

こ
の
事
業
を
通
し
、「
地
域
の
歴
史
伝
統
文
化
を
守
り
、

都
市
と
農
村
の
交
流
に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
を
図
る
」
と

い
う
、
地
域
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
確
立
さ
れ
た
。

　

平
成
７
年
に
「
東
沢
み
ら
い
21
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

１
年
間
の
議
論
を
経
て
10
カ
年
の
目
標
を
掲
げ
た
「
東
沢

地
域
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
８
年
に
各
種
団
体
か

ら
な
る
「
東
沢
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
た
。

　

こ
の
地
域
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
づ
く
り
事
業
を

着
実
に
進
め
て
き
た
。

◆◆  

き
っ
か
け
は
山
村
留
学

◆
　

地
域
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
３
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
や
ん
ち
ゃ
留
学
」
と
名
付
け
た
山
村

留
学
で
あ
る
。少
子
化
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
時
全
国
に
広
が
っ
て
い
た
山
村
留
学
に
着
目
し
、
昭
和

63
年
に
検
討
委
員
会
、
平
成
元
年
に
準
備
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
平
成
３
年
に
地
域
全
戸
加
入
の
山
村
留
学
協
力
会

を
設
立
し
た
。

　

や
ん
ち
ゃ
留
学
に
は
、
夏
休
み
期
間
中
に
４
泊
５
日
で

実
施
さ
れ
る
短
期
留
学
と
、原
則
１
年
間
（
１
学
期
以
上
）

の
長
期
留
学
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
25
年
間
に
、
短
期
留

学
生
約
７
０
０
人
・
長
期
留
学
生
44
人
を
受
入
れ
、
都
市

と
農
村
の
交
流
を
継
続
し
て
き
た
。
い
ず
れ
も
農
家
に
寄

宿
す
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
行
っ
て
い
る
。

　

や
ん
ち
ゃ
留
学
は
、
①
ダ
リ
ア
の
花
の
縁
で
交
流
の

あ
っ
た
東
京
都
町
田
市
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
地
域
限

定
の
募
集
と
し
、
双
方
向
の
交
流
を
目
指
し
た
②
夏
休
み

の
短
期
留
学
経
験
者
の
み
が
、
翌
年
の
長
期
留
学
に
応
募

で
き
る
③
里
親
方
式
に
よ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
し
、
長
期

留
学
は
最
長
１
年
間
と
す
る
―
な
ど
が
特
徴
。

　

こ
の
山
村
留
学
を
通
し
て
の
町
田
市
と
の
長
年
の
交
流

か
ら
、
留
学
生
保
護
者
を
中
心
と
す
る
「
ま
ち
だ
夢
里
の

会
」
が
発
足
し
た
。
そ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
店
舗
開

発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、
取
引
先
で
あ
る
お
に
ぎ
り
専

門
店
「
お
む
す
び
権
米
衛
」
を
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に

㈱
東
沢
米
翔
を
設
立
、
平
成
19
年
か
ら
東
沢
産
特
別
栽
培

米
の
取
引
が
実
現
し
た
。

　

現
在
首
都
圏
に
展
開
す
る
43
店
舗
中
４
店
舗
（
霞
ヶ
関

店
、
汐
留
店
、
町
田
マ
ル
イ
店
、
東
武
北
千
住
店
）
に
、

年
間
１
３
０
㌧
の
東
沢
産
特
別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
納

入
さ
れ
て
い
る
。

◆◆  

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
の
設
立

◆
　

川
西
町
は
平
成
16
年
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
定
め
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
「
協
働
」
と
し
、
各
地
域
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
母
体
を
お
く
こ
と
と
し
た
。

　

東
沢
地
区
で
は
、
平
成
18
年
に
推
進
機
関
で
あ
る
「
東

沢
地
区
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
を
設
立
し
、
前
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住
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産
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販
売
の
拡
大
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期
計
画
（
東
沢
地
域
整
備
計
画
）
を
検
証
評
価
し
た
う
え

で
、「
農
業
の
振
興
と
所
得
の
拡
大
」「
安
心
、
安
全
な
暮

ら
し
」「
人
づ
く
り
と
交
流
」
の
三
つ
の
柱
を
掲
げ
た
５

カ
年
の
東
沢
地
区
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

　

同
時
に
東
沢
地
区
の
農
業
の
振
興
、
生
産
、
販
売
企
画

を
研
究
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
東
沢
夢
里
創
造
研
究
所
」

を
設
立
し
、
推
進
会
議
と
緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
活

動
し
て
い
る
。

　

推
進
会
議
で
は
、
毎
年
度
当
初
、
主
要
事
業
の
具
体
的

取
り
組
み
（
実
施
計
画
）
を
決
め
、
年
度
末
に
は
５
段
階

に
よ
る
検
証
評
価
を
行
い
次
年
度
の
具
体
的
取
り
組
み
を

決
め
る
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し
て
い
る
。

　

こ
の
10
年
間
の
主
な
活
動
は
、
自
主
防
災
会
の
設
立
、

都
市
・
消
費
者
と
の
交
流
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ー
と
サ
ー
ビ

ス
川
西
の
設
立
（
過
疎
地
有
償
運
送
、
福
祉
有
償
運
送
）、

自
然
学
習
園
の
開
設
（
湿
地
に
木
道
整
備
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ

ト
ン
ボ
の
保
護
）、
伝
統
文
化
の
継
承
（
東
沢
の
昔
の
農

作
業
と
年
中
行
事
発
刊
、
夢
里
の
さ
と
め
ぐ
り
看
板
設

置
）、
小
学
校
教
育
と
の
連
携
（
児
童
に
よ
る
米
作
り
、

販
売
体
験
）
等
、
多
岐
に
わ
た
る
。

◆◆  

活
動
の
成
果

◆
　
（
１
）
交
流
人
口
の
拡
大

　

平
成
３
年
か
ら
継
続
し
て
い
る
や
ん
ち
ゃ
留
学
や
、
米

の
取
引
先
の
お
む
す
び
権
米
衛
社
員
の
田
植
、
草
取
、
稲

刈
体
験
、
紅
大
豆
オ
ー
ナ
ー
制
に
よ
る
農
業
体
験
を
は
じ

め
と
す
る
多
彩
な
交
流
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
交
流
人
口

が
拡
大
し
、
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
（
２
）
農
産
物
の
販
売
拡
大

　

交
流
か
ら
生
ま
れ
た
お
に
ぎ
り
専
門
店
へ
の
米
の
納
入

の
ほ
か
、
女
性
パ
ワ
ー
を
生
か
し
た
伝
統
の
味
噌
漬
、
新

た
な
醤
油
漬
が
ス
ー
パ
ー
、
デ
パ
ー
ト
、
東
京
「
お
い
し

い
山
形
プ
ラ
ザ
」
で
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。
ま
た

季
節
の
農
産
物
、
山
菜
や
寒
中
野
菜
の
生
産
販
売
に
よ
り

着
実
に
販
売
額
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
（
３
）
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

近
年
、
多
く
の
市
町
村
が
進
め
て
い
る
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
が
、
地
域
づ
く
り
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
沢
地
区
で
は
、行
政
と
住
民
の
「
協
働
」
に
よ
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
定
着
し
、
充
実
し
た
地
域
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
（
４
）
夢
里
創
造
研
究
所
に
よ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能

　

地
域
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
と
し
て
設
立
さ
れ
た
夢
里

創
造
研
究
所
は
、
毎
月
１
回
定
例
の
会
議
を
開
催
し
、
農

業
の
振
興
、
地
域
特
産
物
の
開
発
、
販
売
企
画
等
を
担
っ

て
い
る
。
こ
の
活
動
か
ら
東
沢
米
翔
や
東
沢
夢
工
房
の
設

立
に
つ
な
が
り
、地
域
農
業
の
振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

◆◆  

新
た
な
地
区
計
画
の
策
定
に
向
け
て

◆
　

地
域
づ
く
り
に
終
わ
り
は
な
く
、
新
た
な
課
題
の
克
服

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
平
成
28

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
次
期
地
区
計
画
の
策
定
を
本

年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
は
全
国
ど
こ
で
も
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
計
画
に
は
、
こ
の
難
局
を
切

り
抜
け
る
た
め
に
、
①
交
流
と
人
材
育
成
②

農
業
振
興
と
所
得
の
拡
大
③
地
域
資
源
の
活

用
と
観
光
化
④
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
⑤
新

た
な
夢
の
里
構
想
、
の
五
つ
を
柱
と
し
て
掲

げ
る
。

　

目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

道
筋
を
考
え
る
、
そ
し
て
必
ず
実
行
す
る
、

と
い
う
の
が
私
の
考
え
る
地
域
づ
く
り
の
鉄

則
で
あ
る
。
今
後
も
、
地
域
住
民
の
協
働
に

よ
っ
て
、
交
流
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。
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◆◆  

飯
田
市
に
合
併
し
た
上
久
堅
村

◆
　

飯
田
市
は
、
周
辺
の
１
市
２
町
13
村
と
１
９
６
０
年
代

か
ら
６
次
に
わ
た
り
合
併
し
て
き
た
人
口
10
万
３
０
０
０

人
、
３
万
８
０
０
０
世
帯
の
伊
那
谷
地
方
の
中
核
都
市
で

あ
る
。

　

上
久
堅
（
か
み
ひ
さ
か
た
）
村
は
、
１
９
６
４
年
に

第
３
次
の
合
併
で
飯
田
市
に
編
入
し
た
当
時
は
人
口

３
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
が
、
現
在
１
５
０
０
人
に
減
少

し
た
小
さ
な
中
山
間
地
域
の
「
む
ら
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
に
合
併
し
て
村
と
し
て
の
当
事
者
能
力
（
行
政
機

能
）
を
失
く
し
て
か
ら
は
、
飯
田
市
の
行
政
に
依
存
し
が

ち
だ
っ
た
が
、合
併
後
36
年
を
経
過
し
た
２
０
０
１
年
に
、

こ
の
ま
ま
で
は
少
子
・
高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
の
課
題
へ

の
対
処
は
お
ろ
か
、
地
域
の
活
性
化
も
お
ぼ
つ
か
な
い
こ

と
に
気
付
き
、
地
域
活
動
の
指
針
と
な
る
地
域
づ
く
り
構

想
を
策
定
し
た
。

◆◆  

鎮
守
の
杜
構
想—

十
三
の
郷
づ
く
り

◆
　

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
上
久
堅
は
、
自
力
で
地
区
の

活
性
化
に
対
応
で
き
る
指
針
と
な
る
地
域
づ
く
り
基
本
構

想
を
、
自
治
協
議
会
を
中
心
に
各
階
層
の
メ
ン
バ
ー
を
集

め
て
策
定
し
た
。

　

地
域
の
進
む
べ
き
道
は
、
地
域
の
自
力
更
生
で
考
え
よ

う
。
そ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、
日
常
的
な
行
動
圏

域
で
あ
る
集
落
の
「
自
立
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
た
。

　

上
久
堅
に
は
13
（
十
三
）
の
集
落
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
集
落
の
中
心
に
鎮
守
の
杜
が
あ
る
。

　

鎮
守
の
杜
は
、
地
区
の
人
々
に
と
っ
て
日
常
の
行
動
圏

域
の
中
心
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
周
囲
こ
そ
が
長
い
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
「
村
」
で
あ
り
、
人
々
が
本
音
で
付
き

合
え
る
近
隣
社
会
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
施
設
、
財
産
、

祭
り
、
行
事
な
ど
を
共
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
活
動
の

中
で
協
力
・
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
集
落
で
あ
る
。

　

地
域
づ
く
り
基
本
構
想
は
、
そ
こ
に
住
む
生
活
者
の
視

点
で
と
ら
え
、
草
の
根
地
域
づ
く
り
が
出
来
る
こ
う
し
た

集
落
に
重
点
を
置
い
て
策
定
し
た
。
そ
し
て
、
構
想
の
名

称
を
「
鎮
守
の
杜
構
想
…
十と

さ三
の
郷さ

と

づ
く
り
」
と
し
た
。

◆◆  

３
つ
の
約
束
事

◆
　

構
想
は
、
住
民
の
創
意
工
夫
と
努
力
で
実
現
で
き
る
も

の
は
何
か
、
行
政
の
施
策
で
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
も
の

は
何
か
、
を
分
け
て
策
定
し
た
。

　

行
政
は
縦
糸
で
、
様
々
な
施
策
を
繰
り
出
す
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
役
目
。
自
治
区
（
地
域
）
は
横
糸
で
、
多
彩
な
横

糸
を
紡
ぎ
出
す
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
役
目
。地
域
づ
く
り
は
、

行
政
の
縦
糸
の
施
策
を
よ
く
咀
嚼
（
そ
し
ゃ
く
）
し
、
そ

れ
に
地
域
の
横
糸
を
絡
め
て
、
要
望
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
し

て
実
現
さ
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
た
。
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そ
の
た
め
に
は
、
住
民
自
身
の
個
が
「
自
律
」
し
な
い

と
地
域
の
自
治
能
力
が
高
ま
ら
な
い
し
、
要
望
は
実
現
し

な
い
と
考
え
、
構
想
が
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
各
々
の
集
落
で
実
践
す
る
３
つ
の
約
束
事
を
決

め
た
。

　

１
、
各
集
落
で
、
シ
ン
ボ
ル
花
木
を
選
定
す
る

　

２
、
各
集
落
で
、
行
動
計
画
を
策
定
す
る

　

３
、
各
集
落
で
、
実
践
集
団
を
創
設
す
る

　

こ
の
３
つ
の
約
束
事
に
沿
っ
て
、
集
落
の
一
つ
で
あ
る

原
平
区
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、
シ
ン
ボ
ル
花
木
に
つ
い
て
は
、「
梅
」
を
選
定

し
た
。「
花
も
実
も
成
る
原
平
区
」が
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
、

各
家
庭
の
畑
で
は
龍
峡
小
梅
を
栽
培
し
、
庭
先
に
は
花
梅

を
植
樹
し
て
梅
花
を
愛
で
る
。

　

次
い
で
、
行
動
計
画
で
は
、
下
水
道
施
設
を
敷
設
し
た
。

１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
国
土
庁
主
催
の
第
６
回
ア
メ

ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良
賞
を
受
賞
し
、
生
活
環
境
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
動
機
と
な
っ
て
、
農
水
省
の

『
農
業
集
落
排
水
事
業
』
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
汚

水
処
理
場
は
１
９
９
６
年
に
完
成
、「
み
ず
は
の
苑
」
と

名
付
け
て
供
用
開
始
し
た
。
総
工
費
は
５
億
円
で
受
益
者

の
負
担
は
７
％
の
３
５
０
０
万
円
。
１
世
帯
50
万
円
の
負

担
は
大
金
で
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
の
借
り
入
れ
や
積
立

金
を
充
当
し
て
賄
っ
た
。

　

三
つ
目
の
実
践
グ
ル
ー
プ
の
創
設
で
は
、「
柏
原
農
業

を
考
え
る
会
」
を
創
設
し
た
。
市
内
の
老
舗
の
あ
る
「
街
」

と
「
む
ら
」
の
交
流
が
始
ま
り
、
野
菜
の
産
地
直
送
事
業

に
取
り
組
み
、
町
の
街
路
に
無
人
ス
タ
ン
ド
を
設
け
た
。

１
袋
１
０
０
円
、
代
金
は
竹
筒
に
入
れ
て
も
ら
う
シ
ス
テ

ム
で
、
街
の
消
費
者
を
信
頼
し
て
の
商
い
だ
。

　

こ
の
３
つ
の
約
束
を
設
け
た
こ
と
で
、
13
の
郷
の
地
域

づ
く
り
が
今
で
も
、
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
持
続
し
て
展
開

し
て
い
る
。

◆◆  

先
導
的
役
割
の

◆  「
ひ
さ
か
た
風
土
舎
」
を
創
設

　

一
方
、こ
う
し
た
構
想
が
13
の
郷
で
具
体
化
す
る
よ
う
、

鎮
守
の
杜
構
想
策
定
に
関
わ
っ
た
者
た
ち
が
１
９
９
１
年

に
、
実
践
の
先
導
的
役
割
を
担
う
「
ひ
さ
か
た
風
土
舎
」

を
創
設
し
た
。

　

風
土
舎
は
「
農
を
ベ
ー
ス
に
土
を
、
地
域
を
、
心
を
耕

す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
次
の
三
つ
の
柱
を
立
て
て
実
践
し

て
い
る
。

１
、
特
産
品
の
開
発
で
は
、
雑
穀
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
栽

培
・
ワ
イ
ン
の
企
画
・
羊
毛
の
紡
ぎ
な
ど
に
具
体
的

に
取
り
組
む
。

２
、
学
習
・
文
化
活
動
で
は
、寺
子
屋
の
開
設
、風
土
舎

通
信
の
発
行
、自
給
自
足
学
習
会
な
ど
を
実
施
す
る
。

３
、
交
流
活
動
で
は
、
日
本
福
祉
大
学
大
濱

ゼ
ミ
、
京
都
大
学
農
学
部
学
生
自
治
会
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
際
交
流
な
ど
を
、
創
設
以
来

行
っ
て
い
る
。

　

風
土
舎
の
「
風
」
と
は
、
よ
そ
者
の
こ
と

で
、
役
所
、
農
協
、
大
学
、
研
究
所
等
の
諸
機

関
、学
者
、研
究
者
、行
政
職
員
な
ど
を
い
う
。

「
土
」
と
は
、
そ
の
土
地
、
物
、
人
、
風
俗
、

習
慣
の
こ
と
。「
舎
」と
は
、活
動
す
る
場
所
。

　

風
を
呼
び
込
む
土
と
、
土
を
求
め
る
風
と

が
、
舎
で
結
ば
れ
て
具
体
的
な
地
域
づ
く
り

が
成
就
す
る
。
今
後
も
、「
鎮
守
の
杜
構
想

…
十
三
の
郷
づ
く
り
」
を
通
じ
て
「
地
域
の

自
立
」
を
、
風
土
舎
活
動
で
「
個
の
自
律
」

を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
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◆◆  

き
っ
か
け
は
中
越
大
震
災

◆
　

２
０
０
４
年
10
月
23
日
、
中
越
大
震
災
が
発
生
し
た
。

新
潟
県
十
日
町
市
池
谷
集
落
も
震
災
の
被
害
を
受
け
た
。

当
時
８
世
帯
い
た
集
落
か
ら
は
２
世
帯
が
離
れ
、
残
っ
た

住
民
は
「
も
う
こ
の
集
落
を
た
た
む
し
か
な
い
…
」
と
ま

で
追
い
詰
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
震
災
を
き
っ
か
け
に

東
京
に
本
部
が
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｎ
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
緊
急
支
援

に
入
っ
た
。
入
山
集
落
（
池
谷
集
落
の
隣
の
集
落
で
平
成

元
年
に
廃
村
）
出
身
の
山
本
浩
史
さ
ん
が
自
身
の
つ
な
が

り
で
支
援
要
請
を
し
た
こ
と
で
Ｊ
Ｅ
Ｎ
の
支
援
が
始
ま
っ

た
。
年
間
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
派
遣
を
企
画

し
た
Ｊ
Ｅ
Ｎ
の
要
請
で
地
元
側
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入

れ
団
体
と
し
て
２
０
０
５
年
３
月
、
十
日
町
市
地
域
お
こ

し
実
行
委
員
会
が
発
足
し
た
。
発
足
当
初
か
ら
①
震
災
復

興
と
営
農
生
計
の
確
立
（
米
の
直
販
・
そ
の
他
）
②
後
継

者
の
育
成
・
受
け
入
れ
環
境
整
備
③
耕
地
・
山
林
の
維
持
・

整
備
（
中
山
間
地
機
能
維
持
）
④
日
本
全
体
の
問
題
（
限

界
集
落
・
食
糧
・
環
境
）
へ
の
挑
戦
―
の
４
つ
の
目
標
を

掲
げ
て
活
動
を
開
始
し
た
。
会
の
代
表
に
は
山
本
さ
ん
が

就
任
し
た
。

◆◆  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
提
案
で
米
の
直
販

◆
　

当
初
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
団
体
と
い
う
こ
と

で
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
、
震
災
復
興
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
中
心
に
行
っ
て
い
た
。
当

時
、
休
校
に
な
っ
て
い
た
池
谷
分
校
を
市
か
ら
借
り
受
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
拠
点
と
し
て
整
備
し
、
一
度

に
約
20
人
程
度
の
受
け
入
れ
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

都
会
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
行
う
中
で
、

都
会
の
方
か
ら
提
案
を
受
け
、
震
災
の
翌
年
に
あ
た
る

２
０
０
５
年
の
秋
に
は
米
の
直
販
の
テ
ス
ト
販
売
が
行
わ

れ
た
。
２
０
０
７
年
に
は
集
会
場
の
大
改
修
も
行
っ
た
。

集
会
場
の
大
改
修
を
す
る
際
に
お
米
の
直
販
の
つ
な
が
り

で
、
某
東
証
一
部
上
場
企
業
の
創
業
会
長
の
方
よ
り
、
多

額
の
ご
寄
附
を
賜
っ
た
。
こ
の
資
金
が
な
け
れ
ば
集
会
場

の
改
修
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。創
業
会
長
曰
く「
こ

ん
な
お
い
し
い
お
米
を
作
る
集
落
を
な
く
し
て
は
な
ら
な

い
」。

◆◆  

都
市
交
流
、
定
住
促
進
な
ど

◆  

復
興
デ
ザ
イ
ン
計
画

　

２
０
０
７
年
に
「
地
域
復
興
デ
ザ
イ
ン
策
定
支
援
事

業
」
に
認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
震
災
復
興
基
金
を
財
源
と

し
た
事
業
で
、
地
域
の
将
来
計
画
を
作
る
た
め
の
取
り
組

み
だ
っ
た
。
２
年
間
で
20
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
先
進

地
視
察
を
重
ね
、
復
興
デ
ザ
イ
ン
計
画
が
完
成
し
た
。
デ

ザ
イ
ン
計
画
で
は
「
集
落
で
の
暮
ら
し
・
人
の
営
み
を
継

続
さ
せ
る
、
移
住
者
が
住
め
る
条
件
の
整
備
」
を
理
念
と

し
、
住
居
・
人
、
仕
事
、
収
入
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
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Ｐ
Ｏ
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こ
れ
は
同
時
に
日
本
の
農
業
・
農
村
の
問
題
に
真
正
面
か

ら
取
り
組
む
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
な
取
り
組

み
の
柱
と
し
て
、
①
米
直
販
の
本
格
実
施
②
都
市
交
流
の

促
進
・
事
業
化
を
模
索
③
後
継
者
育
成
・
定
住
促
進
―
に

力
を
入
れ
る
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
米
の
直
販

で
は
ミ
ニ
精
米
プ
ラ
ン
ト
を
作
り
、
都
市
交
流
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
一

環
で
「
田
ん
ぼ
へ
行
こ
う
！
」
と
い
う
田
ん
ぼ
の
教
室
も

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
定
住
促
進
と
し
て
は
空
き

家
の
改
修
も
行
わ
れ
た
。

◆◆  

外
部
か
ら
の
人
材

◆
　

２
０
０
８
年
10
月
か
ら
日
本
農
業
実
践
学
園
の
職
員
を

農
業
研
修
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
研
修

生
の
お
か
げ
で
地
域
お
こ
し
の
取
り
組
み
に
勢
い
が
増
し

た
」
と
山
本
代
表
は
言
う
。
そ
れ
ま
で
は
地
元
に
住
む
人

も
自
分
の
仕
事
が
主
で
あ
り
、
平
日
の
夜
か
休
日
し
か
活

動
の
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
平
日

の
昼
間
に
十
分
に
時
間
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
若
者
が

や
っ
て
来
た
こ
と
は
と
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。
た

だ
、
研
修
生
は
学
園
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
の
で
研
修
期

間
終
了
後
に
は
学
園
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

後
釜
を
ど
う
見
つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
は
集
落
の
中
で
も

重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
０
９
年
に
総
務
省
が
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
制
度
を
開
始
す
る
。
池
谷
集
落
で
も

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ
枠
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
。
２
０
０
９
年
「
田
ん
ぼ
へ
行
こ
う
！
」
に
参

加
し
た
私
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
、
妻
子
を

連
れ
て
２
０
１
０
年
２
月
に
池
谷
集
落
に
移
り
住
ん
だ
。

２
０
１
１
年
に
２
人
の
女
性
も
池
谷
集
落
に
移
住
し
た

が
、
２
人
と
も
Ｊ
Ｅ
Ｎ
を
通
じ
た
体
験
交
流
を
き
っ
か
け

と
し
て
池
谷
集
落
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
現
在
彼

女
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
十
日
町
市
内
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
出
会

い
嫁
い
だ
た
め
、
池
谷
集
落
か
ら
引
っ
越
し
た
が
、
引
き

続
き
地
域
の
活
動
に
は
関
係
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
）。

◆◆  

農
業
後
継
者
育
成
住
宅
の
建
設

◆
　

私
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
中
に
任
意
団
体
で

あ
っ
た
十
日
町
市
地
域
お
こ
し
実
行
委
員
会
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
化
し
た
。
そ
し
て
、
退
任
後
は
地
域
お
こ
し
実
行
委
員

会
の
事
務
局
長
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
現
在
は
組
織
化

し
た
形
に
し
て
①
農
産
物
直
販
事
業
②
体
験
交
流
事
業
③

移
住
促
進
事
業
④
情
報
発
信
・
農
山
漁
村
応
援
事
業
⑤
地

域
復
興
支
援
員
設
置
事
業
―
の
５
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

自
主
事
業
と
十
日
町
市
か
ら
の
委
託
事
業
、
地
域
復
興

支
援
員
設
置
事
業
に
関
し
て
は
中
越
大
震
災
復
興
基
金
を

財
源
と
し
な
が
ら
常
勤
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
合
わ
せ
て
11
人

の
メ
ン
バ
ー
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

池
谷
集
落
に
は
空
き
家
が
な
か
っ
た
た
め
、
き
ち
ん

と
し
た
家
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
農
業
後
継
者
育

成
住
宅
「
め
ぶ
き
」
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ

た
。
２
０
１
３
年
か
ら
資
金
集
め
を
開
始
し
、
２
０
１
４

年
に
着
工
、
２
０
１
５
年
８
月
に
完
成
し
た
。
総
予
算
は

約
１
４
７
０
万
円
。
予
算
を
抑
え
る
た
め
に
素
人
が
手
づ

く
り
で
で
き
る
部
分
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
手
伝
っ

て
く
れ
る
人
を
募
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
な
ど
の
手
も
借
り

な
が
ら
自
前
で
工
事
し
た
。「
め
ぶ
き
」
が
完
成
し
て
す

ぐ
の
２
０
１
５
年
９
月
に
池
谷
集
落
に
新
し
い
仲
間
が
加

わ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
１
年
間
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う

形
で
隣
の
焼
野
集
落
に
住
ん
で
い
た
若
者
で
あ
る
。

　

今
後
、
長
期
的
に
は
地
域
の
中
で
生
活
に
必
要
な
も
の

を
顔
の
見
え
る
範
囲
で
循
環
・
自
給
で
き
る
よ
う
な
地
域

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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◆◆  

国
内
外
か
ら
年
間
１
万
１
千
人
が
訪
れ
る

◆  

春
蘭
の
里

　

春
蘭
の
里
は
夢
を
見
続
け
て
19
年
の
歳
月
が
過
ぎ
る
。

私
達
の
夢
は
集
落
に
若
者
が
も
ど
っ
て
来
て
、
赤
ん
坊
の

泣
き
声
が
聞
こ
え
る
地
域
づ
く
り
。
そ
の
た
め
に
は
規
制

緩
和
さ
れ
た
農
家
民
宿
を
開
業
し
、
１
民
宿
当
た
り
月
収

40
万
円
、
年
間
４
８
０
万
円
の
収
入
を
め
ざ
し
て
い
る
。

収
入
が
な
け
れ
ば
何
事
も
で
き
な
い
、
若
者
が
住
み
た
く

て
も
住
め
な
い
と
い
う
考
え
な
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
農
家
民
宿
は
47
軒
。
教
育
旅
行
、
修
学
旅
行
な

ど
で
年
間
１
万
１
０
０
０
人
の
人
が
訪
れ
、
そ
の
う
ち
、

中
国
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ス
ラ
エ
ル

等
の
外
国
の
方
が
１
７
０
０
人
に
の
ぼ
る
。

　

外
国
の
方
々
は
、
ホ
テ
ル
で
泊
ま
れ
ば
パ
リ
で
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
東
京
で
も
同
じ
な
の
で
、
日
本
に
来

た
ら
ホ
テ
ル
に
泊
ま
ら
ず
、
日
本
の
文
化
に
直
接
触
れ
て

み
た
い
と
言
う
。
春
蘭
の
里
で
は
、輪
島
塗
の
御
膳
と
器
、

大
盃
で
の
お
酒
の
飲
み
方
、
掃
除
の
行
き
届
い
た
清
潔
な

和
室
、
ど
れ
も
が
喜
ば
れ
て
い
る
。
特
に
、
山
菜
や
野
菜

を
自
分
で
採
っ
て
き
て
、
自
ら
天
ぷ
ら
を
揚
げ
、
揚
げ
た

て
を
皆
で
食
べ
る
こ
と
が
好
評
で
あ
る
。
言
葉
が
わ
か
ら

な
く
て
も
何
と
か
な
る
、
気
持
ち
が
通
じ
あ
え
る
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
国
内
の
修
学
旅
行
に
対
し
て
は
、
子
供
達
と
農

家
民
宿
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
対
話
や

農
家
体
験
を
大
切
に
し
て
い
る
。
自
分
達
の
孫
が
帰
っ
て

き
た
よ
う
な
感
じ
で
接
し
て
お
り
、
時
に
は
こ
わ
く
も
あ

り
優
し
さ
も
あ
り
、帰
る
と
き
に
は
涙
す
る
生
徒
も
い
る
。

日
本
の
田
舎
で
の
、
人
、
風
景
、
食
事
を
通
じ
て
、
大
人

に
な
っ
た
と
き
再
び
足
を
運
ん
で
み
た
く
な
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
思
い
出
を
作
り
た
い
の
で
あ
る
。

　

今
、
何
人
か
の
若
者
が
農
家
民
宿
や
春
蘭
の
里
の
農
産

物
加
工
所
、
販
売
所
で
働
い
て
い
る
。
若
者
が
も
ど
っ
て

来
て
く
れ
る
環
境
が
少
し
ず
つ
整
っ
て
き
た
の
か
な
と

思
っ
て
い
る
。

◆◆  

春
蘭
の
里
の
足
取
り

◆春
蘭
の
里
の
足
取
り
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

平
成
８
年　

春
蘭
の
里
実
行
委
員
会
結
成

平
成
９
年　

第
１
号
の
民
宿
「
春
蘭
の
宿
」
開
業

平
成
14
年　

菓
子
製
造
業
、
農
産
物
加
工
業
の
許
可

平
成
15
年　

石
川
県
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進
特
区

認
定　

農
家
民
宿
４
軒
開
業

平
成
18
年　

閉
校
し
た
宮
地
小
学
校
が
宮
地
交
流
宿
泊

所
こ
ぶ
し
と
し
て
完
成

平
成
19
年　

農
家
民
宿
10
軒
開
業

平
成
20
年　

農
村
漁
家
民
宿
お
か
み
さ
ん
百
選
に
選
定　

子
供
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
モ
デ
ル
地
区
選
定

平
成
21
年　

農
家
民
宿
15
軒
開
業

平
成
22
年　

Ｂ
Ｂ
Ｃ
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

平
成
24
年　

石
川
県
景
観
形
成
重
点
地
区
に
指
定

平
成
25
年　

農
家
民
宿
合
計
47
軒
開
業
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光
で
地
域
再
生

春蘭の里の景観



◆◆  

昔
な
が
ら
の
習
俗
・
景
観
の
再
生
が

◆  
集
落
再
生
の
カ
ギ

　

私
は
農
村
地
域
の
再
生
と
農
業
の
再
生
は
別
で
あ
り
、

集
落
全
体
の
戸
数
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
こ
そ
集
落
の
再
生

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
現
在
の
農
業
の
再
生
で
専
業
農

家
だ
け
が
集
落
に
集
ま
っ
て
も
農
村
を
維
持
で
き
る
の

か
。
専
業
農
家
だ
け
の
集
落
は
そ
ん
な
に
は
日
本
に
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
地
域
の

再
生
、
農
村
の
再
生
で
は
な
い
。
兼
業
農
家
あ
り
、
専
業

農
家
あ
り
、
林
業
あ
り
、
商
店
あ
り
、
建
設
業
あ
り
。
そ

れ
ら
が
全
部
う
ま
く
か
み
合
っ
て
こ
そ
集
落
、
地
域
の
再

生
が
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

地
方
に
行
く
と
家
並
み
を
ふ
く
め
素
晴
ら
し
い
景
観
が

残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
工
、左
官
を
は
じ
め
と
す
る
農
・

林
・
商
・
工
業
が
そ
の
地
域
に
１
つ
の
サ
イ
ク
ル
と
し
て

成
り
立
ち
、
生
活
が
で
き
て
今
日
ま
で
続
い
た
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
集
落
に
学
校
が
あ
り
、
店
が
あ
り
、
大

工
、
左
官
、
医
院
、
と
き
に
は
寿
司
屋
や
豆
腐
屋
が
あ
っ

た
。
昔
は
豆
腐
屋
が
朝
、
集
落
内
の
各
家
を
ま
わ
っ
た
記

憶
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
昔
の
面
影
の
残
っ
て
い
る
素
晴

ら
し
い
地
域
に
人
々
が
何
か
を
感
じ
観
光
し
よ
う
と
訪
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

私
は
、
地
域
再
生
、
農
村
の
再
生
は
こ
の
辺
り
に
あ
る

と
思
う
。

◆◆  

元
気
な
高
齢
者
こ
そ
が
地
域
資
源

◆
　

私
達
の
地
域
は
世
界
農
業
遺
産
認
定
地
域
で
あ
り
、
能

登
の
祭
り
が
日
本
遺
産
に
選
ば
れ
た
。
キ
リ
コ
祭
り
と
い

い
、
上
に
細
長
く
伸
び
た
高
さ
８
㍍
ほ
ど
の
物
を
約
50
人

で
担
ぐ
の
で
あ
る
。
私
達
の
集
落
で
は
大
キ
リ
コ
４
基
、

子
供
キ
リ
コ
２
基
、
神
輿
２
基
を
所
有
し
て
い
る
。
昔
は

こ
の
キ
リ
コ
や
神
輿
を
近
隣
の
集
落
か
ら
若
者
が
集
ま
り

動
か
し
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
祭
り
が
一

層
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
。
そ
の
に
ぎ
わ
い

を
復
活
さ
せ
た
い
と

の
思
い
が
や
ま
な
い

の
で
あ
る
。
若
者
が

帰
っ
て
く
る
、
新
た

に
こ
こ
に
住
み
た
い

と
思
っ
て
く
れ
る

人
々
が
い
る
、
そ
の

地
域
に
生
活
の
基
盤

が
あ
っ
て
こ
そ
成
立

す
る
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
農
家
民
宿
と
観
光
が
、
私
達
の
地
域
で
は
一

番
良
い
方
法
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
元
気
な
高
齢

者
こ
そ
が
地
域
資
源
で
あ
る
。
高
齢
者
が
い
る
か
ら
限
界

集
落
で
は
な
く
存
続
の
集
落
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
思
考
で
前

を
向
い
て
行
こ
う
。
行
政
に
頼
ら
ず
自
分
達
で
自
分
達
の

地
域
づ
く
り
を
、
し
か
し
行
政
が
応
援
し
た
く
な
る
よ
う

な
地
域
づ
く
り
を
、
そ
れ
が
春
蘭
の
里
。
行
政
を
巻
き
込

む
ほ
ど
の
本
気
度
が
必
要
で
あ
る
。

◆◆  

地
域
全
体
が
昔
の
よ
う
に
回
り
出
し
た

◆
　

何
も
な
い
地
域
は
本
当
に
何
も
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
い

や
違
う
だ
ろ
う
。
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
元
気
な
高
齢
者
が

い
る
。
昔
な
が
ら
の
黒
い
瓦
に
白
い
壁
の
家
並
み
、
都
会

に
は
な
い
暗
闇
の
世
界
、
そ
こ
を
提
灯
の
灯
り
で
歩
く
。

満
点
の
星
空
。
ち
ょ
っ
と
手
を
出
せ
ば
す
ぐ
に
食
べ
る
こ

と
の
で
き
る
山
菜
。
代
々
家
に
伝
わ
る
輪
島
塗
の
御
膳
と

器
。
日
本
の
忘
れ
ら
れ
た
原
風
景
が
残
っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。
発
想
の
転
換
で
あ
る
。
更
に
、
地
元
の
山
菜
、
野

菜
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理
、
手
作
り
の
箸
を
使
う
。
実
行
委

員
会
発
足
当
初
は
農
産
物
を
販
売
し
て
一
億
円
の
売
上
を

目
指
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
お
客
様
に
来
て
も
ら
い
代
価

を
払
っ
て
も
ら
う
民
宿
業
へ
の
転
換
に
た
ど
り
つ
い
た
の

で
あ
る
。
宿
泊
業
と
観
光
業
、
そ
し
て
地
域
の
生
産
資
源

を
生
か
す
６
次
産
業
化
と
で
も
い
お
う
か
。
地
域
の
全
体

が
昔
の
よ
う
に
回
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
地
域
の
中
心
で

あ
っ
た
旧
宮
地
小
学
校
を
「
交
流
宿
泊
所
こ
ぶ
し
」
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
そ
こ
を
中
心
に
農
家
民
宿
47
軒
、

山
菜
加
工
所
、
直
売
所
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。
春
蘭
の
里

は
１
つ
の
地
域
再
生
と
し
て
の
姿
が
見
え
て
き
た
よ
う
で

あ
る
。
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◆◆  

自
慢
は
里
に
住
む
コ
ウ
ノ
ト
リ

◆
　
「
二
千
に
余
る
大
家
族
、
親
し
み
あ
え
る
我
が
与
布
土

（
よ
ふ
ど
）、
水
は
豊
か
に
土
地
肥
え
て
、
開
け
ぬ
地
な
し

野
も
山
も
…
」。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
歌
い
継
が
れ

た
与
布
土
村
郷
土
唱
歌
、私
が
与
布
土
を
紹
介
す
る
と
き
、

引
き
合
い
に
出
す
歌
詞
の
１
節
で
す
。

　

10
集
落
か
ら
な
る
旧
与
布
土
村
は
、
昭
和
29
年
に
３

町
村
合
併
で
山
東
町
に
、
平
成
17
年
に 

４
町
合
併
で
朝

来
市
に
な
り
ま
し
た
。
面
積
は
約
21
平
方
㌔
、
人
口
約

１
３
０
０
人
あ
ま
り
、
高
齢
化
率
は
37
％
超
で
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
自
慢
は
、里
に
住
む
コ
ウ
ノ
ト
リ
、

山
奥
に
は
ク
マ
タ
カ
、
川
に
は
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

生
息
す
る
豊
か
な
自
然
が
残
る
地
域
で
す
。

　

晩
秋
か
ら
は
、「
弁
当
忘
れ
て
も
傘
忘
れ
る
な
」
と
言

わ
れ
る
く
ら
い
、
雨
が
多
く
降
雪
も
あ
る
寒
冷
地
で
す
。

東
西
に
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
と
国
道
９
号
、
南
北
に
Ｊ
Ｒ
播
但

線
と
国
道
３
１
２
号
が
走
り
、
高
速
道
路
は
舞
鶴
自
動
車

道
や
播
但
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
注
目
を
集
め

る
「
天
空
の
城
、
竹
田
城
跡
」
は
目
と
鼻
の
先
、
小
学
校

の
遠
足
で
は
誰
も
が
一
度
は
登
っ
た
こ
と
の
あ
る
場
所
で

す
。◆◆  

自
治
協
議
会
設
立

◆
　

平
成
18
年
12
月
に
、
朝
来
市
か
ら
与
布
土
区
長
会
に
自

治
協
議
会
設
置
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
内
の

公
共
交
通
機
関
は
バ
ス
路
線
の
み
。
し
か
も
１
日
に
数
本

の
運
行
で
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人
に
は
不
便
な
地
域
で

す
。
合
併
し
て
市
役
所
と
の
距
離
が
以
前
に
増
し
て
遠
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
の
衰
退
は
避
け

ら
れ
な
い
と
い
う
区
長
会
の
判
断
の
も
と
に
、
早
速
住
民

の
意
見
を
聞
く
た
め
の
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

座
談
会
は
、
翌
年
１
月
～
３
月
の
間
に
５
回
開
催
し
ま

し
た
。
１
回
目
か
ら
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
参
加
者
を
振
り

分
け
て
議
論
し
、
会
の
終
わ
り
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
め

を
発
表
し
合
い
、
座
談
会
の
結
果
は
各
家
庭
に
配
布
し
、

経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
こ
の
座
談
会
は
人
材
を
発

掘
す
る
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
座
談
会
の
意
見
を
基
に
組
織
や
規
約
づ

く
り
の
作
業
を
始
め
、
平
成
19
年
６
月
19
日
に
設
立
総
会

を
開
催
し
て
、
与
布
土
地
域
自
治
協
議
会
（
以
下
、
与
布

土
自
治
協
と
表
記
）
が
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

翌
20
年
に
は
、
事
業
部
門
と
し
て
「
よ
ふ
ど
百
笑
村
」

を
設
立
。
古
民
家
を
活
か
し
た
地
産
地
消
の
「
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
喜
古
里
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

以
来
、
８
年
余
が
経
過
し
た
与
布
土
自
治
協
で
す
が
、

地
域
に
不
可
欠
な
団
体
と
し
て
評
価
さ
れ
る
に
は
、
も
う

少
し
時
間
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◆◆  

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
の
で
き
る

◆  

む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

昭
和
46
年
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
農
薬
の
多
使
用
、
営
巣

木
の
松
の
木
の
減
少
、
農
地
の
乾
田
化
事
業
な
ど
の
要
因
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で
絶
滅
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
兵
庫
県
で
は
そ
の
野
生
復
帰
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
与
布
土
地
域
で
は
、
平
成
19
年
、
松
の

木
の
植
栽
作
業
に
参
加
し
、
翌
20
年
に
は
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
農
法
」
の
栽
培
拡
大
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
、

地
域
内
（
三
保
集
落
）
に
南
但
馬
で
初
と
な
る
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
人
工
巣
塔
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
営
巣
活
動
を
進
め
る
た
め
、
平
成
24
年

10
月
に
は
ケ
ー
ジ
内
で
雄
雌
ペ
ア
の
飼
育
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
27
年
か
ら
は
、
与
布
土
自
治
協
内
に

推
進
事
務
局
を
設
置
し
、
よ
り
積
極
的
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
農
法
を
広
め
る
だ
け
で
な
く
、
休
耕
田
を
活
用
し
た
ビ

オ
ト
ー
プ
づ
く
り
な
ど
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
が
で
き
る

む
ら
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年

に
与
布
土
で
放
鳥
し
た
雌
が
、
徳
島
県
の
鳴
門
市
で
別
の

雄
と
巣
作
り
を
始
め
て
お
り
、
新
た
な
交
流
も
芽
生
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。

◆◆  「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
の
む
ら
」
第
１
号

◆
　

東
日
本
大
震
災
で
福
島
原
発
が
大
き
な
被
害
を
受
け
て

か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
国

の
発
電
全
量
買
い
取
り
制
度
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

与
布
土
自
治
協
内
部
か
ら
も
太
陽
光
発
電
を
検
討
し
て
は

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
３
年
に
わ
た
っ
て
審
議
を
続
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、
地
域
で
出
来
る
社
会
貢
献
と
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
、
平
成
27
年
１
月
に
兵
庫
県
の
補
助
・
無
利
子
融

資
制
度
を
活
用
し
、
旧
与
布
土
小
学
校
の
校
舎
の
屋
根
に

太
陽
光
発
電
を
設
置
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
か
ら
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
立
の
む
ら
」
の
第
１
号
の
認
定
を
受
け
、
災
害
時

の
２
次
避
難
所
で
あ
る
旧
与
布
土
小
学
校
体
育
館
に
非
常

用
電
源
と
し
て
蓄
電
池
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
安
心
感
を
得
た
だ
け
で
な
く
、
太
陽

の
恵
み
を
受
け
た
、
自
立
の
灯
が
燈
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

◆◆  

自
治
協
を
「
小
さ
な
村
役
場
」
に

◆
　
「
よ
ふ
ど
村
自
立
再
生
復
活
事
業
」
が
、
総
務
省
の
過

疎
地
域
の
自
立
と
活
性
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、よ
ふ
ど
ブ
ラ
ン
ド
米
開
発
・

与
布
土
農
産
物
の
６
次
産
業
化
の
推
進
・
棚
田
の
復
活
・

都
市
農
村
交
流
を
進
め
る
「
田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設
」
の

整
備
な
ど
。
将
来
に
向
け
て
歩
む
べ
き
青
写
真
を
、
昨
年

１
年
間
か
け
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
の
地
域
住
民
の
力
を
引
き
出
し
、
地
域
住

民
の
総
合
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

し
、
活
動
の
下
支
え
を
し
て
い
る
の
は
、
事
務
局
長
以
下

４
人
で
す
。
今
春
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
人
も

家
族
（
奥
さ
ん
と
男
児
１
人
）
と
と
も
に
移

住
し
、
頑
張
っ
て
く
れ
て
お
り
、
お
か
げ
で
、

地
域
の
若
者
た
ち
も
今
ま
で
以
上
に
地
域
活

動
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

　

与
布
土
自
治
協
が
小
さ
な
村
役
場
に
な
れ

る
の
か
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
自
分
の

住
む
ふ
る
里
の
む
ら
づ
く
り
に
仲
間
と
と
も

に
参
画
で
き
る
こ
と
は
、
と
て
も
面
白
く
て

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

合
言
葉
は
「
好
き
で
す
、ふ
る
里
、よ
ふ
ど
。

創
り
ま
す
、
未
来
（
あ
し
た
）
の
よ
ふ
ど
。」

　

今
、集
落
の「
消
滅
」が
指
摘
さ
れ
る
時
代
。

与
布
土
の
中
の
集
落
を
消
し
て
な
る
も
の
か

と
い
う
気
概
で
私
た
ち
は
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
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◆◆  

智
頭
町
の
概
要

◆
　

智
頭
町
は
鳥
取
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
93
％
が

山
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
35
年
頃
は
人
口
約

１
万
５
０
０
０
人
で
あ
っ
た
が
、
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業

の
衰
退
と
と
も
に
人
口
が
減
少
し
、
現
在
は
７
５
８
０
人

と
半
減
し
て
い
る
。
全
国
の
中
山
間
地
域
と
同
様
、過
疎
・

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

◆◆  「
１
／
０（
ゼ
ロ
分
の
イ
チ
）村
お
こ
し
運
動
」

◆  

の
始
ま
り

　

智
頭
町
は
旧
村
６
村
が
合
併
し
て
で
き
た
町
で
、
昔
な

が
ら
の
村
落
共
同
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
の
経
済
成

長
に
伴
っ
て
集
落
が
共
同
体
と
し
て
の
性
質
を
失
っ
て

い
っ
た
。
現
在
で
も
惣
事
は
あ
る
が
、
一
軒
一
任
役
と
い

う
義
務
感
だ
け
で
の
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
生
ま
れ
た
の
が
「
日
本
１
／
０
（
ゼ
ロ

分
の
イ
チ
）
村
お
こ
し
運
動
」
だ
。
住
民
自
治
力
を
高
め
、

そ
れ
を
持
続
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
魅
力
と
活
力
を
増
大

さ
せ
、
さ
ら
に
は
心
豊
か
で
誇
り
高
い
智
頭
町
の
創
造
に

も
つ
な
が
る
。住
民
一
人
ひ
と
り
が
０（
ゼ
ロ
）か
ら
１（
イ

チ
）
へ
の
一
歩
を
ふ
み
だ
す
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
、
自
立
し
た

村
お
こ
し
精
神
を
育
む
も
の
で
あ
る
、
と
の
考
え
に
基
づ

く
。

　

つ
ま
り
こ
の
運
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
持
つ
特
色
を

掘
り
お
こ
し
、
地
域
の
将
来
を
考
え
て
住
民
自
ら
が
知
恵

と
汗
を
絞
り
、
地
域
が
誇
り
を
持
っ
て
地
域
づ
く
り
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
町
は
、
そ
の
自
主
的
に
行
う
活
性
化
事

業
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　

平
成
９
年
に
７
集
落
が
「
１
／
０
運
動
」
を
始
め
、
そ

れ
ぞ
れ
が
「
集
落
振
興
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

◆◆  

活
動
の
柱
は「
交
流
・
情
報
」「
住
民
自
治
」

◆  「
地
域
経
営
」

　
「
１
／
０
運
動
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
新
た
な

組
織
と
し
て
「
集
落
振
興
協
議
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
か

ら
始
め
た
。
そ
の
規
約
に
は
次
の
３
項
目
が
原
則
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

１
．
原
則
と
し
て
、
全
戸
が
５
０
０
０
円
／
年
以
上
を

負
担
し
て
全
住
民
で
運
営
す
る
。

　

２
．
活
動
の
柱
を
「
交
流
・
情
報
」「
住
民
自
治
」「
地

域
経
営
」
と
す
る
。

　

３
．自
ら
の
責
任
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
。

　

そ
し
て
、
住
民
で
話
し
合
い
を
行
い
10
年
後
の
姿
を
描

き
、
計
画
書
に
沿
っ
て
実
践
す
る
の
で
あ
る
。

　

◎
「
１
／
０
運
動
」
に
対
す
る
支
援

　

町
か
ら
の
補
助
金

　

集
落
が
行
う
活
動
（
ソ
フ
ト
事
業
）
に
対
し
て
、

　

１
・
２
年
目
…
50
万
円
／
年

　

３
～
10
年
目
…
25
万
円
／
年

　

合
計
３
０
０
万
円
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地
区
が
行
う
活
動
（
ソ
フ
ト
事
業
）
に
対
し
て
、

　

１
・
２
年
目
…
１
０
０
万
円
／
年

　

３
～
10
年
目
…
50
万
円
／
年

　

合
計
６
０
０
万
円

　

ま
た
、
計
画
づ
く
り
な
ど
に
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
町
職
員
を
必
要
に
応
じ
て
派
遣
し
た
り
、
振
興
協
議

会
同
士
の
交
流
会
を
開
催
し
た
り
し
て
い
る
。

　

◎
集
落
活
動
の
例

　
「
１
／
０
運
動
」
参
加
は
16
集
落
（
87
集
落
中
）
に

お
よ
び
、
そ
の
中
で
多
く
の
事
業
が
実
を
結
ん
だ
。

　

例
え
ば
、
五
月
田
（
ご
が
つ
で
ん
）
集
落
で
は
古
く

か
ら
伝
わ
る
「
五
月
田
か
ん
が
え
地
蔵
祭
り
」
を
集
落

外
に
開
放
す
る
こ
と
で
、集
落
経
営
の
起
爆
剤
と
し
た
。

　

◎
そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み

　

み
そ
・
そ
ば
・
漬
け
物
作
り
、
地
酒
製
造
、
竹
炭
・

竹
酢
精
製
、
紅
茶
栽
培
、
か
ず
ら
細
工
、
花
作
り
、
キ
ャ

ン
プ
場
経
営
、
遊
歩
道
整
備
、
ホ
タ
ル
復
活
事
業
、
藍

染
伝
承
、
麒
麟
獅
子
舞
伝
承
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
、

集
落
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
、ロ
グ
ハ
ウ
ス
作
り
、高
齢
者
給
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
。

◆◆  

集
落
活
動
か
ら
地
区
活
動
へ

◆
　
「
１
／
０
運
動
」
発
足
か
ら
11
年
後
の
平
成
20
年
に
、

旧
村
を
単
位
と
す
る
「
地
区
振
興
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。

こ
れ
は
、
集
落
振
興
協
議
会
の
発
展
版
と
し
て
、
よ
り
広

い
範
囲
で
住
民
自
治
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
背

景
に
は
、集
落
振
興
協
議
会
の
取
り
組
み
が
実
績
を
上
げ
、

住
民
自
治
力
が
向
上
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。そ
し
て
、

平
成
27
年
９
月
現
在
に
お
い
て
、
全
６
地
区
中
５
地
区
で

地
区
振
興
協
議
会
が
活
動
し
て
い
る
。

　

智
頭
町
の
中
で
、
特
に
林
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
山
形
地

区
に
お
い
て
も
「
山
形
地
区
振
興
協
議
会
」
が
、
平
成
20

年
４
月
に
発
足
し
た
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
、取
り
組
む
テ
ー
マ
を
「
福
祉
」
と
「
共
育
」
と
し
、「
山

形
地
区
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
24
年
に
「
森
の
ミ
ニ
デ
イ
」
と
い
う
活

動
を
始
め
た
。こ
れ
は
、地
域
住
民
が
行
う
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
（
高
齢
者
の
居
場
所
作
り
）
で
あ
る
。
従
来
の
サ
ロ

ン
や
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
開
催
頻
度
が
少
な
く
、
高
齢

者
に
と
っ
て
日
中
の
安
心
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
状
況

で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
地
域
に
あ
る
利
用
さ
れ
な
く

な
っ
た
保
育
園
を
活
用
し
て
、
住
民
が
利
用
者
の
自
宅
か

ら
送
迎
を
行
い
、
保
育
園
で
日
中
を
一
緒
に
過
ご
し
、
高

齢
者
の
見
守
り
を
す
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

　
「
森
の
ミ
ニ
デ
イ
」
は
週
２
回
行
わ
れ
て
い
る
。
行
政

や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
頼
ら
な
い
住
民
主
体
の
新
し
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
県
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

◆◆  「
要
求
型
」
か
ら
「
提
案
型
」
に

◆
　

こ
の
よ
う
に
、
住
民
主
導
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
が
本

町
で
成
功
し
て
き
た
理
由
と
し
て
、「
こ
う
い
っ
た
も
の

が
欲
し
い
か
ら
行
政
が
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
要

求
型
の
考
え
か
ら
、「
自
分
た
ち
も
汗
を
か
い
て
頑
張
る

か
ら
行
政
も
支
援
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
提
案
型
へ
の
考

え
と
、
住
民
が
シ
フ
ト
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

自
ら
考
え
行
動
す
る
住
民
の
姿
は
、
ホ
ン
モ
ノ
の
住
民

自
治
の
姿
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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◆◆  「
ふ
る
里
再
生
」
を
目
指
し
て
設
立

◆
　

有
限
会
社
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
は
「
ふ
る
里
再
生
」
を
目
指

し
て
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
手
法
の
一
つ
に
後
継
者
の
育

成
が
あ
り
ま
す
。
先
人
達
が
智
恵
と
力
を
結
集
し
て
育
ん

で
き
た
ふ
る
里
、
そ
の
熱
き
心
を
受
け
継
ぎ
改
め
て
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
が
今
の
我
々
に

で
き
る
再
生
へ
の

道
だ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
ず
取
り
掛

か
っ
た
の
は
町
に

１
つ
し
か
な
い
小

学
校
の
存
続
で

す
。
小
さ
な
町
の

小
学
校
は
大
切
な

宝
物
で
す
。
懸
命

に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
あ
る
程
度
の

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
協
力
や
市
行

政
の
理
解
の
お
か
げ
で
す
。
学
校
と
地
域
が
連
携
し
て
特

色
あ
る
学
校
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
に
与
え
ら
れ

た
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

住
民
９
人
が
出
資

◆
　

平
成
14
年
６
月
に
危
機
感
を
持
っ
た
住
民
９
人
が
地
域

を
守
る
こ
と
を
目
的
に
１
人
１
０
０
万
円
の
出
資
（
大
金

だ
か
ら
本
気
で
活
動
で
き
る
）
で
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
そ
れ
が
有
限
会
社
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
で
す
。

　

①
会
社
を
脱
退
し
て
も
出
資
金
は
返
さ
な
い
②
配
当
金

は
な
い
③
も
ち
ろ
ん
無
給
―
こ
の
よ
う
な
約
束
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
学
校
存
続
の
た
め
、
住
宅
を
建
て
人
を
誘

致
す
る
。
ど
う
す
れ
ば
移
住
者
と
住
民
を
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
？　

検
討
の
結
果
、
団
地
な
ど
で
な
く
少

し
ず
つ
移
住
者
を
集
落
へ
誘
致
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

建
設
資
金
の
不
足
分
は
地
元
の
信
用
金
庫
と
Ｊ
Ａ
三
次
へ

融
資
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
融
資
の
条
件
は
９
人
全
員
の

連
帯
保
証
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

◆◆  

空
き
家
を
改
修
し
賃
貸
住
宅
に

◆
　

放
置
さ
れ
た
空
き
家
は
美
観
・
環
境
・
防
犯
面
な
ど
の

問
題
が
発
生
し
ま
す
。
所
有
者
の
意
向
調
査
と
解
決
策
を

探
っ
て
み
る
と

　

問
題　

先
祖
か
ら
の
財
産
だ
か
ら
手
放
せ
な
い

　

対
策　

地
域
と
の
絆
と
し
て
持
っ
て
い
て
ほ
し
い

　

問
題　

荷
物
置
場
に
な
っ
て
い
る

　

対
策　

不
用
品
処
分
は
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
で
す
る

　

問
題　

墓
参
り
に
帰
っ
て
休
む
と
こ
ろ
が
無
く
な
る

　

対
策　

集
会
所
の
利
用

　

問
題　

貸
す
と
し
て
も
修
繕
費
の
負
担
が
出
来
な
い

　

対
策　

費
用
は
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
で
負
担
す
る

　

問
題　

見
ず
知
ら
ず
の
者
に
貸
し
た
く
な
い

　

対
策　

ブ
ル
ー
リ
バ
ー
が
借
り
て
再
貸
付
す
る

　

こ
う
し
た
策
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
改
修
に
か
か
る

費
用
は
１
棟
当
た
り
４
０
０
万
～
５
０
０
万
円
、
家
賃
は

１
万
～
３
万
円
。
10
年
た
っ
て
も
収
入
は
３
６
０
万
円
、

原
価
の
回
収
も
で
き
な
い
内
に
次
の
修
理
が
必
要
と
な
る

の
が
現
実
で
す
。
空
家
へ
の
対
応
に
は
限
界
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

賃
貸
経
営
は
安
定
が
困
難
で
す
。
住
宅
の
空
き
が
出
る

と
即
座
に
経
営
に
響
き
ま
す
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
回
避

す
る
た
め
、
平
成
25
年
５
月
か
ら
太
陽
光
発
電
所
（
能
力

49
ｋ
ｗ
）
を
設
置
し
、
売
電
に
よ
る
収
益
で
住
宅
経
営
を

安
定
さ
せ
て
い
ま
す
。

◆◆  

子
供
を
地
元
小
学
校
に

◆  

通
わ
せ
る
こ
と
が
入
居
条
件

　

住
宅
の
入
居
者
選
定
に
当
た
っ
て
は
当
初
の
目
的
を
確
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実
な
も
の
と
す
る
た
め
以
下
の
条
件
を
付
け
ま
し
た
。

　

・
小
学
生
も
し
く
は
以
下
の
子
供
が
い
る
家
庭

　

・
学
校
教
育
へ
の
理
解
と
協
力
が
で
き
る
こ
と

　

・
地
域
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

　

・
常
会
へ
は
必
ず
加
入
す
る
こ
と

　

・
必
ず
青
河
小
学
校
へ
通
学
す
る
こ
と

　

子
供
の
い
る
家
庭
を
受
け
入
れ
始
め
て
13
年
が
経
過

し
、
管
理
し
て
い
る
住
宅
は
新
築
が
６
棟
、
空
き
家
の
改

装
５
棟
で
10
家
族
42
人
。
そ
れ
に
住
宅
に
入
居
後
、
青
河

に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
し
た
３
家
族
15
人
。
市
の
空
き
家

バ
ン
ク
で
１
家
族
６
人
。
す
べ
て
合
わ
せ
る
と
14
家
族
63

人
が
新
た
な
青
河
の
住
民
と
な
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
推

移
を
見
る
と
、
20
人
程
度
の
児
童
数
で
は
あ
る
が
、
今
後

６
年
間
は
安
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
定
住
事
業
が
成
功
し

た
の
は
地
域
を
巻
き
込
ん
で
受
け
入
れ
態
勢
が
も
て
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

◆◆  

小
人
数
で
も
運
営
が
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

◆
　

私
た
ち
は
呼
び
込
み
の
活
動
も
し
て
い
ま
す
が
、
同
時

に
移
住
者
へ
真
逆
な
提
案
も
し
て
い
ま
す
。
人
が
ほ
し
い

の
は
ど
の
市
町
で
も
同
じ
で
す
。
人
の
取
り
合
い
を
し
て

も
絶
対
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
移
住
し
て
き
た
彼
ら
に
ふ

る
さ
と
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
の
話
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
い

気
持
ち
が
あ
れ
ば
遠
慮
は
い
ら
な
い
の
で
応
じ
て
ほ
し

い
。
お
互
い
に
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
地
域
を

元
気
づ
け
守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
話
し
て
い
ま

す
。
そ
の
為
に
は
「
小
人
数
で
も
運
営
が
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
」
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
会
に
出
た
若
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
く
な
る
。
そ
ん
な

政
策
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
若
者
が
増
え
る
と
「
地
域

的
な
価
値
観
」
も
増
大
す
る
。
そ
う
い
う
町
な
ら
Ｉ
タ
ー

ン
し
て
住
み
た
く
な
る
人
は
出
て
く
る
。
三
次
市
で
は
子

供
世
帯
の
医
療
費
・
保
育
費
の
補
助
等
、支
援
策
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
住
宅
整
備
補
助
等
、
今
後
は
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

だ
け
で
な
く
地
域
の
若
者
へ
も
支
援
を
広
げ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
学
校
の
統
廃
合
問
題
が
あ
り
ま
す
。
学
校

統
廃
合
を
人
数
や
効
率
で
図
る
の
は
悲
し
い
。
も
っ
と
合

理
的
な
運
営
や
仕
組
み
づ
く
り
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
事
務
や
管
理
は
地
域
へ
委
託
す
る
こ
と
も
可

能
だ
し
、
教
科
の
先
生
が
近
隣
の
学
校
を
掛
け
持
つ
こ
と

も
可
能
で
し
ょ
う
。
分
校
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
学
校
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

◆◆  

裾
野
の
広
が
る
事
業
展
開
を
模
索

◆
　

定
住
対
策
の
他
に
農
業
対
策
も
会
社
の
定
款
に
掲
げ
て

い
ま
す
。
疲
弊
の
進
む
農
業
を
特
区
制
度
と
連
動
さ
せ
て

町
お
こ
し
の
要
の
一
つ
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。
裾
野
の
広
が
る
事
業
展
開
を
模
索
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
出
来
る
要
因
は

　

・
９
人
と
い
う
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
た

　

・
仕
事
の
成
果
を
見
る
こ
と
が
出
来
る

　

・
楽
し
み
を
取
り
入
れ
た
作
業
が
可
能

　

・
地
域
が
衰
退
し
て
い
る
現
実
を
感
じ
て
い
る

　

我
々
が
や
ら
な
い
と
誰
も
し
て
く
れ
な
い
。
や

り
遂
げ
る
こ
と
で
地
域
を
救
い
満
足
で
き
る
。

　

メ
ン
バ
ー
の
年
齢
構
成
に
も
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

約
30
歳
近
く
の
開
き
に
よ
り
代
々
の
循
環
経
営
が

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
は
終
点
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な

る
出
発
点
が
発
生
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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◆◆  

限
界
集
落
「
遊
子
川
」
が
立
ち
上
が
っ
た

◆
　

今
か
ら
５
年
前
（
平
成
22
年
５
月
）、
愛
媛
県
西
予
市

城
川
町
遊
子
川
（
ゆ
す
か
わ
）
地
域
の
人
口
は
４
１
０
人
、

高
齢
化
率
は
48
％
と
な
り
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
率
の
上

昇
は
ど
ん
ど
ん
と
進
行
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
遊
子
川

公
民
館
で
は
地
域
の
危
機
的
状
況
を
危
惧
し
、
公
民
館
の

学
習
活
動
を
通
じ
て
限
界
集
落
問
題
を
学
び
、
そ
し
て
地

域
の
現
状
を
住
民
に
伝
え
ま
し
た
。
集
落
機
能
の
低
下
は

住
民
自
身
も
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ふ

る
さ
と
の
今
後
を
本
気
で
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
住
民
が
立
ち
上
が
り
、
遊
子
川
集
落
づ

く
り
計
画
書
を
策
定
、
計
画
書
に
基
づ
く
実
践
活
動
へ
と

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
事
務
局
と
し
て
活
動
へ

深
く
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

遊
子
川
は
、
愛
媛
県
南
予
北
部
に
位
置
し
、
東
側
は
高

知
県
と
四
国
山
地
の
分
水
嶺
を
も
っ
て
接
し
て
い
ま
す
。

周
囲
は
美
し
い
山
並
み
に
囲
ま
れ
、
標
高
は
約
１
０
０
㍍

か
ら
１
１
０
０
㍍
ま
で
と
急
峻
な
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
自
然
の
多
様
性
に
富
ん
だ
地
域
と
も
い
え
ま
す
。
近

年
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業
が
衰
退
の
一
途
を
た

ど
り
、
若
者
の
働
く
場
が
な
く
な
り
、
少
子
高
齢
化
・
過

疎
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
問

題
は
、
日
本
全
国
の
中
山
間
地
が
抱
え
る
共
通
の
悩
み
で

あ
り
、
遊
子
川
地
域
の
自
治
活
動
だ
け
で
は
根
本
的
な
解

決
は
不
可
能
で
す
。
自
分
た
ち
自
身
で
で
き
る
こ
と
を
無

理
せ
ず
、
力
を
合
わ
せ
て
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

当
初
か
ら
限
ら
れ
た
住
民
の
力
だ
け
で
は
、
す
ぐ
に
限

界
に
突
き
当
た
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
遊
子
川
へ
お
越
し
い
た
だ
く

な
ど
、
何
ら
か
の
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
Ｐ

Ｒ
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
そ
れ
に

伴
う
地
域
経
済
の
活
性
化
を
直
接
見
え
る
成
果
と
し
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆◆  

遊
子
川
の
ト
マ
ト
を
地
域
資
源
と
す
る
取
り
組
み

◆
　

遊
子
川
に
は
、
主
要
な
農
産
物
と
し
て
大
玉
ト
マ
ト
が

あ
り
ま
す
。
標
高
６
０
０
〜
７
０
０
㍍
付
近
で
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
昼
夜
の
気
温
の
寒
暖
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
酸

味
と
甘
味
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
高
品
質
の
ト
マ
ト
が
採

れ
、
重
要
な
地
域
資
源
と
し
て
住
民
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
あ
る
時
、
地
域
の
ト
マ
ト
農
家
か
ら
、
遊
子
川
の
美

味
し
い
ト
マ
ト
を
多
く
の
方
々
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
い
と
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
思
い
を
実
現
す
べ
く
特
産
品
開
発
グ
ル
ー
プ
「
ザ
・

リ
コ
ピ
ン
ズ
」
を
設
立
。
ト
マ
ト
を
使
っ
た
特
産
品
開
発

事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
視
察
研
修
や
学
習
会
、
試
作
品

づ
く
り
を
繰
り
返
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
特
産
品
加
工

所
と
さ
ら
に
は
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
も
整
備
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ト
マ
ト
の
加
工
品
は
、
農
家
自
慢
の
ト

マ
ト
が
原
材
料
で
あ
り
、
農
家
自
身
の
ア
イ
デ
ア
と
情
熱
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を
も
っ
て
す
れ
ば
必
ず
最
高
の
加
工
品
が
で
き
る
と
確
信

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
体
制
は
整
え
た
も
の
の
現
状

で
は
や
は
り
知
名
度
が
低
い
こ
と
を
感
じ
て
お
り
、
地
域

農
産
物
の
さ
ら
な
る
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
に
も
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
地
域
Ｐ
Ｒ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆◆  

映
画
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
そ
の
取
り
組
み

◆
　

私
が
た
ま
た
ま
参
加
し
た
研
修
会
に
お
い
て
、
有
名
な

映
画
監
督
の
講
演
を
お
聞
き
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

映
画
づ
く
り
は
、
関
わ
る
多
く
の
人
が
作
品
の
中
に
あ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
広
く
伝
え
る
と
い
う
目
標
達
成
の
た
め

ス
タ
ッ
フ
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
、
地
域
Ｐ
Ｒ
に
も
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
に
も
非
常
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と

を
感
じ
、
早
速
遊
子
川
に
も
導
入
す
る
こ
と
を
決
め
た
の

で
す
。

　

映
画
の
知
識
の
全
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
っ
た
た
め
、
松
山
市
の
愛
媛
を
舞
台
に
し
た
自
主
映
画

の
会
「
ヒ
メ
ブ
タ
の
会
」
に
依
頼
。
映
画
づ
く
り
に
お
け

る
技
術
的
な
部
分
は
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

　

撮
影
が
始
ま
る
と
地
域
は
大
忙
し
と
な
り
ま
し
た
。
松

山
市
か
ら
カ
メ
ラ
マ
ン
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト
な
ど
普
段
は
プ

ロ
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
み
な
さ

ん
に
、
地
域
活
性
化
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
何
日

も
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
で
は
、
そ
う
し
た
方
々

に
料
理
で
お
も
て
な
し
を
し
た
り
、
早
朝
か
ら
夜
暗
く
な

る
ま
で
撮
影
現
場
の
段
取
り
に
追
わ
れ
た
り
と
、
撮
影
期

間
中
は
住
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
素
人
な
が
ら
も
厳
し
い
監
督
の
要
求
に

応
え
よ
う
と
す
る
な
ど
、
目
標
に
向
か
っ
て
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
期
間
で
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
よ
う
や
く
、
遊
子
川
ト
マ
ト
を

中
心
と
し
た
地
域
資
源
の
魅
力
と
人
々
の
思
い
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
た
、映
画「
食
堂
ゆ
す
か
わ
」が
完
成
し
ま
し
た
。

◆◆  

映
画
で
農
産
物
の
需
要
と

◆  

交
流
人
口
の
拡
大

　

最
初
の
上
映
会
を
地
元
の
公
民
館
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、

会
場
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
人
た
ち
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
地
域
内
外
で
上
映
会
を
行
い
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

実
際
に
地
域
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
利

用
さ
れ
る
方
々
も
多
く
、
加
工
品
に
も
順
調
に
フ
ァ
ン
が

拡
大
。
地
域
農
産
物
の
需
要
拡
大
に
も
大
き
な
効
果
が
現

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
具
体
的
成
果
と
し
て
、
交
流
人
口
約

３
０
０
０
人
の
拡
大
、
ト
マ
ト
作
付
け
拡
大
等
の
地
域
経

済
の
活
性
化
及
び
生
産
者
の
収
益
向
上
を
現
実
的
な
も
の

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
地
域
の

様
々
な
活
動
の
財
源
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
補
助
金
に

頼
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
自
主
財
源
と
し
て
活
動
に

係
る
総
事
業
費
の
内
約
30
％
を
事
業
収
入
で
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て
も
大

き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
映
画
づ
く
り
な
ど
で
培
っ
た
住
民
の
一
致
団
結

し
た
ふ
る
さ
と
を
思
う
心
を
最
大
の
地
域
資
源
と
し
て
大

切
に
し
な
が
ら
、
住
民
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る

持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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四
万
十
市
西
土
佐
大
宮
地
域
は
、
四
万
十
川
支
流
で
あ

る
目
黒
川
上
流
の
愛
媛
県
と
の
県
境
に
あ
る
。
愛
媛
県
宇

和
島
市
ま
で
約
30
㌔
と
同
市
が
生
活
圏
内
に
あ
り
、
病
院

や
買
い
物
な
ど
で
は
愛
媛
県
に
行
く
こ
と
が
多
い
地
域

だ
。◆◆  

Ｊ
Ａ
の
廃
止
か
ら
住
民
会
社
の
発
足

◆
　

平
成
16
年
、
高
知
は
た
農
協
か
ら
大
宮
出
張
所
を
廃
止

す
る
計
画
案
が
上
が
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
宮
地
域
住

民
や
組
合
員
か
ら
は
「
出
張
所
が
な
く
な
る
と
生
活
に
困

る
」
等
の
声
が
上
が
っ
た
。
出
張
所
は
生
活
用
品
・
燃
料

類
の
取
り
扱
い
を
行
う
唯
一
の
店
舗
で
あ
り
、
廃
止
と
な

れ
ば
住
民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
拠
点
が
な
く
な
り
生
活

に
困
っ
て
し
ま
う
。
大
宮
地
域
は
当
時
１
３
６
世
帯
、
人

口
約
３
５
０
人
、
高
齢
化
率
45
％
と
い
う
地
域
で
、
高
齢

化
に
伴
う
買
物
難
民
も
少
な
く
は
な
い
。
ま
た
、
地
域
の

主
な
産
業
で
あ
る
農
業
に
使
用
さ
れ
る
燃
料
の
供
給
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
大
宮
地
域
で
は
廃
止
反
対
の
署

名
運
動
や
「
農
協
を
守
り
育
て
る
会
」
が
結
成
さ
れ
た
が
、

廃
止
反
対
の
意
見
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

平
成
17
年
10
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
の
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ

れ
、
出
張
所
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
た
。
存
続
運
動
を
行
っ

て
き
た
「
農
協
を
守
り
育
て
る
会
」
は
地
域
の
生
活
を
守

る
た
め
に
は
何
と
し
て
で
も
継
続
す
る
し
か
な
い
と
目
黒

川
流
域
の
各
集
落
を
巡
回
し
対
応
策
を
検
討
、「
農
協
事

業
継
承
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
検
討
を

進
め
た
結
果
、
住
民
参
加
型
に
よ
る
株
式
会
社
を
設
立

し
、
店
舗
と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
を

決
め
た
。「
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
株
式
会
社
」
と

い
う
こ
と
で
株
主
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
大
宮
地
域
の

大
半
が
株
式
取
得
に
賛
同
し
株
主
１
０
８
人
と
出
資
額

７
０
０
万
円
が
集
ま
り
、
そ
の
後
、
県
・
市
の
支
援
を
受

け
店
舗
と
給
油
所
等
の
施
設
を
Ｊ
Ａ
か
ら
買
い
取
り
、
従

業
員
１
人
、
パ
ー
ト
１
人
を
地
元
雇
用
し
営
業
の
準
備
を

整
え
、
Ｊ
Ａ
が
撤
退
す
る
と
同
時
に
平
成
18
年
５
月
、
住

民
み
ん
な
で
作
っ
た
「
株
式
会
社
大
宮
産
業
」
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

◆◆  

走
り
出
し
た
住
民
会
社

◆
　

住
民
の
中
に
は
店
舗
運
営
や
株
主
の
責
任
な
ど
不
安
を

持
つ
者
も
あ
っ
た
が
、
経
営
試
算
等
の
資
料
を
提
示
し
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
委
員
に
よ
る
説
明
会
を
開
い
た
。「
住

民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
会
社
に
、
自
分
た
ち
の
生
活
を

守
る
た
め
に
参
加
し
て
い
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も

ら
う
よ
う
先
進
地
の
視
察
や
講
習
会
を
開
催
し
意
識
改
革

に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

　

買
い
物
客
や
従
業
員
と
の
世
間
話
、
日
常
の
井
戸
端
会

議
な
ど
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
（
県
・
市
の
補
助

金
に
よ
る
店
舗
内
の
改
装
）、
地
元
野
菜
や
加
工
品
展
示

販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

◎
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

　

大
宮
産
業
で
は
発
足
と
同
時
に
住
民
の
意
見
を
取
り
入
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れ
会
社
経
営
に
活
か
し
て
い
る
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
は

株
主
の
家
族
の
中
よ
り
40
代
か
ら
80
代
ま
で
集
落
ご
と
に

13
人
を
選
任
し
、
商
品
の
品
揃
え
、
販
売
の
方
法
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
年
１
〜
２
回
設
け
て
い
る
。

　

◎
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
導
入

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
提
案
を
受
け
て
、株
主
（
住
民
）

が
楽
し
く
買
い
物
が
出
来
る
よ
う
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
発

行
。
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

◎
宅
配
と
見
回
り
事
業

　

車
に
乗
れ
な
い
高
齢
者
等
が
店
舗
で
安
心
し
て
買
い
物

が
出
来
る
よ
う
、
週
２
度
の
無
料
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
と
と
も
に
高
齢
者
宅
の
見
回
り
・
見
守
り
も
心
掛
け
て

い
る
。

　

◎
地
産
外
商

　

大
宮
地
域
で
は
昔
か
ら
お
い
し
い
お
米
が
生
産
さ
れ
て

い
た
が
、
近
年
で
は
減
反
政
策
や
米
価
の
低
迷
で
米
の
生

産
が
減
少
し
て
い
る
。
会
社
発
足
と
同
時
に
地
域
資
源
の

見
直
し
と
し
て
、
大
宮
米
の
外
商
を
行
い
、
所
得
確
保
と
、

安
心
安
全
な
減
農
薬
米
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
結

果
、
四
万
十
市
の
学
校
給
食
、
市
民
病
院
・
高
知
市
内
の

学
校
な
ど
に
も
提
供
し
て
い
る
。

◆◆  

地
域
住
民
の
交
流
の
場
を

◆
　

大
宮
地
域
で
は
保
育
所
・
小
学
校
が
再
編
統
合
さ
れ
て

学
校
中
心
の
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な
っ
て
い
る
。こ
の
た
め
、

地
区
住
民
の
交
流
の
場
を
と
、
大
宮
産
業
を
中
心
に
地
域

の
婦
人
会
や
住
民
の
協
力
を
得
て
、
夏
の
土
曜
夜
市
・
秋

の
感
謝
祭
を
開
催
。
地
域
住
民
の
賑
わ
い
の
場
と
な
っ
て

い
る
。

　

◎
給
油
所
維
持
が
今
後
の
課
題

　

発
足
時
は
１
日
当
た
り
利
用
者
が
約
70
人
で
年
間
の
売

上
金
額
約
３
５
０
０
万
円
だ
っ
た
の
が
、
９
年
目
に
は
約

80
人
で
売
上
金
額
約
６
２
０
０
万
円
と
な
り
、地
域
住
民
・

株
主
の
利
用
者
が
増
え
、
み
ん
な
で
作
っ
た
住
民
会
社
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

一
方
、
会
社
発
足
か
ら
９
年
間
で
人
口
が
約
60
人
減
の

２
８
６
人
と
な
り
高
齢
化
率
49
・
８
％
と
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
大
宮
地
域
は
高
齢
に
な
っ
て
も
車
は
必
要
で
あ
る
た

め
、
給
油
所
を
い
か
に
維
持
す
る
か
が
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

◆◆  

支
え
、
助
け
合
う
支
援
づ
く
り

◆
　

大
宮
地
域
を
離
れ
て
い
る
出
身
者
で
大
宮
産
業
の
取
り

組
み
に
賛
同
し
応
援
し
て
く
れ
る
人
を
全
国
的
に
募
集
す

る
こ
と
も
計
画
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
た

め
に
必
要
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
豊
か
に
暮
ら
せ
る
仕
組

み
作
り
も
課
題
だ
。
こ
れ
か
ら
過
疎
・
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
そ
の
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。
し
か
し
、

大
宮
産
業
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
行
政
・
他
機
関
と
連

携
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
在
、
高
知
県
が
推
進
し
て
い
る
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
話
し
合
い
を
行
い
、
全
体
で

約
６
０
０
余
り
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。
大

宮
産
業
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
は
こ
の
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
宮
地
域
の

今
後
10
年
〜
20
年
後
を
話
し
合
っ
て
い
く
中
で
、
地
域
で

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
え
合
い
、
助
け
合
い
が

で
き
る
こ
と
を
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
目
標
に
し
て
い

る
。
今
後
の
地
域
づ
く
り
は
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
が
不
可
欠
だ
。
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◆◆  

中
山
間
地
域
・
酒
谷

◆
　

酒
谷
地
区
は
、
日
南
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
市
の
中

心
部
か
ら
10
㌔
ほ
ど
の
山
間
部
に
あ
り
ま
す
。「
酒
谷
」

と
い
う
地
名
の
由
来
が
「
坂
（
酒
）」
と
「
谷
」
の
多
い

と
い
う
こ
と
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
よ
う
に
、

周
辺
を
山
に
囲
ま
れ
た
中
山
間
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
に

は
、
西
部
の
山
地
を
源
と
す
る
酒
谷
川
が
東
へ
還
流
し
て

お
り
、
そ
の
流
域
に
帯
状
に
農
地
が
展
開
し
集
落
が
点
在

し
て
い
ま
す
。
山
岳
地
帯
に
は
広
大
な
森
林
が
広
が
り
、

こ
の
一
帯
は
全
国
的
に
も
有
名
な
飫
肥
（
お
び
）
杉
を
産

出
す
る
林
業
地
帯
で
す
。

　

地
区
の
人
口
は
１
１
０
７
人
（
平
成
27
年
10
月
１
日
現

在
・
住
基
人
口
）
で
、
旧
日
南
市
と
合
併
し
た
当
時
（
昭

和
31
年
４
月
）
の
人
口
約
５
０
０
０
人
の
５
分
の
１
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
65
歳
以
上
（
５
３
８
人
）
の
人
口
割

合
が
約
49
％
に
達
し
て
お
り
、
年
々
地
区
内
の
人
口
減
少

と
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

◆◆  「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
」

◆
　

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
平
成
５
年
に
当
時
の

区
長
（
現
自
治
会
長
）
さ
ん
た
ち
と
協
議
し
、
地

区
内
に
「
酒
谷
地
区
村
お
こ
し
推
進
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
活
動
理
念
は
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
」
で
、
住

民
負
担
と
し
て
１
戸
当
た
り
年
会
費
１
２
０
０
円

の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
当
時
か
ら
企

画
・
立
案
と
い
う
位
置
で
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
現
在
当
協
議
会
の
会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

発
足
当
時
は
、
市
内
で
も
酒
谷
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
、と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

「
酒
谷
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
、
酒
谷
に
住
ん
で
い

て
よ
か
っ
た
、
自
信
と
誇
り
の
持
て
る
地
域
に
し

よ
う
」
と
い
う
こ
と
を
活
動
目
的
と
し
て
、
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
「
酒
谷
」
を
市
内
外

の
方
々
に
よ
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
最
初
に
取

り
組
ん
だ
の
が
、日
南
ダ
ム
で
の
こ
い
の
ぼ
り
揚
げ
で
す
。

す
る
と
、
新
聞
等
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
会
員
た
ち

が
非
常
に
喜
ん
だ
こ
と
を
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

◆
　

次
に
活
動
の
展
開
と
し
て
行
っ
た
の
は
、
地
域
資
源
の

掘
り
起
こ
し
で
し
た
。
す
る
と
、
今
ま
で
田
舎
で
何
も
な

い
と
思
っ
て
い
た
こ
の
地
域
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
を
た

く
さ
ん
発
見
で
き
ま
し
た
。
滝
、
石
橋
、
棚
田
な
ど
で
す
。

小
布
瀬
の
滝
・
大
谷
の
石
橋
は
夏
場
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
開

始
す
る
こ
と
が
で
き
、
坂
元
の
棚
田
は
地
元
中
心
に
平
成
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７
年
に
「
れ
ん
げ
の
里
づ
く
り
協
議
会
」
を
結
成
し
「
れ

ん
げ
ま
つ
り
」
な
ど
を
展
開
、
地
区
内
で
も
活
動
の
輪
が

広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成

11
年
７
月
に
は
日
本
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
、
平
成
24
年
に

は
文
化
庁
の
重
要
文
化
的
景
観
地
域
に
も
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
、
こ
れ
を

棚
田
の
畦
全
体
に
置
く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
夜
点
灯
す
る

と
一
面
に
広
が
る
幻
想
的
な
光
景
は
感
動
的
で
す
。
当
初

は
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
１
回
の
つ
も
り
で
し
た
が
、
今

で
は
棚
田
祭
り
と
し
て
毎
年
開
催
し
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
個

数
も
今
年
度
は
２
０
０
０
個
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
今
後
、
た
く
さ
ん
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
の
が
植
栽
活
動

で
す
。
平
成
６
年
か
ら
毎
年
２
０
０
本
の
桜
を
植
え
、
今

で
は
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
季
節
に
は
た
く
さ
ん
の
方
に

お
い
で
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。桜
だ
け
で
な
く
、

梅
雨
時
期
の
あ
じ
さ
い
、
夏
の
さ
る
す
べ
り
、
中
で
も
棚

田
の
彼
岸
花
は
最
高
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
大
地
を
キ
ャ

ン
パ
ス
に
見
立
て
壮
大
な
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
９
年
４
月
に
は
「
道
の
駅
酒
谷
」
を
作
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。地
元
で「
酒
谷
ふ
る
さ
と
特
産
品
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
協
議
会
」
を
設
立
し
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

酒
谷
地
区
村
お
こ
し
推
進
協
議
会
で
も
、
道
の
駅
は
地
区

の
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
位
置
づ
け
協
力
し
て
い
ま
す
。

周
辺
の
花
壇
づ
く
り
か
ら
樹
木
の
植
栽
等
、
会
員
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
道
の
駅
の
管
理
運
営
協
議
会
も
力
と
信
頼
を

得
る
た
め
、
地
元
住
民
だ
け
で
出
資
し
「
酒
谷
村
お
こ
し

株
式
会
社
」
を
立
ち
上
げ
運
営
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

し
っ
か
り
し
た
組
織
づ
く
り

◆
　

私
の
地
域
づ
く
り
の
基
本
は
、「
小
さ
な
自
治
と
足
元

学
で
地
域
づ
く
り
」
で
す
。「
小
さ
な
自
治
」
と
は
住
民

一
人
ひ
と
り
が
役
割
を
担
う
こ
と
、「
足
元
学
」
と
は
地

域
を
足
元
か
ら
見
直
し
新
た
に
光
を
あ
て
て
地
域
お
こ
し

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。
私
は
、
平
成
14
年
に
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
に
入
塾
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
仲
間
と
と
も
に
研
修
を
受
け
、
研
修
の
中
の

ゼ
ミ
で
、
私
は
東
京
大
学
の
小
田
切
先
生
（
現
・
明
治
大

学
教
授
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
小
さ
な

自
治
と
足
元
学
で
地
域
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で
卒
塾
論
文

を
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
５
年
か
ら
入
塾
す
る
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
、
手
探
り
で
活
動
し
て
き
た
こ

と
が
、
仲
間
と
研
修
を
受
け
る
中
で
あ
ら
た
め
て
間
違
い

で
は
な
か
っ
た
と
自
信
を
も
て
た
、
そ
の
結
果
で
す
。
こ

の
考
え
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
づ
く
り
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
の
研
修
を
生
か
し
て
推
進
協
議
会
で
も

明
確
な
組
織
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
構
成
員
の
位
置
づ
け

を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
で
役
所
の
よ
う
な
組
織
が
で
き
、

役
割
も
総
務
活
性
化
部
会
、
安
心
安
全
部
会
、
生
活
環
境

部
会
と
三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
流

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆◆  

自
立
に
大
切
な
こ
と
は
自
主
財
源
の
確
保

◆
　

自
立
す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
自
主
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
で
す
。
今
は
各
戸
か
ら
の
拠
出
金
と
、
こ
れ
と
同

等
の
金
額
を
道
の
駅
か
ら
の
補
助
金
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
一
つ
の
手
段
と
し
て
炭
窯
を
作
り
、
炭
の
販
売

で
財
源
確
保
し
て
い
く
計
画
で
す
。
中
山
間
地
な
り
の
特

性
を
生
か
し
た
事
業
展
開
で
、
小
さ
な
自
治
が
成
り
立
つ

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
ま
で
の
活
動
で
広
く
酒
谷
を
知
っ
て
も
ら

え
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
地
元
に
残
り
生
活
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
が
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
道
の
駅
酒
谷
に
加
工
場
を
建
設

し
ま
し
た
。
地
区
内
の
高
齢
者
宅
に
宅
配
事
業
を
す
る
た

め
で
す
。
一
日
で
も
長
く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

と
の
思
い
か
ら
で
す
。
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は
じ
め
に

　

私
は
若
い
時
に
「
地
域
づ
く
り
」
の
現
場
に
出
合
い
ま

し
た
。
そ
し
て
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
こ
の
仕
事
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
幸
運
に
も
、
全
国
で
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
専
門
家
の
皆
さ
ん
と
係
わ
る
こ
と
が
で

き
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
全
国
１
０
０
０
余
り
の
事
例
と
関
係
す
る
中
で
、

「
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
手
を
尽
く
し
た
が
、
地
域
が
な
か
な

か
動
か
な
い
」
と
い
う
共
通
し
た
悩
み
を
聞
い
て
来
ま
し

た
。

　

直
接
現
場
に
赴
き
、
県
市
町
村
担
当
者
や
地
元
関
係
者

か
ら
聴
き
取
り
を
し
て
み
る
と
、
課
題
解
決
の
方
法
と
し

て
、
補
助
金
や
事
業
を
あ
て
が
っ
て
終
わ
り
と
い
う
事
例

が
実
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
中
に
は
、
地

域
や
活
動
団
体
に
、
一
方
的
に
物
を
与
え
た
り
、
自
由
に

使
え
る
金
を
渡
し
て
終
わ
り
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
や
り
方
を
何
回
繰
り
返
し
て
も
、
地
域
の
課
題

は
解
決
し
な
い
し
、
ま
し
て
自
立
や
活
性
化
な
ど
に
は
つ

な
が
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
現
場
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
向
け
、
私
が
現
場

で
実
際
に
使
っ
て
い
る
手
法
の
一
部
と
、
そ
れ
を
た
く
さ

ん
の
現
場
に
広
め
て
い
く
た
め
、
山
形
県
が
独
自
に
進
め

て
い
る
事
業
な
ど
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

地
域
が
動
き
出
し
た
く
な
る
計
画
づ
く
り

　

地
域
の
課
題
が
何
で
、
そ
れ
が
ど
う
な
れ
ば
良
い
の

か
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
誰
が
何
を
す
れ
ば
良
い

の
か
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
材
料
は
何
か
、
こ
れ
ら
の
こ

と
を
関
係
す
る
み
ん
な
が
納
得
し
、
目
に
見
え
る
形
で
整

理
さ
れ
て
動
き
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
づ
く
り
の

第
１
ス
テ
ー
ジ
は
合
格
で
す
。

　

し
か
し
、
誰
を
相
手
に
ど
う
い
う
方
法
で
進
め
て
い
く

の
か
、
こ
れ
は
ど
の
教
科
書
に
も
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

こ
が
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
順
を

追
っ
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　

は
っ
き
り
言
え
ば
、
計
画
づ
く
り
は
大
事
で
す
。
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住
民
自
身
が
現

状
を
理
解
し
、
や
っ
て
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
目
的
と
目

標
、
実
践
方
法
と
役
割
分
担
を
明
記
し
た
、
実
践
あ
り
き

の
計
画
が
必
要
で
す
。
関
係
す
る
市
町
村
や
地
域
に
は
、

①
誰
か
に
あ
て
が
わ
れ
た
計
画
で
は
な
い
②
自
ら
の
計
画

は
自
ら
が
描
く
、
こ
の
よ
う
な
地
域
版
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

づ
く
り
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
徹
底
的
な
話
し
合
い
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
す
が
、
私
の
場
合
は
住
民
が
広
く
参
加
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
手
法
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
今

や
地
域
づ
く
り
の
現
場
で
必
須
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
参
考
書
も
準
備

さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
基
礎
を
知
り
現
場
経
験
を
重
ね
れ

ば
、
誰
で
も
使
う
こ
と
の
で
き
る
画
期
的
手
法
と
い
え
ま

す
。

　

こ
こ
で
私
が
重
視
し
た
い
の
は
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
進
め
方
で
は
な
く
、
話
し
合
い
に
至
る
ま
で
の
準
備

段
階
、
そ
し
て
地
域
が
動
き
出
し
た
く
な
る
計
画
づ
く
り

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
の
下
拵
え
に
あ
た
る
部
分
は
、
専

門
家
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
は
難
し
い
も
の
で
、
実
際
に

は
地
域
や
地
域
に
一
番
近
い
市
町
村
が
行
う
べ
き
も
の
で

す
。
こ
れ
を
手
抜
き
し
て
い
る
か
ら
、
地
域
が
動
か
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

全
て
の
基
本
と
な
る
の
は
、踏
み
外
し
た
ら
危
険
な「
発

展
の
階
段
」
で
す
。
そ
れ
は
〔
関
心
→
参
加
→
発
見
→
理

解
→
創
造
〕
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
関
心
が
な
け
れ
ば

参
加
し
な
い
。
参
加
し
な
け
れ
ば
発
見
（
気
付
き
）
も
な

い
。
自
ら
が
発
見
す
る
こ
と
で
理
解
が
進
み
、
理
解
で
き

た
か
ら
新
た
な
も
の
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今

ま
で
の
や
り
方
は
、
住
民
に
相
談
す
る
前
か
ら
、
や
る
こ

と
が
既
に
決
ま
っ
て
い
て
、
住
民
へ
の
説
明
時
に
は
「
ご

理
解
く
だ
さ
い
」
の
階
段
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
な
気

2015・11 月号 32地域づくり

特 集
地
域
を
中
長
期
的
に
見
、住
民
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
技
術
が
必
要

自
立
す
る
集
落

髙
橋
　
信
博

山
形
県
農
政
企
画
課
地
域
づ
く
り
専
門
員

―
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
求
め
ら
れ
る
視
点
と
役
割
―



が
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
従
来

型
の
や
り
方
か
ら
脱
却
し
、
関

心
を
持
つ
（
持
た
せ
る
）
と
こ

ろ
か
ら
話
し
合
い
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
方
法
に
変
え
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
丁
寧
な
説
明
や
わ
か
り
や

す
い
資
料
の
作
成
も
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
下
拵
え
が
有

る
か
無
い
か
で
、
そ
の
後
の
実

践
活
動
移
行
へ
の
成
否
に
大
き

く
影
響
し
て
き
ま
す
（
図
１
）。

　

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

　
「
括
り
」
の
設
定

　

今
ま
で
、
小
さ
な
括
り
（
旧
村
・
大
字
・
集
落
・
自
治

会
と
い
う
範
囲
）
に
お
い
て
人
口
減
少
、
限
界
集
落
、
集

落
の
消
滅
な
ど
が
課
題
と
さ
れ
な
が
ら
、
こ
の
括
り
の
中

で
の
直
接
的
な
対
策
が
検
討
・
実
践
さ
れ
な
い
ま
ま
、
大

き
な
括
り
で
の
課
題
解
決
と
い
う
形
で
市
町
村
合
併
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
市
町
村
合
併
に

よ
っ
て
合
併
前
に
存
在
し
て
い
た
地
域
ご
と
の
課
題
は
解

決
し
た
の
か
、
む
し
ろ
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

そ
う
で
あ
れ
ば
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
は

早
急
に
検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
、
日
々
の
暮
ら
し
の
場
と
な
る
小
さ
な
括
り
に

お
い
て
は
、
今
よ
り
も
早
く
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
先
ず
最
初
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、「
括
り
の
設
定
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

括
り
と
は
、地
域
づ
く
り
（
計
画
づ
く
り
や
実
践
活
動
）

を
進
め
て
い
く
た
め
の
範
囲
で
す
。
で
き
れ
ば
、
自
治
会

や
集
落
と
い
っ
た
、
最
小
単
位
の
括
り
で
独
自
の
計
画
を

持
ち
、
暮
ら
し
が
成
り
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
即
決
速
効
で

地
域
を
動
か
せ
る
の
で
す
が
、現
実
は
そ
う
行
き
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、実
際
の
現
場
で
は
、集
落
単
位
（
最

小
単
位
ご
と
）
に
暮
ら
し
の
成
り
立
ち
を
診
断
し
て
い
き

ま
す
（
図
２
）。

　

地
域
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
次
に
あ
げ
る

６
つ
の
要
素
に
分
類
し
、
そ
れ
が
単
独
（
集
落
単
位
）
で

満
足
し
て
い
る
か
否
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

人
材
：
地
域
を
構
成
す
る
た
め
の
人
が
存
在
し
て
い
る

社
会
：
個
人
が
地
域
で
役
割
を
持
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
存
在
し
て
い
る

環
境
：
衛
生
・
安
全
・
利
便
・
快
適
環
境
が
存
在
し

て
い
る

物
資
：
ど
ん
な
場
合
も
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
供
給
可

能
な
環
境
に
あ
る

文
化
：
歴
史
と
文
化
が
あ
り
必
要
な
情
報
が
そ
の
都

度
取
得
で
き
る

経
済
：
交
換
・
再
配
分
・
互
酬
の
シ
ス
テ
ム
が
存
在

す
る

　

こ
れ
ら
の
要
素
が
、
今
後
と
も
問
題
の
な
い
状
態
な
の

か
、
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
の
か
、
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
を

診
断
す
る
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
診
断
結
果
を
活

用
し
て
、
Ａ
集
落
だ
け
で
満
足
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

Ｂ
集
落
と
一
緒
に
、
そ
れ
で
も
だ
め
な
ら
Ｃ
集
落
も
合
わ

せ
て
、と
い
う
よ
う
に
範
囲
を
広
げ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
で
の
人
間
関
係
や
、
地
形
地
物
な
ど
に
も
影

響
さ
れ
ま
す
か
ら
、
市
町
村
と
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
で
話
し

合
っ
て
決
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
括

り
の
設
定
作
業
に
よ
っ
て
、
こ
こ
数
十
年
間
の
地
域
づ
く

り
と
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
対
応
に
、
可
能
性
が
出
て

き
ま
す
（
互
い
に
補
う
関
係
づ
く
り
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
）。

　

括
り
を
広
げ
て
、
そ
れ
で
も
解
決
で
き
な
い
部
分
に
つ

い
て
は
、
外
部
か
ら
の
支
援
や
補
助
、
行
政
が
準
備
し
た

事
業
の
実
施
な
ど
を
加
え
る
と
い
う
や
り
方
が
、
現
実
的

で
健
康
的
（
自
然
）
な
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　　

断
面
で
は
な
く
流
れ
で
み
る

　

住
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
手

法
の
活
用
は
有
効
で
す
。参
加
し
た
行
政
職
員
か
ら
は「
目

か
ら
鱗
が
落
ち
た
」
と
い
う
内
容
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
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れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
行
政
事
務
や
地
域
づ
く
り
の
や
り

方
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分

も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
し
、
そ
の
場
で
住
民
同
士
や

地
域
住
民
と
行
政
と
の
間
に
合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
こ

と
、
そ
れ
を
自
身
で
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
に
理
由
が
あ
る

の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
む
ま
で
は
、
地
域
か
ら
の

一
方
的
な
陳
情
合
戦
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

心
配
す
る
担
当
者
も
い
ま
す
が
、
自
分
の
地
域
が
良
く
な

る
た
め
の
話
し
合
い
を
す
る
の
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
そ
の
地
域
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
、適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
運
営
す
れ
ば
、

人
任
せ
で
は
な
い
建
設
的
な

提
案
に
ま
と
ま
り
ま
す
。
た

だ
、
そ
う
な
る
た
め
に
は
、

基
本
的
な
こ
と
を
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
大
事
な
視
点
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
地
域
の
現
状

を
知
っ
て
課
題
を
抽
出
し
、

話
し
合
い
の
中
か
ら
そ
の
解

決
策
を
提
案
に
ま
と
め
る
も

の
、
そ
う
思
っ
て
い
る
人
が

多
数
い
ま
す
。
現
状
と
課
題

だ
け
に
目
を
向
け
る
と
、
関

わ
っ
た
「
今
の
断
面
」
し
か

見
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
緊
急
課

題
的
、
短
期
的
な
対
策
に
し

か
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
地
域

と
は
そ
う
単
純
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
は
、
今
ま
で
の
歴
史

の
中
で
何
度
も
危
機
的
な
状

況
が
発
生
し
、
そ
の
都
度
話

し
合
い
な
が
ら
、
課
題
解
決

を
図
っ
て
き
た
は
ず
で
す
。

　

今
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
事
例
で
は
、
で
き
る
限
り
の
地

域
で
、
地
域
診
断
の
材
料
（
聴
き
取
り
や
資
料
）
を
基
に

し
て
、
そ
の
地
域
の
行
動
経
緯
を
場
面
ご
と
に
、〔
課
題

の
発
生
→
計
画
と
実
行
（
対
策
）
→
そ
の
後
の
展
開
→
そ

し
て
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
〕
と
い
う
よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
見
る
と
そ
の
場
面
ご
と
に
、
地
区
外
の
人

材
や
行
政
か
ら
も
ら
っ
た
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
や
支
援
が

刺
激
と
な
っ
て
、
良
い
方
向
に
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
添
付
の
事
例
は
、
過
去
50
年
間
の
地
域
の
発
展

経
過
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
（
図
３
）。
外
部
か
ら
の
刺

激
に
は
、
時
に
お
金
が
必
要
な
ハ
ー
ド
整
備
な
ど
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
他
の
多
く
は
地
域
全
体
と
し
て
の
考
え
方

や
一
丸
と
な
っ
た
実
践
活
動
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
事
例
を
経
験
し
て
い
く
う
ち
に
、
関
わ
っ

て
い
る
地
域
が
、
い
ま
ど
の
位
置
に
い
て
、
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
道
を
た
ど
る
の
か
予
測
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
す
が
、そ
れ
が
無
理
だ
と
し
て
も
、そ
の
時
の
断
面
（
課

題
）
だ
け
を
見
て
解
決
策
を
話
し
合
っ
て
い
く
の
で
は
な

く
、
中
長
期
的
な
視
点
で
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
課
題
を

抽
出
し
、
そ
の
解
決
策
を
提
案
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
机
の

上
だ
け
で
考
え
て
い
る
と
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
は

地
域
住
民
の
力
を
信
じ
、
ま
ず
は
現
場
で
取
り
組
ん
で
み

る
こ
と
で
す
。

　　

元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
実
施

　

市
町
村
の
担
当
者
か
ら
よ
く
「
地
域
づ
く
り
は
、
誰
が

主
導
す
れ
ば
良
い
の
か
？
」と
質
問
さ
れ
ま
す
。
答
え
は
、

単
独
市
町
村
の
括
り
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
間
違
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い
な
く
市
町
村
で
す
。
そ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う

市
町
村
の
方
針
と
、
確
実
に
実
行
す
る
と
い
う
強
い
意
志

を
持
ち
行
動
す
る
職
員
が
数
人
い
れ
ば
、
地
域
も
市
町
村

も
必
ず
変
わ
り
ま
す
。

　

山
形
県
で
は
、
市
町
村
や
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
「
地
域
づ
く
り
」
の
現
場
に
対
し
、
希
望
に
よ
り
地

域
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
職
員
を
派
遣
す
る
仕
組

み
を
つ
く
り
、
平
成
20
年
度
か
ら
64
地
域
の
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
地
域
診
断
技
術
と
現
場
に
お
け
る
話
し
合

い
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
や

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
も
の
で
す
。
前
述
し
た
地
域
版
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
作
成
ま
で
の
技
術
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
の
活
用
方
法
を

話
し
合
う
こ
と
で
、
地
域
内
に
新
た
な
雇
用
の
創
出
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
を
図
っ
た
事

例
や
、
農
地
の

基
盤
整
備
を
契

機
と
し
て
、
新

た
な
営
農
組
織

を
立
ち
上
げ

て
、
農
業
の
後

継
者
を
確
保
し

た
取
り
組
み
な

ど
、
支
援
の
内

容
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
こ

の
事
業
の
実
施

は
、
様
々
な
部

課
を
横
断
し
た

形
で
県
市
町
村

職
員
を
関
わ
ら
せ
、地
域
づ
く
り
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
い
く
生
き
た
実
習
現
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
事
業
で
は
県
市
町
村
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
中
間
支
援
組
織
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
と
し
た
、
地
域
づ
く
り
の
基
礎
研

修
や
、
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
シ
ナ
リ
オ
作
成
研
修
な
ど
を
開
催
し
、
人
材
の
育
成
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　

地
域
づ
く
り
人
材
の
育
成
に
は
実
践
研
修
が
必
要

　

実
践
に
つ
な
が
ら
な
い
計
画
は
い
ら
な
い
。
地
域
が
動

き
出
す
た
め
に
は
、自
ら
動
き
出
し
た
く
な
る
よ
う
な「
生

き
た
計
画
づ
く
り
」
が
必
須
要
件
で
す
。
ひ
と
つ
の
事
例

と
し
て
、
い
ま
私
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
限
界
集
落
に
近

い
地
域
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
流
れ
図
と
、
住
民
が
話

し
合
い
の
結
果
を
一
目
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
行
動
計

画
表
と
し
て
ま
と
め
る
た
め
の
基
本
様
式
を
添
付
し
て
み

ま
し
た
（
図
４
、５
）。

　

も
ち
ろ
ん
、発
展
の
階
段
を
踏
ん
だ
流
れ
で
進
め
ま
す
。

行
動
計
画
表
に
は
、
何
を
ど
う
し
た
い
か
ら
、
い
つ
・
誰

が
・
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
む
の
か
を
住
民
自
ら
の
意
思

で
分
類
し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
ま
す
。
そ
れ
を
誰
が
中

心
に
な
っ
て
始
め
る
の
か
、
実
践
に
は
ど
ん
な
課
題
が
想

定
さ
れ
る
か
な
ど
も
明
記
し
ま
す
。

　

何
回
か
の
話
し
合
い
を
繰
り
返
す
過
程
で
、
住
民
の
中

に
は
動
き
出
し
た
く
な
る
人
は
少
な
か
ら
ず
出
現
し
ま

す
。女
性
や
若
者
の
中
に
は
、い
ま
ま
で
言
い
出
せ
な
か
っ

た
、
動
き
た
く
て
も
そ
う
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
ま
す
。

地
域
が
つ
く
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
行
動
計
画
）
は
、
そ

の
よ
う
な
人
た
ち
の
活
動
を
地
域
と
し
て
認
め
た
も
の
に

な
り
得
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
実
践
移
行
へ
の
確
率
は

高
く
な
り
ま
す
。

　

地
域
で
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
は
、

市
町
村
を
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
の
両
方
向
か
ら
見
つ
め
、
地

域
を
中
長
期
的
に
み
る
技
術
、
併
せ
て
住
民
を
そ
の
気
に

さ
せ
る
技
術
を
持
っ
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
人
材
育
成

が
急
務
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
現
実
的
に
考
え
て
、
そ

の
対
象
者
は
、
行
政
（
特
に
市
町
村
）
の
職
員
で
す
。
そ

れ
も
緊
急
に
、
数
多
く
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
質
の
良
い
研
修
の
実
施
が
必
要
な
こ
と
と
、

現
場
を
使
っ
た
師
弟
関
係
を
組
み
な
が
ら
の
実
践
研
修
を

通
し
て
し
か
、
実
現
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
は
っ
き

り
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
こ
山
形
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
全
国
レ
ベ

ル
の
取
り
組
み
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
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特 集

すぐ 2～3年 4年～ 個人
組織
団体

地域
全体

官民協
働

行政

のどか村の態勢を整備し誘
客を図る ○ ◎ ○ ○

結婚・子育てしやすい環境
づくり ○ ○ ◎

空き家を住みたい人に斡旋
するシステムづくり ○ ○ ◎

深山和紙を伝承するための
組織立上げと支援活動 ○ ◎

地域の自然と景観保全に取
り組んでいく ○ ◎ ○

地域ぐるみの意識改革と
コミュニティ強化

土地家屋所有者との協議
と外部への情報発信

地区

幅広い年層で構成しない
と伝承にならない

地区・となり組

町・地区

耕作放棄地対策と所有者
との調整

協議会営農部

実践内容

着手時期 役割分担・主体

継続できる体制づくりが
重要

具体的な
中心組織

実施するに当たって
想定される課題など

地区・協議会

『深山地域づくり』実践プログラム（行動計画）	
図５　『深山地域づくり』実践プログラム（行動計画）

   ○○地区ワークショップの流れ図

地域で暮らす住民の目線で	
 来訪者（行政）の目線で	
 

弱い点	
 強い点	
 使えるもの	
 不安なもの	
 

保全活動の継続	
 地域の活性化	
 地域資源の活用	
 新たな産業の創出	
 

緊急対策事項	
 中期対策事項	
 長期対策事項	
 

地域住民主体で	
 お互いの協力で	
 行政が中心で	
 

個人的な実践	
 組織などが実践	
 地域全体で実践	
 

拾い上げた項目をジャンル別に分けて括る 

課題を整理しながらその肝を見出す作業 

課題解決策を検討提案（どうしたいか） 

地域の誰が実践したら成功につながるのだろうか？ 

継続した活動を可能にする新たな支援策も検討（支援者側からの提案）	
 

図４　○○地区ワークショップの流れ図



　

食
の
王
国
、
十
勝
で
開
催

　

食
の
王
国
北
海
道
・
十
勝
は
、
日
本
の

耕
作
地
の
約
５
％
で
あ
る
26
万
㌶
を
有

し
、
乳
牛
・
肉
牛
の
飼
育
頭
数
は
43
万
頭

と
全
国
の
10
％
を
占
め
る
。

　

ま
た
特
産
品
の
じ
ゃ
が
い
も
、
小
麦
、

豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
長
芋
な
ど
は
、
そ

の
い
ず
れ
も
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生

産
量
を
誇
り
、
地
域
の
食
料
自
給
率
は

１
１
０
０
％
、
年
間
約
４
０
０
万
人
分
の

食
料
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
一
大
生

産
基
地
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
十
勝
で
、
帯
広
市
を
中
心
に
１

市
16
町
２
村
が
一
体
と
な
っ
て
「
フ
ー
ド

バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
掲
げ
、「
食
」
を
ベ
ー

ス
に
し
た
地
域
創
造
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が
２
０
１
０
年
。
様
々
な
食
の
施
策
に

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
の
冠
を
つ
け
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
連
携
・
Ｐ
Ｒ
を
す

る
戦
略
に
至
っ
た
の
は
、
危
機
感
が
薄
く

足
元
の
魅
力
に
な
か
な
か
気
づ
け
な
か
っ

た
地
域
に
、
外
部
の
視
点
が
持
ち
込
ま
れ

た
こ
と
が
大
き
い
。

　

実
は
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
は

２
０
１
０
年
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
帯
広
市
長

に
当
選
し
た
米
澤
氏
が
選
挙
公
約
で
掲
げ

た
旗
印
で
あ
り
、
当
選
後
は
同
市
長
の
呼

び
掛
け
に
よ
り
、各
市
町
村
長
が
決
断
し
、

共
に
手
を
携
え
た
成
果
で
あ
る
。「
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
、
外
に
打
っ
て
出
て
行

こ
う
！
」「
外
貨
を
獲
得
し
、
地
域
を
豊

か
に
持
続
さ
せ
て
い
こ
う
！
」
と
い
う
機

運
が
高
ま
る
十
勝
は
、
今
ま
さ
に
変
化
の

時
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
は
３
つ
の
方

針
、
す
な
わ
ち
、
基
幹
と
な
る
「
農
業
を

成
長
産
業
に
す
る
」、
付
加
価
値
を
高
め

る
「
食
の
価
値
を
創
出
す
る
」、
需
要
を

創
出
す
る
「
十
勝
の
魅
力
を
売
り
込
む
」

を
掲
げ
、
農
林
漁
業
団
体
、
商
工
業
団
体
、

大
学
・
研
究
機
関
、
金
融
機
関
、
行
政
が

参
加
し
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
「
フ
ー
ド
バ

レ
ー
推
進
協
議
会
」
を
設
置
。
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
創
出
と
支
援
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

う
。
最
終
的
に
は
そ
の
名
の
通
り
、
食
の

産
業
や
関
連
産
業
、
研
究
機
関
や
人
な
ど

が
集
積
す
る
場
所
を
目
指
す
。
今
回
は
特

に
先
進
的
な
事
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

紹
介
す
る
と
同
時
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
じ
た
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
３
日
間

と
な
っ
た
。

　

講
義
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
１
日

目
）：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ー

ワ
ー
ド
「
屋
台
」
の
調
査
研
究

　

実
践
塾
の
初
日
で
は
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー

と
か
ち
を
推
進
す
る
帯
広
市
役
所
産
業
連

携
室
よ
り
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
、十
勝
の
産
業
構
造
、

地
域
資
源
と
強
み
、
課
題
と
そ
の
解
決
に

む
け
た
取
り
組
み
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か

ち
の
概
要
と
こ
れ
ま
で
の
実
績
・
成
果
、

に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
十
勝
発
で
全
国
に
広
が
り
を
見
せ

て
い
っ
た
「
北
の
屋
台
」
の
事
例
を
紹
介
。

　

１
９
９
６
年
、「
街
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
研
究
会
が
ス
タ
ー

ト
。
地
域
特
性
の
高
い
街
づ
く
り
を
行
う

た
め
に
は
求
心
力
と
な
る
中
心
市
街
地
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
中
心
市
街
地
に
人
を

戻
す
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
と
い
う
議

論
を
重
ね
た
結
果
、「
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
欠
如
し
て
い
る
」
と
い
う
課
題

に
行
き
当
た
っ
た
。
更
に
そ
れ
を
解
決
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
屋
台
」
が
見
い

だ
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
屋
台
の
調

査
と
研
究
が
始
ま
る
。
北
海
道
の
中
で
も

特
に
寒
い
十
勝
で
屋
台
と
い
う
業
態
が
成

立
す
る
の
か
？
食
品
衛
生
法
上
の
課
題
を

ど
う
ク
リ
ア
す
る
の
か
？
た
く
さ
ん
の
課

題
が
立
ち
は
だ
か
る
中
、
北
の
屋
台
が

２
０
０
１
年
に
ス
タ
ー
ト
。
３
・
３
坪
と

い
う
狭
い
屋
台
の
中
で
肩
を
寄
せ
合
い
、

近
距
離
で
飲
食
を
し
な
が
ら
聞
こ
え
て
く

る
隣
の
人
の
会
話
を
楽
し
む
…
。
ま
さ
に

そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
人
の
ぬ

く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
場
づ
く
り
が
「
北

の
屋
台
」
の
成
功
の
源
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
１
６
２
坪
の
敷
地
内
に
20
軒
の
屋
台

が
ひ
し
め
き
あ
い
、
開
業
か
ら
10
年
以
上

た
っ
た
今
、
２
０
１
４
年
度
の
来
場
者
数

は
約
12
万
人
、
売
上
高
は
約
３
億
円
を
誇

る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
北
の
屋
台
の
成

功
が
、
全
国
に
屋
台
村
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
波
及
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

講
義
後
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、
鹿

追
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
を
視
察
。
先
に
記
載
し
た
通

り
、
十
勝
に
は
43
万
頭
の
乳
牛
・
肉
牛
が

飼
育
さ
れ
て
い
る
。
家
畜
ふ
ん
尿
は
こ

れ
ま
で
堆
肥
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
以
外
の
余
剰
分
の
扱
い
が
課
題

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
国
内
最
大
規
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食
と
農
林
漁
業
か
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

―
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
で
取
り
組
む
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
―

北
村
　
貴

株
式
会
社
グ
ロ
ッ
シ
ー
代
表
取
締
役

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
８
月
26
日
（
水
）

～
28
日
（
金
）
に
北
海
道
帯
広
市
で
開
催
さ
れ
た
今
年
度
第
３
回
実
践
塾
の
内
容
に

つ
い
て
、主
任
講
師
の
北
村
貴
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
（
地
域
支
援
課
）

地
方
創
生
実
践
塾　

平
成
27
年
度
第
３
回　
　

北
海
道
帯
広
市



模
の
資
源
循
環
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

で
は
、
家
畜
ふ
ん
尿
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
活
用
。
１
日
の
発
電
量
は
約

４
５
０
０
ｋ
ｗ
ｈ
／
日
と
、
一
般
家
庭

４
５
０
戸
分
の
電
気
使
用
量
に
相
当
す

る
。
こ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
液
肥
製
造
を
行
い
余
剰
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
売
電
。ま
た
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
、チ
ョ

ウ
ザ
メ
飼
育
な
ど
の
付
加
価
値
が
高
い
商

品
開
発
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

講
演
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
２
日

目
）：「
土
壌
」
を
テ
ー
マ
に
持
続
可

能
な
農
業
に
つ
い
て
の
考
察

　

２
日
目
は
、
講
演
と
し
て
、
自
然
栽
培

で
大
規
模
営
農
を
行
う
折
笠
農
場
の
折
笠

健
氏
と
、
１
０
０
㌶
を
最
先
端
技
術
で
営

農
す
る
尾
藤
農
場
の
尾
藤
光
一
氏
が
、「
土

壌
」
を
テ
ー
マ
に
持
続
可
能
な
農
業
に
つ

い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
考
察
を
述
べ
ら
れ

た
。
自
然
な
環
境
の
中
で
育
つ
作
物
の
品

種
選
抜
と
、
土
壌
循
環
を
促
す
視
点
に
立

ち
「
ま
だ
日
本
の
自
然
栽
培
は
ス
タ
ー
ト

地
点
に
立
っ
た
ば
か
り
」
と
話
す
折
笠
氏

と
、
科
学
的
な
土
壌
分
析
に
基
づ
き
必
要

な
量
の
栄
養
素
（
化
学
肥
料
）
を
土
に
与

え
る
「
Ｓ
Ｒ
Ｕ
」
と
い
う
土
づ
く
り
の
組

織
の
代
表
を
務
め
る
尾
藤
氏
。
二
人
は
対

局
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も

「
持
続
可
能
な
農
業
へ
の
挑
戦
」
と
い
う

視
点
で
は
一
致
し
て
お
り
、
会
場
か
ら
も

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

次
に
十
勝
の
食
の
豊
か
さ
と
本
質
を
追

求
し
続
け
る
食
肉
料
理
人
集
団
「
Ｅ
Ｌ
Ｅ

Ｚ
Ｏ
」
の
佐
々
木
章
太
氏
か
ら
、
２
０
０

店
舗
を
超
え
る
会
員
レ
ス
ト
ラ
ン
を
有

し
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
（
畜
産
事
業
、

精
肉
事
業
、
食
肉
加
工
事
業
、
レ
ス
ト
ラ

ン
・
販
売
事
業
）
を
営
む
ビ
ジ
ネ
ス
構
造

と
、
未
来
型
の
食
産
業
に
つ
い
て
話
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
日
本
初
の

畑
ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
を
生
み
出
し
た

「
い
た
だ
き
ま
す
カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
井
田

芙
美
子
氏
の
案
内
で
、
実
際
に
畑
を
歩
き

な
が
ら
作
物
に
つ
い
て
学
び
、
畑
の
中
で

採
れ
た
て
の
野
菜
を
食
べ
、
土
の
上
に
生

き
る
こ
と
を
五
感
で
感
じ
と
っ
た
。

　

最
後
は
、
ノ
ー
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

近
江
正
隆
氏
よ
り
、「
農
山
漁
村
の
価
値

と
役
割
の
再
考
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
浦

幌
町
で
行
わ
れ
て
い
る
「
子
供
が
夢
と
希

望
を
抱
け
る
地
域
づ
く
り
」
を
行
う
教
育

シ
ス
テ
ム
「
う
ら
ほ
ろ
ス
タ
イ
ル
」
の
事

例
と
成
果
、
お
よ
び
都
市
の
高
校
生
が
修

学
旅
行
に
農
村
で
民
泊
し
体
感
し
て
も
ら

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
事

例
が
紹
介
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
取
り
組
み

も
当
た
り
前
に
あ
る
地
域
の
資
源
を
ど
う

活
用
し
、
ど
う
価
値
を
見
出
す
の
か
、
と

い
う
何
気
な
い
視
点
に
、
価
値
を
作
る
人

が
マ
ッ
チ
し
た
好
事
例
で
あ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
３
日
目
）：

意
見
交
換
、地
域
で
ど
う
生
か
す
か

　

３
日
目
は
こ
れ
ら
の
講
義
・
視
察
を
通

じ
て
得
た
気
付
き
を
、
自
身
の
地
域
に
持

ち
帰
っ
て
ど
う
生
か
す
か
？
と
い
う
テ
ー

マ
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
相
互

の
意
見
交
換
、
発
表
が
行
わ
れ
て
全
日
程

を
終
え
た
。
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第３回地方創生実践塾（北海道帯広市）の概要

第１日目　8 月 26 日（水）
	 講義①「総論」
	 	 主任講師　株式会社グロッシー代表取締役　北村 貴氏
	 講義②「フードバレーとかちについて」
	 	 講師　帯広市産業連携室　藤芳 雅人氏
	 講義③「北の屋台の取組み」
	 	 講師　北の起業広場協同組合事務局長　松下 博典氏
	 フィールドワーク①「バイオマスの活用と水素社会」
	 	 鹿追町環境保全センター

第２日目　8 月 27 日 ( 木 )
	 講義④持続可能な農業の展開
	 	 講師　株式会社 折笠農場取締役　折笠 健氏
	 	 	 有限会社 尾藤農産代表取締役　尾藤 光一氏
	 講義⑤「食肉料理人集団ELEZOの挑戦」
	 	 講師　株式会社 ELEZO社代表取締役　佐々木 章太氏
	 フィールドワーク②「畑のチカラを体験」（昼食含む）
	 	 おいで農場（幕別町）
	 	 株式会社いただきますカンパニー代表取締役　井田 芙美子氏
	 講義⑥「都市と農村の交流・農村力」
	 	 講師　株式会社ノースプロダクション代表取締役　近江 正隆氏
	 	 グループワーク　北村 貴氏

第３日目　8 月 28 日 ( 金 )　
	 グループワーク・講評・総括　北村 貴氏

「北の屋台」についての講義の様子

グループワークの様子

十勝の農場でのフィールドワーク
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豊
か
な
自
然
環
境
と

里
山
景
観
が
残
る
地
区

　

越
前
市
は
、福
井
県
の
中
央
に
位
置
し
、

平
成
17
年
に
旧
武
生
市
と
旧
今
立
町
が
合

併
し
て
で
き
た
、
人
口
約
８
万
５
０
０
０

人
の
市
で
す
。
１
３
０
０
年
程
前
に
越
前

の
国
の
国
府
が
置
か
れ
、「
源
氏
物
語
」

の
作
者
と
し
て
有
名
な
紫
式
部
が
、
生
涯

に
唯
一
、
都
を
離
れ
て
暮
ら
し
た
地
で
あ

り
、
古
く
か
ら
も
の
づ
く
り
が
盛
ん
な
ま

ち
で
す
。

　

白
山
地
区
は
越
前
市
の
西
部
地
区
に
位

置
し
、
標
高
約
１
５
０
㍍
地
点
に
あ
る
約

36
平
方
㌔
の
丘
陵
地
帯
で
、
吉
野
瀬
川
と

天
王
川
の
二
河
川
の
源
流
域
と
な
っ
て
い

ま
す
。
越
前
海
岸
に
隣
接
し
た
中
山
間
地

で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
里
山
景
観

が
残
っ
て
い
ま
す
。
人
口
は
１
８
０
０
人

弱
で
、
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
。
農
業
は
、
寒
暖
の
差
の

大
き
い
気
候
と
粘
土
質
の
土
壌
特
性
を
活

か
し
、
稲
作
が
盛
ん
で
す
。
甘
み
の
あ
る

「
し
ら
や
ま
西
瓜
」
が
特
産
品
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

希
少
野
生
生
物
の
宝
庫

　

本
地
区
は
北
陸
特
有
の
多
雨
多
湿
な
気

候
の
も
と
湧
水
に
恵
ま
れ
、
環
境
省
の

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
最
も
絶
滅
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
Ｉ
Ａ
類
に
分
類
さ
れ
る
両
生
類

の
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
国
内
最
大
の

生
息
地
で
す
。
他
に
も
メ
ダ
カ
や
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
な
ど
国
レ
ベ
ル
で
36
種
、
県
レ
ベ
ル

で
59
種
の
絶
滅
危
惧
種
が
生
息
す
る
な

ど
、
県
内
一
の
希
少
野
生
生
物
の
宝
庫
で

す
。
こ
れ
ら
の
希
少
野
生
生
物
の
保
全
活

動
が
地
域
住
民
に
よ
り
熱
心
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
昭
和
45
年
、
本
地
区
に
国
の
特
別

天
然
記
念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
、
住

民
か
ら
は
「
コ
ウ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
親

し
ま
れ
ま
し
た
が
、
く
ち
ば
し
の
一
部
が

折
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
兵
庫
県
豊
岡

市
の
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
郷
公
園
に
保

護
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
再
び
本
地

区
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
す
る
よ
う
、
生

物
の
豊
か
な
地
域
の
自
然
を
保
全
再
生

し
、
豊
か
な
水
源
地
域
と
し
て
活
性
化
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
し
ら
や
ま

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
設
立

　

越
前
市
で
は
、
本
市
に
縁
の
あ
る
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
、
生
物
多
様
性
や
自
然
再
生
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
、「
生
き
も

の
と
共
生
す
る
越
前
市
」を
目
指
し
て「
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
里
づ
く
り
構
想
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
構
想
の
中
核

地
域
で
あ
る
白
山
地
区
で
、
福
井
県
は
兵

庫
県
と
の
共
同
研
究
と
し
て
つ
が
い
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
分
散
飼
育
・
繁
殖
試
験
を
始

め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
当
会
は
、

地
域
住
民
は
も
と
よ
り
地
区
外
の
し
ら
や

ま
フ
ァ
ン
に
よ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
対
す
る

理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

23
年
２
月
に
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
し
ら
や
ま

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
し
ら
や
ま
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
を
全
国
に
発
信
し
、
加
入
拡
大
を
図

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
特
に
都
市
部
の
会

員
等
を
対
象
に
、
農
家
民
泊
な
ど
に
よ
り

自
然
豊
か
な
田
舎
生
活
を
体
験
す
る
こ
と

で
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
り
、
里
地
里

山
保
全
再
生
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
、
さ
ら
な
る
支
援
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
移
住
交
流
事
業
を
始
め
ま
し

体
験
交
流
で
田
舎
生
活
の
魅
力
を
発
信

―
コ
ウ
ノ
ト
リ
し
ら
や
ま
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
交
流
事
業
―

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
福
井
県
越
前
市
）

し
ら
や
ま
振
興
会
事
務
局

橋
本
　
弥
登
志

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地

域
活
性
化
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体

的
に
実
施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

　

今
回
、
平
成
26
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
福
井
県
越
前
市
の
取
り
組
み
を
し
ら

や
ま
振
興
会
事
務
局
の
橋
本
弥
登
志
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）



39 地域づくり2015・11 月号

た
。

　

交
流
事
業
で
野
外
体
験
や

現
地
見
学
会
を
開
催

　

移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援

事
業
を
活
用
し
、
一
年
を
通
じ
、
参
加
者

に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息
で
き
る
環
境
の
取

り
組
み
を
紹
介
。
ま
た
、
こ
の
地
区
な
ら

で
は
の
野
外
体
験
と
し
て
「
親
子
ザ
リ
ガ

ニ
釣
り
」
や
田
舎
体
験
「
味
噌
作
り
教
室
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
特
産
物
で
あ
る
し
ら

や
ま
西
瓜
畑
や
選
果
場
を
巡
る
「
ス
イ
カ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」、
廃
校
活
用
の
「
ほ
た

る
カ
フ
ェ
」
な
ど
を
通
し
て
、
白
山
の
魅

力
を
参
加
者
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
、
農
家
民
泊
の
利
用

促
進
や
農
産
物
の
定
期
的
な
購
入
に
も
繋

が
り
、
今
後
の
継
続
的
な
交
流
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
メ
ダ
カ
愛
好
家
た
ち
が

集
う
「
第
14
回
全
国
め
だ
か
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
ｉ
ｎ
越
前
」
の
現
地
見
学
会
を
白
山
地

区
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
環
境

団
体
と
の
交
流
や
外
来
生
物
駆
除
を
目
的

に
し
た
「
ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
全
国
大
会
」
に

参
加
。
地
域
の
環
境
保
全
活
動
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
し
ら

や
ま
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
理
解
も
広

ま
り
ま
し
た
。「
再
び
訪
れ
た
い
。
し
ら

や
ま
産
の
米
を
購
入
し
た
い
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、
新
た
な
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会

員
加
入
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

　

都
市
住
民
と
の
交
流
拡
大
へ

　

前
述
の
よ
う
に
、
当
会
は
里
地
里
山
再

生
保
全
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
将
来
に
わ

た
っ
て
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
経
済
面
で
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

す
。
ま
た
、
地
域
の
各
団
体
の
横
の
連
携

が
弱
い
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

た
横
断
的
な
取
り
組
み
が
少
な
く
、
互
い

の
情
報
共
有
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
今
後
は
各
団
体
の
連
携
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
次
の
三
つ
の
取
り

組
み
を
個
別
具
体
的
に
展
開
し
、
都
市
住

民
と
の
交
流
を
拡
大
し
、
農
産
物
の
購
入

や
将
来
の
移
住
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
し
ら
や
ま
産
の
お
米
」「
し

ら
や
ま
西
瓜
」
等
の
生
産
者
や
消
費
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

活
動
や
農
業
体
験
・
自
然
体
験
な
ど
を
通

じ
、
地
域
産
品
等
の
需
要
の
拡
大
を
図
る

こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
里
地
里
山
の
多
様
な
価
値

を
生
か
し
た
里
地
里
山
ガ
イ
ド
、
自
然
・

文
化
体
験
活
動
事
業
な
ど
を
行
う
こ
と
に

よ
り
地
域
住
民
の
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と

で
す
。

　

以
上
の
三
つ
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
本
事
業
の
取
り
組
み
を
継
続
・

発
展
し
て
展
開
し
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性

化
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

スイカウォーキング

全国めだかシンポジウムｉｎ越前

「全国めだかシンポジウム in 越前」交流会

ほたるカフェ
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古
く
か
ら
栄
え
た
裳
掛
地
区

　

岡
山
県
南
部
に
位
置
す
る
瀬
戸
内
市

は
、
邑
久
町
、
長
船
町
、
牛
窓
町
と
い
う

３
つ
の
町
が
合
併
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

邑
久
町
の
東
端
に
位
置
し
て
い
る
裳
掛

村
（
も
か
け
そ
ん
）
は
、
中
世
以
前
の
史

料
に
も
地
名
や
人
名
が
多
く
登
場
す
る
な

ど
、
古
く
か
ら
栄
え
て
き
た
地
域
で
す
。

農
村
地
域
で
あ
る
西
側
は
種
な
し
ピ
オ
ー

ネ
が
最
初
に
栽
培
さ
れ
た
地
域
で
す
し
、

東
側
は
岡
山
県
内
で
は
最
初
に
牡
蠣
の
養

殖
が
始
め
ら
れ
た
漁
業
地
域
で
す
。
朝
日

百
選
に
選
ば
れ
た
「
迫
門
の
曙
」
は
、
島

や
朝
日
の
美
し
さ
に
加
え
、
牡
蠣
筏
が
印

象
的
で
す
。

　

そ
ん
な
裳
掛
地
区
も
昨
今
は
、過
疎
化
、

高
齢
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
か
け
む
ら
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

　

私
は
平
成
24
年
９
月
、
関
東
よ
り
瀬
戸

内
市
に
越
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
な
っ
た
私
が
、
裳
掛
地
区
の

活
性
化
を
中
心
に
活
動
し
よ
う
と
決
め
た

背
景
に
は
、
い
く
つ
も
の
偶
然
や
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
地
区
の
現
状

に
つ
い
て
危
機
感
を
抱
か
れ
て
い
た
服
部

さ
ん
と
の
出
会
い
は
大
き
な
き
っ
か
け
で

す
。
そ
の
頃
、
裳
掛
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
の
会
長
に
な
ら
れ
た
ば
か
り
の
服

部
さ
ん
と
私
は
「
も
か
け
む
ら
お
こ
し
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」

を
立
ち
上
げ
、
実
行
委
員
会
を
組
織
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
最
初
に
取
り
組
ん
だ

の
は
遊
休
地
の
再
生
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
役
員
有
志
が
集
ま
り
、
20

㌃
程
の
遊

休
地
を
復

元
し
て
畑

に
し
た
の

が
全
て
の

始
ま
り
で

し
た
。
こ

の
畑
は
、

と
あ
る
事

業
の
説
明

会
で
知
り
合
っ
た
岡
山
大
学
の
学
生
団
体

と
と
も
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
育
て
、
収
穫
祭

を
開
催
し
て
地
域
の
親
子
連
れ
を
招
く
と

い
う
形
で
活
用
し
、
後
に
移
住
者
が
借
り

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
同
時
に
「
も
か

け
通
信
」
と
題
し
た
地
域
誌
を
発
行
し
、

畑
の
復
元
前
、
後
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培

か
ら
収
穫
に
至
る
ま
で
の
様
子
や
、
そ
う

し
た
活
動
に
参
加
し
て
頂
い
た
方
の
姿
を

ま
と
め
、
地
域
内
の
全
戸
に
配
布
し
ま
し

た
。

　

地
域
外
に
対
し
て
も
、
岡
山
県
が
主
催

す
る
移
住
希
望
者
向
け
の
相
談
会
に
市
職

員
と
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
、
裳
掛
地
区
や

瀬
戸
内
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

相
談
会
が
き
っ
か
け
で
１
組
の
ご
夫
妻
が

裳
掛
地
区
に
移
住
し
、
１
年
後
に
は
自
然

農
法
の
農
家
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

　

移
住
希
望
者
の
滞
在
拠
点
を
整
備

　

そ
れ
ま
で
、
補
助
金
や
助
成
金
あ
り
き

で
活
動
を
行
う
こ
と
に
懐
疑
的
だ
っ
た
プ

移
住
希
望
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
備

―
大
学
生
と
の
交
流
拠
点
に
も
活
用
―

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
岡
山
県
瀬
戸
内
市
）

瀬
戸
内
市
集
落
支
援
員

菊
地
　
友
和

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の

柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域

活
性
化
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に

実
施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

　

今
回
、
平
成
26
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
岡
山
県
瀬
戸
内
市
の
取
り
組
み
を
瀬
戸

内
市
集
落
支
援
員　

菊
地
友
和
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

整備後の交流拠点：屋根を修復し、屋内、
屋外ともに整備しました

修繕前の拠点候補：敷地全体が木に埋も
れていました
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
間
に
、
こ
う

し
て
目
に
見
え
る
成
果
が
出
た
こ
と
で
、

活
用
で
き
る
も
の
は
活
用
し
て
前
に
進
も

う
、
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

産
業
の
こ
と
、
暮
ら
し
・
文
化
の
こ
と
、

教
育
や
福
祉
、
娯
楽
、
地
域
内
の
こ
と
、

地
域
外
に
向
け
た
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と

は
山
ほ
ど
あ
る
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
事

業
に
応
募
し
た
結
果
、「
移
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
（
以
下
、
支
援
事
業
）」
に

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
学
生
と
の
交
流
拠
点
お
よ
び
移
住

希
望
者
の
受
入
体
制
整
備
事
業
」
と
し
て

応
募
し
た
こ
の
事
業
は
、
学
生
と
の
交
流

拠
点
や
、移
住
希
望
者
の
方
の
体
験
居
住
、

家
探
し
を
す
る
際
の
滞
在
場
所
な
ど
と
し

て
活
用
で
き
る
家
屋
の
整
備
を
柱
と
し
、

ま
た
、
そ
の
拠
点
や
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
の
展
示
会
出
展
お
よ
び
印
刷
物
や

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
作
成
費
用
、
遊
休
地
整

備
の
た
め
の
機
器
購
入
な
ど
も
盛
り
込
ん

だ
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

支
援
事
業
を
完
了
し
て
半
年
余
り
が
経

過
し
た
今
、
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の

事
業
の
成
果
は
期
待
を
遥
か
に
上
回
る
も

の
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

整
備
し
た
拠
点
は
、
実
際
に
岡
山
大
学

の
学
生
団
体
が
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
お

か
や
ま
コ
ー
プ
な
ど
他
の
団
体
と
の
打
ち

合
わ
せ
や
作
業
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

移
住
希
望
者
の
滞
在
用
と
し
て
も
、
今
夏

に
10
日
程
の
利
用
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
か
や
ま
コ
ー
プ
の
組
合
員
向
け
農
業

体
験
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
際
、
農
地
や

駐
車
場
所
に
利
用
し
た
荒
地
の
手
入
れ
に

は
、
支
援
事
業
で
購
入
し
た
機
器
が
全
面

的
に
活
躍
し
ま
し
た
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

通
じ
た
宣
伝
は
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
支
援
事
業
で
制
作
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
を
通
じ
て
毎
月
１
組
以
上
の
移
住
希
望

者
が
見
学
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
支
援
事
業
で
出
展
し

た
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
移
住
・
交
流
フ
ェ
ス
タ
」

で
開
場
直
後
、
一
番
乗
り
で
ブ
ー
ス
に
来

ら
れ
た
若
い
ご
夫
妻
が
、
こ
の
８
月
に
裳

掛
地
区
に
移
住
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
。
こ

れ
は
と
て
も
大
き
な
成
果
で
し
た
。

交
流
が
交
流
を
呼
ぶ

　

農
業
体
験
の
受
け
入
れ
も
２
年
目
と
な

り
、
お
か
や
ま
コ
ー
プ
と
の
交
流
が
深

ま
る
中
、
今
年
は
「
コ
ー
プ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
５
」
に
瀬
戸
内
市
裳
掛
地
区
と
し

て
出
展
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

　

学
生
自
身
の
出
し
物
は
も
ち
ろ
ん
、

ブ
ー
ス
の
装
飾
な
ど
も
全
面
的
に
交
流
拠

点
で
制
作
し
た
ほ
か
、
最
初
に
移
住
し
て

来
ら
れ
た
自
然
農
法
の
農
家
に
よ
る
野
菜

の
販
売
、
収
穫
体
験
や
薬
草
湯
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
培
っ
て
き
た
交
流

先
、
協
力
者
と
し
っ
か
り
手
を
携
え
て
の

出
展
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
を
生
業
と
さ
れ

て
い
る
方
が
Ｗ
ｅ
ｂ

を
通
じ
て
裳
掛
に
興

味
を
持
た
れ
、
最
近

は
交
流
拠
点
を
頻
繁

に
訪
れ
て
花
壇
を
整

備
し
て
下
さ
っ
て
い

る
た
め
、
拠
点
自
体

も
整
備
直
後
よ
り
魅

力
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
に
は
今
年
、
長
船
町
の
福
岡

地
区
に
も
の
づ
く
り
工
房
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
先
日
、
岡
山
大
学
の
学
生
を
連
れ

て
工
房
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

学
生
も
目
を
輝
か
せ
て
自
分
た
ち
の
活
動

に
活
か
せ
る
場
面
が
な
い
か
と
議
論
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、交
流
が
次
の
交
流
を
呼
び
、

新
し
い
発
想
や
可
能
性
の
元
と
な
る
こ
と

が
次
の
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
の
活
動

　

今
年
度
、新
た
に
取
り
組
み
始
め
た「
農

村
集
落
活
性
化
支
援
事
業
（
農
林
水
産

省
）」
で
は
、
地
元
の
住
民
、
企
業
か
ら

集
め
た
地
域
の
自
己
資
金
に
よ
っ
て
活
動

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
皆
が
主
体
と

な
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
も
う
と

い
う
意
識
に
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
成
果
だ
と
思

い
ま
す
。
私
自
身
、
こ
の
８
月
を
も
っ
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
任
期
３
年
間
を

終
え
ま
し
た
が
、
集
落
支
援
員
と
し
て
あ

ら
た
め
て
裳
掛
地
区
の
活
性
化
に
携
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
が
主
体
的
に
行
動
し
、
外
部
と
の

交
流
を
通
じ
て
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
地

域
は
永
く
存
続
す
る
の
だ
と
信
じ
、
む
ら

お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

コープフェスタ２０１５瀬戸内市ブース：て
づくりのブースが光ります

ＪＯＩＮ移住相談会：相談中のこのご夫妻も
今や移住者に！

交流拠点内部：ここでワークショップも行い
ます



　

長
田
区
は
、
神
戸
市
中
南
部
に
位
置
す

る
人
口
約
９
万
８
０
０
０
人
の
地
域
で
あ

る
。
こ
の
地
域
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
多
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
震
災

か
ら
の
復
興
の
過
程
で
市
民
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
。

今
回
は
、
高
校
の
学
習
の
一
環
と
し
て
、

生
徒
が
地
域
の
ま
つ
り
を
企
画
・
開
催

し
、
そ
れ
が
地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し

て
い
る
「
長
田
区
高
校
生
鉄
人
化
ま
つ
り

（
以
下
「
鉄
人
化
ま
つ
り
」）
を
取
り
上
げ
、

そ
の
中
心
と
し
て
参
画
す
る
兵
庫
県
立
兵

庫
高
等
学
校
（
以
下
、
兵
庫
高
校
）
の
窪

田
教
諭
と
昨
年
の
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

の
橋
口
氏
（
２
年
生
）
に
お
話
を
伺
っ
た
。

総
合
科
学
類
型
新
設
の
年
に

始
ま
っ
た
ま
つ
り

　

平
成
22
年
４
月
、
兵
庫
高
校
は
世
界
で

活
躍
す
る
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目

指
し
て
総
合
科
学
類
型
（
現
在
は
未
来
創

造
コ
ー
ス
に
改
編
）を
新
た
に
設
置
し
た
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
い
同
年
８
月
、
長
田
区

役
所
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
鉄
人
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
以
下
「
鉄
人
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
」）
が
募
集
し
て
い
た
「
鉄
人
ま
ち

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
」
に
、
生
徒
が
中
心
に

考
え
た
企
画
「
高
校
生
鉄
人
化
ま
つ
り
」

を
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
高
校
生
が
主
体
的

に
企
画
し
、
地
域
住
民
と
交
流
し
な
が
ら

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
点
等
が
評
価
さ

れ
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。こ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
毎
年
３
月
に
同
ま
つ
り
は

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

兵
庫
高
校
の
総
合
科
学
類
型
で
は
、
１

年
生
の
時
に
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
地
域

の
課
題
研
究
を
課
し
て
お
り
、
鉄
人
化
ま

つ
り
を
特
別
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
地
域
の
課
題
研
究
の
一
環

と
し
て
生
徒
を
参
加
さ
せ
、
そ
の
学
び
の

蓄
積
と
し
て
同
ま
つ
り
の
開
催
に
至
っ
て

い
る
。

生
徒
が
主
役
と
な
る
実
行
委
員
会

　

兵
庫
高
校
の
取
り
組
み
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
始
ま
っ
た
鉄
人
化
ま
つ
り
だ
が
、

現
在
は
長
田
区
内
の
高
校
全
９
校
が
参
加

し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
兵
庫
高
校
、

神
戸
野
田
高
校
及
び
育
英
高
校
の
生
徒
で

実
行
委
員
会
を
構
成
し
、
そ
の
メ
ン
バ
ー

は
、
兵
庫
高
校
は
１
年
生
か
ら
募
っ
た
希

望
者
、
他
２
校
は
生
徒
会
の
メ
ン
バ
ー
が

担
っ
て
い
る
。

　

毎
年
11
月
に
第
１
回
会
議
を
開
催
し
、

３
月
ま
で
計
６
回
の
会
議
を
経
て
本
番
に

至
る
が
、
毎
年
苦
労
す
る
の
は
最
初
の

テ
ー
マ
決
め
だ
と
い
う
。
企
画
会
議
の
経

験
が
な
い
生
徒
が
議
論
し
て
い
く
た
め
、

た
く
さ
ん
の
意
見
を
ま
と
め
て
結
論
を
出

す
ま
で
に
例
年
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る

そ
う
だ
。苦
労
し
て
テ
ー
マ
が
決
ま
る
と
、

そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

成
や
そ
の
中
の
実
行
委
員
会
企
画
を
残
り

の
会
議
で
詰
め
て
い
く
。
実
行
委
員
企
画

は
、
高
校
生
な
ら
で
は
の
発
想
で
、「
高

校
生
の
叫
び
」
や
「
早
食
い
競
争
」
な
ど

体
を
張
っ
た
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
多
い
。

　

大
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
し
て
実

行
委
員
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
学
校

は
、
必
要
に
応
じ
て
監
督
・
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
鉄
人
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
は
会
場
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兵
庫
県
神
戸
市

―
若
者
が
参
画
す
る
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
―
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長
田
区
高
校
生
鉄
人
化
ま
つ
り

「
兵
庫
県
立
兵
庫
高
等
学
校
」

企画会議の様子



レ
イ
ア
ウ
ト
や
盛
り
上
げ
方
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

長
田
区
役
所
は
あ
く
ま
で
も
事

務
局
的
な
立
場
で
あ
り
、
行
う

こ
と
は
鉄
人
化
ま
つ
り
の
財
源

及
び
必
要
な
手
続
き
の
処
理
な

ど
に
限
定
し
て
い
る
。

９
校
９
色
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

鉄
人
化
ま
つ
り
は
例
年
、
３

月
第
４
土
曜
日
に
若
松
公
園
の

鉄
人
広
場
（
最
寄
駅
：
Ｊ
Ｒ
新

長
田
駅
）
で
開
催
さ
れ
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
主
に
各
高
校
の
部

活
動
の
発
表
で
、
音
楽
・
演
劇
・

舞
踊
・
作
品
展
示
等
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
り
世
代
を
問
わ
ず
楽
し

め
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、

広
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
鉄
人
28
号
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
前
で
演
奏
さ
れ
る
「
鉄
人

の
歌
」
は
、
長
田
で
し
か
味
わ
え
な
い
特

別
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
他
に
模
擬
店
も
出
て
お
り
、
昨
年

は
石
巻
焼
き
そ
ば
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
ア

ジ
ア
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
丼
」
等
を
販
売
し
た
。

売
り
上
げ
は
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援

金
等
と
し
て
毎
年
寄
付
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
の
来
場
者
は
約
２
０
０
０
人
で
、

主
に
地
域
住
民
、
参
加
生
徒
の
保
護
者
、

学
校
関
係
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

取
り
組
み
の
成
果

　

平
成
27
年
度
で
６
年
目

を
迎
え
る
鉄
人
化
ま
つ

り
は
、
今
で
は
地
域
の
貴

重
な
催
し
と
し
て
区
民
の

皆
さ
ん
に
も
広
く
認
知
さ

れ
て
い
る
。
過
去
の
阪
神

淡
路
大
震
災
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
分
断
さ
れ
、
多
く

の
笑
顔
が
失
わ
れ
た
長
田

区
に
お
い
て
、
高
校
生
が

元
気
に
活
動
し
、
見
せ
る

側
も
見
る
側
も
笑
顔
に
な

れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
と
い
う
形
で
地
域
貢
献

で
き
て
い
る
の
は
大
き
な

成
果
で
あ
る
。

　

橋
口
氏
は
「
皆
で
団
結
し
て
楽
し
く
事

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
・
面
白
さ

を
実
感
で
き
た
し
、
他
の
皆
も
そ
う
感
じ

た
と
思
う
。
今
で
は
大
学
で
地
域
社
会
に

つ
い
て
研
究
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
長
田
区
の
全
高
校
で

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

　

こ
れ
か
ら
も
鉄
人
化
ま
つ
り
を
続
け
て

い
く
な
か
で
、
今
後
ど
う
い
っ
た
こ
と
を

期
待
す
る
か
を
窪
田
教
諭
に
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
今
は
兵
庫
・
神
戸
野
田
・
育
英

の
３
校
が
実
行
委
員
会
を
担
っ
て
い
る

が
、
参
加
し
て
い
る
全
て
の
高
校
が
毎
年

交
代
で
実
行
委
員
会
の
中
心
を
担
っ
て
い

け
ば
、
毎
年
面
白
い
個
性
が
発
揮
さ
れ
て

一
層
良
く
な
る
と
思
う
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
た
。
当
日
の
出
し
物
だ
け
で
は

な
く
、
企
画
の
段
階
か
ら
全
て
の
高
校
が

参
画
す
る
こ
と
は
、
学
校
間
の
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
一
員
と
し
て
社

会
に
貢
献
す
る
志
を
育
て
る
だ
ろ
う
。

　

地
域
の
高
校
生
が
団
結
し
て
主
体
的
に

取
り
組
む
成
長
の
場
で
あ
り
、
地
域
の
住

民
が
笑
顔
に
な
れ
る
交
流
の
場
で
も
あ

る
、
そ
ん
な
鉄
人
化
ま
つ
り
と
し
て
今
後

も
長
く
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

　
　
　

編
集
委
員　

●　

近
森　

雄
太
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鉄人広場で開催されるまつり発表の様子。多数のお客さんが見学する

兵庫高校校舎



2015・11 月号 44地域づくり

書 籍 紹 介

　本書は、著者が高校 1 年生から 17 年間で経験してきた「まちづくり」に関する取り
組みの実体験と、その実体験にもとづく、「稼ぐための教訓」を本音だけでまとめた 1 冊
である。
　高校生の頃から商店会の活性化に携わり、在学中に「全国商店街合同出資会社」の社
長に就任した著者。「学生社長」ともてはやされたものの、社長在任中は、全く売り上げ
が立たない事業計画、「でも何ら解決策を提示できない」恐怖から円形脱毛症になったと
いう。
　その後も全国各地で日々、身銭を切ってトライ・アンド・エラーを繰り返してきた著
者は、今日の日本の「まちづくり」が抱える問題―甘い見通し、無責任体質、他力本願、
補助金、委託事業―などに対し、「まちを一つの会社に見立てて経営する」必要性を訴える。
そして、これを実行するための必勝パターンとして、まちづくりを成功させる「10 の鉄
則」を示している。
　大切なのは、小さくてもしっかり利益を出す事業を立ち上げ、それを続け、数を少し
ずつ増やし、周囲に波及させていくこと。リスクを恐れず、新たな挑戦を続ける著者の
姿に、一歩踏み出す勇気が湧いてくる 1 冊である。

「稼ぐまちが地方を変える　誰も言わなかった 10の鉄則」

木下　斉　著
NHK出版新書（2015年５月10日発行）
定価：740円＋税

　「地域おこし協力隊（以下、協力隊という）」は総務省が平成 21 年度に設立した制度で、
平成 26 年度には全国 444 の自治体で 1500 人以上の協力隊が活動している。地方での
高齢化や過疎化が進む中、若者が田舎に移住し地域おこしに取り組む制度として、注目
を集めている。
　本書は、全国の 60 人の協力隊のほか、協力隊ＯＢや協力隊に携わった行政職員によ
る現場の声をまとめた実践報告集である。協力隊が行政職員や地域住民を巻き込みなが
ら試行錯誤して地域おこしに奮闘する姿がリアルに想像される。協力隊希望者や協力隊
の受け入れを検討している行政職員は、本書を読むことにより、事前の心得をつかむこ
とができる。
　さらに、本書には協力隊事業化に携わった地域活性化センター理事長の椎川忍、協力
隊と農村移住の背景に関して考察する明治大学教授・小田切徳美氏や協力隊の受け入れ
心得を説く弘前大学大学院准教授・平井太郎氏など協力隊に関わる有識者による報告も
寄せられており、協力隊が活動する背景や今後の展望までも含めて協力隊について理解
することができる。
　このような協力隊の活動により、元気な地域が増え、ひいては日本の元気にもつなが
るだろうとの期待が膨らむ。地域と共に成長する協力隊の一人ひとりの姿に勇気をもら
える 1 冊である。

「地域おこし協力隊　日本を元気にする 60人の挑戦」

椎川　忍・小田切徳美・平井太郎・一般財団法人地域活性化センター・
一般社団法人移住・交流推進機構　編著
学芸出版社（2015年 9月1日発行）
定価：1800円＋税



　

平
安
時
代
、
都
か
ら
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
国
司
が
神
社
を
参
拝

し
て
ま
わ
る
時
、
最
初
に
出
か
け
る
神
社
を
「
一
の
宮
」
と
言
い

ま
し
た
。
現
在
の
愛
知
県
、
尾
張
の
国
の
「
一
の
宮
」
が
市
内
に

あ
る
真
清
田
（
ま
す
み
だ
）
神
社
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
門

前
町
で
あ
る
当
地
が
い
つ
し
か
「
い
ち
の
み
や
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
宮
市
は
、
大
正
10
年
に
市
制
施
行
し
、
昭
和
時
代
に
も
近
隣

町
村
と
の
合
併
を
経
て
市
域
を
拡
大
し
ま
し
た
。
平
成
17
年
に
は

一
宮
市
、
尾
西
市
、
木
曽
川
町
が
合
併
し
、
人
口
約
38
万
人
の
新

生
「
一
宮
市
」
と
な
っ
て
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
私

は
、
そ
の
節
目
の
本
年
２
月
に
第
九
代
目
の
一
宮
市
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
江
戸
時
代
か
ら
日
用
品
の
交
換
や
綿
織
物
の
売

買
の
た
め
に
市
場
が
開
か
れ
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
明
治
以

降
は
織
物
生
産
も
工
業
化
さ
れ
、昭
和
初
期
に
は
「
毛
織
物
王
国
・

一
宮
」
の
名
前
が
、
紡
績
・
撚
糸
・
製
織
・
染
色
・
整
理
か
ら
縫

製
ま
で
一
貫
生
産
す
る
総
合
繊
維
産
業
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
の
製
造
産
業
拠
点
の
海
外
へ
の
移
転
に
よ
り
、
過
去
に
比

べ
れ
ば
随
分
と
減
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
繊
維
工
業
は
、
当
市

で
事
業
所
数
の
34
・
８
％
、
従
業
者
数
の
26
・
１
％
、
製
造
品
出

荷
額
等
の
21
・
７
％
を
占
め
る
重
要
な
産
業
で
す
。

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
初
め
て
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
、
２
月

に
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、
国
内
唯
一
の
糸
の
見
本
市

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ヤ
ー
ン
・
フ
ェ
ア
」
で
し
た
。
４
月
に
は
東
京
で
「
尾

州
・
マ
テ
リ
ア
ル
・
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
生
地
の
展
示
商

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
尾
州
（
尾
張
西
部
地
域
）
産
地
で
生
地

を
製
作
し
て
い
る
15
社
が
共
同
出
展
し
て
、商
談
を
行
い
ま
し
た
。

も
う
11
年
ほ
ど
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
も
工
夫
を
こ
ら
し
て
、

ア
パ
レ
ル
企
業
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
商
社
・
百
貨
店
・
マ
ス
コ
ミ
な

ど
来
場
者
は
お
よ
そ
２
０
０
０
人
と
、
過
去
最
高
で
し
た
。

　

昭
和
の
時
代
は
「
安
く
て
良
い
物
」
が
日
本
の
製
造
業
の
誇
り

で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
の
今
で
は
、
良
い
物
を
ブ
ラ
ン
ド
力
で

高
く
売
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
成
否
を
分
け
ま
す
。
７
月
に

は
、
ジ
ェ
ト
ロ
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）
の
企
画
で
欧
米
服
飾
ブ

ラ
ン
ド
の
生
地
買
い
付
け
担
当
者
を
招
き
、
実
際
に
市
内
の
繊
維

工
場
を
見
て
も
ら
い
、
そ
の
品
質
管
理
・
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
を

体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
成
約
の
あ
か
つ
き
に
は
、
欧
米
企
業

と
も
一
体
と
な
っ
て
、
当
地
産
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
一
宮
市
で
も
地
域
の
「
総
合
戦
略
」「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
す
る
た
め
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
会
議
」

を
開
催
し
て
、
産
業
、
教
育
、
金
融
、
労
働
、
メ
デ
ィ
ア
、
市
民
、

議
会
、
行
政
な
ど
が
幅
広
く
集
ま
っ
て
、
地
域
活
性
化
の
議
論
を

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
39
年
（
２
０
２
７
年
）
に
は
東
京
と
名
古

屋
が
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
よ
っ
て
約
40
分
で
つ
な
が
り
ま
す
。

当
市
は
、
名
古
屋
都
心
か
ら
は
20
㌔
圏
に
あ
り
ま
す
が
、
木
曽
川

の
清
流
の
恵
み
も
あ
り
、
土
地
利
用
の
現
況
で
は
、
田
畑
な
ど
農

用
地
が
３
割
、
河
川
・
水
路
が
１
割
あ
る
、
緑
や
潤
い
の
多
い
地

域
で
す
。
名
古
屋
駅
か
ら
電
車
で
約
10
分
で
来
ら
れ
る
一
宮
市
が

も
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
フ
ル
に
い
か
せ
ば
、
よ
り
多
く
の
人
、
企

業
、
投
資
を
引
き
つ
け
て
、
も
っ
と
元
気
に
活
躍
し
て
も
ら
う
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
地
域
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
、
知
っ
て
も
ら
う
、
そ
の
た
め
に
魅
力
を
幅
広
く
発
信
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
貴
重
な
資
源
・
強
み

で
あ
る
繊
維
産
業
の
活
性
化
を
、
そ
の
突
破
口
と
す
べ
く
、
一
宮

市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
強
化
を
目
指
し
、
精
力
的
に
動
き
ま
わ

る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

一宮市長 中野正康

地場産業による魅力の発信
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住
ん
で
み
ん
で
徳
島
で¡

とくしま移住交流促進センター
電話番号：0120-109-407
（とくしまなっとく！）
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201長岡市

新
潟
県

長岡市は、新潟県のほぼ中央に位置し、大河信濃川
の恵みをうける、四季の表情豊かなまちです。信

濃川の伏流水、清らかな湧水を暮らしに活かす文化が
今も残ります。代表的なのは酒造り。市内に 16 の酒蔵
を数えます。日本三大杜氏「越後杜氏」が脈々と受け
継いできた技と豊かな自然の恵みの結晶である至宝の
地酒を味わいに、長岡にお越しになりませんか。
　長岡と言えば「長岡まつり大花火大会」。先の大戦で
市街地の８割が焼け野原となり、戦災で亡くなられた
方々の慰霊、世界平和への祈りを込めたのが長岡花火
のルーツ。その想いは今年８月、ハワイ・ホノルル市
と協力し、日米開戦の地「真珠湾」で空にたむける花、
花火「白菊」の打ち上げを実現させました。
　長岡まつり大花火大会は毎年８月２・３日に開催さ
れます。花火に込められた長岡市民の「想い」を感じ
ていただきたい…。
　長岡の地でお待ちしています。 █２日間で 2万発を打ち上げ、100万人を超えるお客様が訪れます

█代表銘柄　長岡の 16蔵の代表銘柄をズラリ！

█おつまみ　イベントでは、
ブランド野菜「長岡野菜」
やその季節の旬のおつま
みが長岡の地酒と一緒に
楽しめます█酒の陣　市役所と市民交流施設が一体となったア

オーレ長岡を中心に、地酒を活用したおもてなしイ
ベントが、度々開催されます

█真珠湾「白菊」　慰霊と平和を祈る花
火「白菊」。かつての日米開戦の地の
夜空を明るく照らしました

　／ 8月 15 日（ホノルル時間 14 日）
真珠湾フォード島を望む対岸から

█酒蔵　酒蔵さんと会話をしながら地酒が
楽しめる、長岡ならではのおもてなし

█三尺玉　長岡花火を代表する「正三尺
玉」。直径 90cm重さ約 300kg の大
玉を上空 600mまで打ち上げ、直径
650mもの大輪の華を咲かせます

花
火
に
込
め
た
長
岡
市
民
の
想
い
を
…



地方創生実践塾のお知らせ

◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆
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　山口県は全国的にみても、コミュニティ・スクールの指定校が大変多く、光市でもすべての学校がコミュ
ニティ・スクールに指定されています。その第１号である浅江中学校は、「いつ行っても地域の誰かが学
校で何かをしている」と言われるほど、地域との交流がさかんな学校として注目を集めています。フィー
ルドワークではそんな浅江中学校を訪問し、現場の雰囲気を実際に体験していただくほか、生徒代表、校外コーディネーター、校
長とそれぞれの立場からその取り組みについてお話しいただきます。また、光市立の全ての中学校（５校区）のプレゼンでは、海
岸沿いの学校、商業地域の学校、中山間地域の学校、それぞれの特色ある取り組みが一度に聞けるという画期的な企画も。さらに
は、文部科学省でコミュニティ・スクールに携わった出口寿久氏の基調講演をはじめ、光市のコミュニティ・スクールの研究に当
初からアドバイザーとして関わってきた主任講師の霜川正幸氏をコーディネーターに、有識者によるパネルディスカッションも予
定しています。コミュニティ・スクール推進の背景や課題等を学び、学校を核とした地方創生の可能性を探ります。

☆限界集落の可能性がここにはある！
　かつては農林業が盛んであったものの、いわゆる限界集落と呼ばれるようになった山梨県北杜市須玉町増富地域。そんな状況の
中、2003年4月構造改革特区に認定されました。企業との連携により農山村地域活性化を進めるとともに、人材育成事業に取り組み、
持続可能なまちづくりを実践しています。増富地域でなにが起きているのか！？現地でのフィールドワークを通して、限界集落の
おこしかたを学べます！
☆都市と農村をつなぐスペシャリスト！
　主任講師は、ＮＰＯ法人えがおつなげて代表理事の曽根原久司氏。内閣府地域活性化伝道師。2014 年度アショカ・ジャパンフェ
ロー。増富地域などを拠点に、企業のニーズと農村の資源を結びつける「企業ファーム」を運営し、企業と農村の連携の下で農村
資源を有効活用する活動を行っています。そんな、曽根原先生から「都市と農村をつなぐプランニング」を学べます！
☆企業とのコラボによる農山村地域活性化！農山村はビジネスチャンスの宝庫！
　特別講師として、3社の企業を招き、企業ファームの事例紹介を行います。企業は農山村とのコラボに何を求めているのか？！
地域と企業にとってのWinWin な関係づくりを学べます！

もうすぐ開催！この機会をお見逃しなく！
( 定員に達し次第締め切らせていただきます

※ 申込方法等、詳しくは地域活性化センターホームページをご覧ください。URL:https://www.jcrd.jp/
◆ お問い合わせ先：地域支援課（電話 03-5202-6136）
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◆第８回　「コミュニティ・スクールの推進による地方創生」
　～故郷を大切にする気持ちの育成とコミュニティの活性化～【山口県光市】

◆第９回　「限界集落のおこしかた」〜農山村地域活性化の手法を学ぶ〜【山梨県北杜市】

曽根原　久司 氏

山口大学
教育学部教授
霜川　正幸 氏

【主任講師】曽根原 久司 氏（NPO 法人えがおつなげて　代表理事）
【特別講師】鈴木　康之 氏（三菱地所株式会社　環境・ＣＳＲ推進部副長）
		  横山　秀樹 氏（株式会社マーケティングフォースジャパン　代表取締役社長）
	 小野　光一 氏（金精軒製菓株式会社　代表取締役）
【開催日程】平成 27 年 11 月 25 日（水）13:00 ～ 27 日（金）12:00
【会　　場】須玉ふれあい館ホール（山梨県北杜市須玉町若神子 521-17）
【定　　員】40 名（先着順、定員に達し次第締め切ります）

【講　　師】霜川　正幸 氏（山口大学教育学部教授）ほか
【特別講師】出口　寿久 氏（北海道大学学務部長）
【開催日程】平成 27 年 11 月 11 日（水）13:00 ～ 13 日（金）12:00
【会　　場】光市地域づくり支援センター（山口県光市島田 4 丁目 14 番 3 号）
【定　　員】40 名（先着順、定員に達し次第締め切ります）

写真は浅江中学校の英語の授業の様子。地域の人が生徒と一緒に学んでいます。
浅江中学校では日常的にこうした光景に出会えます。学校の時間内に生徒と地域
の方との交流が活発に行われているというのはまさに画期的。ぜひ、その雰囲気
を体感してください。

https://www.jcrd.jp/


平成 27 年度 地方成功人材のマッチングによる
土日集中セミナーのお知らせ

共　通

　日本の総人口が減少している今日、「人口減少」を課題に扱うものをよく目にしますね。
　そんな人口減少の時代でも、地域では人が生活を営み、コミュニティを形成しています。そのコミュニティを
維持するためには、『地域を経営する』という視点と『地域が幸せになる』『楽しく地域づくりをする』といった
視点が必要です。
　今回は地域づくりの活動資金の 3 割を事業収入で賄いながらも、楽しみながら地域づくりを実践している愛媛
県西予市遊

ゆ す

子川地域をテーマにケーススタディを行い、皆さんのまちの地域づくりを考えましょう。

【定　　員】60 名
【講　　師】飯

いさがい

盛　義
よしのり

徳 氏（慶應義塾大学総合政策学部教授）
	 坂

さかくら

倉　杏
きょうすけ

介 氏（東京都市大学都市生活学部准教授）
【開催日程】12 月 12 日（土）13:00 ～ 18:30、13 日（日）9:00 ～ 12:50（予定）
【参 加 費】10,000 円
【会　　場】高川公民館（愛媛県西予市城川町高野子 75-1）
【送迎／宿泊】希望される方は宿泊（宝泉坊温泉：費用は各自負担）、送迎の手配をしますので、申込時に
	 ご相談ください。

　鹿児島県鹿屋市柳谷集落、通称「やねだん」は人口 300 人ほど、電車やバスなどの公共交通機関も通らないど
こにでもあるような農村集落です。他と異なるのは、補助金をもらわずに地域にあるものを活かすことで自立と
再生の道を歩んでいることです。そこには「集落に補欠なし」「感謝が感動を生み、行動につながる」の基本か
らなる、行政に頼らない地域おこしがあります。
　この取組みを学ぶべく、やねだんでは「故郷創世塾」を含め多数の研修・視察が行われています。「故郷創世塾」
講師陣及び卒塾生による集中講義を通して、やねだんの成功の本質について学びましょう。

【定　　員】60 名
【講　　師】豊

とよしげ

重　哲
てつろう

郎 氏 ( やねだん代表、柳谷自治公民館長、やねだん故郷創世塾塾長 )
	 木

き む ら

村　俊
としあき

昭 氏 ( 東京農業大学教授、コミュニティ総合プロデューサー、やねだん故郷創世塾常任講師 )
	 椎

しいかわ

川　忍
しのぶ

 ( 地域活性化センター理事長、やねだん故郷創世塾常任講師 ) ほか
【開催日程】1 月 23 日（土）13:00 ～ 18:40、24 日（日）9:00 ～ 13:00（予定）
【参 加 費】一般 25,000 円、大学生 10,000 円
	 ※ 3 回券（60,000 円）、6 回券（90,000 円）あり
【会　　場】東京八重洲ホール（東京都中央区日本橋 3-4-13）

【対 象 者】地域活性化に熱意のある方、地域のことを勉強したい方など
【申込方法】FAX(03-5202-0755) または E-mail（creative@jcrd.jp）
【問合せ先】クリエイティブ事業室 (TEL : 03-5202-6134)
	 ※ 詳しくはホームページをご覧ください。 http://www.jcrd.jp/

地域づくり 11月号
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法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

　　「人口減少時代の地域経営～幸せになる地域づくり～」

　　「やねだん　東京塾」

https://www.jcrd.jp/
mailto:creative@jcrd.jp
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